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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一、この顔に　ピンと来たなら　切りかかろう






　白刃が、昼の光を照り返し、銀しろがね色いろの甲かつ冑ちゆうが、固くかわいた音を立てる。

　あたしとその旅の連れ──ガウリイは、同時に深いため息をつく。

　ふたりの前に立ちはだかったのは、完全武ぶ装そうの兵士たち、その数ざっと十名弱。

「とうとう見つけたぞ！　悪党ども！」

　リーダー格の男がひとり、こちらをびっ！　と指さして、声を高々はり上げる。

　……とほほ……

　あたしたちを『成敗』しに来た、本日五組めの『勇者』ご一行様である。

「大罪ざい人にんリナ＝インバース！　ガウリイ＝ガブリエフ！　お前たちの悪あく行ぎようもこれまでと知るがいいっ！」

　……まー、好きなよーに言ってちょーだい……

　あたしはマントを風になぶらせたまま、『勇者様』の口上を聞き流していた。

　反論はムダである。なにしろあちらは、こちらを極ごく悪あく非ひ道どうの大悪人、と信じて疑っていないのだから。

　この、どーしようもない状じよう況きようは、今日をさかのぼること数日前にはじまった……




　気がつくと、あたしはいきなり捕つかまっていた。

　──うん、たしかに捕まってるわ。こりゃ。

　まだモーローたる頭のなかで、あたしはぼーぜんと考える。

　手足は徹てつ底てい的にふん縛じばられていたし、ごていねいなことに、さるぐつわまでかまされている。

　ほっぺの下のつめたい床の感かん触しよくが、何とも言えずにきもちがいいが、ちょっとカビっぽい湿しめったにおいは、あまりいただけたものではない。

　どうやらここ、倉庫か何かのようである。

　目をやると、戸口のところに男がふたり。おそらくは見張りなのだろう。武器がわりにこん棒ぼうなんぞ持って突つっ立っているが、悲しいくらいさまになってはいなかった。

「目がさめたか？　リナ」

　呼ぶ声に、ふたたび視線を動かすと、そこに一人の男が転がっている。

　やはり同じように、剣けんをとり上げられ、両手両足をロープで縛られているが、違ちがうのはさるぐつわをされていないことである。

　ガウリイ。

　ブロンドの、なかなかにシブいハンサム・ボーイで、剣のウデも超ちよう一流なのだが、脳ミソのなかみはゾンビ以下である。（……ちょっと言いすぎかも知んない）

　──んっふっふ。やっぱしあいつも、あたしと同じく捕まっちゃったんだ。

　捕ま……

　へ!?

　だぁぁぁっー　よく考えたら、のほほーんとしていられる状況じゃないっ！

「ぬーふっむんぬぬっ！　ふむぬっ！」

　あたしはあわてて暴れだす。しかしよっぽど念入りに縛りつけてあるのだろう、元気ないもむしさんみたいにぴょこぴょこ動くのが関せきの山やまである。

「お、女の方も目をさましたみてぇだぞ」

　見張りＡが声を上げる。

「あ……ああ」

　かすかに震ふるえる声で答える見張りＢ。ちらりとこちらの方を見て、

「しかし……とてもじゃないがそうは見えないな」

「そこが怖こわいところさ。外見にだまされて油断したところを……なんてこともあるだろうしな」

　なんだかよくわからないセリフを、さも知ったふうに言う見張りＡ。それに深々うなずく見張りＢ。

「──で、お二人さんよ」

　唐とう突とつにかけられた声に、ふたりはびくん、と体をふるわせ、あわてて声の主の方──つまりガウリイに視線をうつす。

「一体何がどうなってるのか、できれば説せつ明めいしてもらいたいんだがな」

　自分の置かれた立場がわかっているのかいないのか、のほほーんとした口く調ちようで尋たずねる。

　見張りたちは、しばし怯おびえたまなざしで、じっとガウリイを見ていたが、やがてＡの方が口をひらく。

「け……けっ！　何言ってやがる！　いくらとぼけたってムダだからなっ！」

　……またまたわけのわからんことを……

「お……おい、ほっとけよ、そんな奴やつ……」

「ああ……それもそうだな……」

　見張りＢになだめられ、Ａの方も口をつぐむ。

　──あたしの口がきけたなら、舌先三さん寸ずんで事情を聞き出すことくらい、さほどのことでもないのだが。

「──しかしよぉ──」

　ポツリ、と見張りＡが言う。その視線は、いつのまにやらあたしの方に向けられている。が──

　ち……ちょっと待てっ！　何なのよっ！　そのすけべそうなまなざしはっ!?

「この女の方、このまま役人につき出すのは、ちょっともったいねえ気がしねえか？」

　ほら来たっ！

　たしかにあたしのよーな愛らしい美少女を見て、ムラムラッ、とくるのはまんざらわからないでもないが、こっちにとってはひたすらめーわく……

　役人につき出す!?

　ちょっと待てっ！　確かにあたしは『盗ロバ賊ーズ殺・キしラー』だの『冥めい府ふの王』だのとわけのわからん二つ名で呼ばれることもあるけれど、それはあたしを恐れる悪党どもがかってに呼んでいるだけであって……

　断じてあたしは、役人なんぞにつき出されるいわれはないっ！

　──と待てよ、ひょっとして……

　ガウリイ！

　気のいいのほほーんとした男だが、何かのまちがいで手配を受けている、などということもあるかもしれない。考えてみれば、いっしょに旅をはじめた、といってもほんの数か月前からのことである。彼がそれまでに一体どんな人生を歩いてきたのか、あたしはほとんど知らないのだ。彼も、自分のことをすすんで話すことはしないし。

　ならばあたしに会う以前、何かそういったことがあっても不思議ではない。とするとこれは、みんなガウリイのせいにちがいない。うん、そーだ。そーに決まった。あたしが決めた、今決めた。

　決めつけて、彼かれの方に視線をやると、あろうことか、ジト目であたしの方をじっとにらんでるじゃないかっ！

『また今度は何をやった、お前は……？』

　その目は如によ実じつにそう語っていた。

　……しくしく……ひどいっ、あたしをそんな目で見てたなんてっ……

　などという芸も、さるぐつわをかまされていてはできやしない。

　ともあれ、ガウリイの方にも心当たりがないことだけは確かである。

「も……もったいないって……まさか……」

　見張りＡの言葉の意味をはかりかね、しばしぼーぜんとしていたＢが、喉のどの奥からかすれた声をしぼり出す。

「役人に引き渡しても、どうせあとはしばり首か何かにしちまうだけだろうが。ならここでオレがいただいちまっても、どこからも文句は出ねぇよな」

　出るわいっ！

　どうやらあたしたち、どこかの指名手配犯はんとまちがえられているようなのだが、さんざすけべーなんぞこまされたあげくに、『いやぁ、やっぱし人違いでした』なんぞと言われても、シャレにも何にもなったものではない。

「しかし……やっぱりマズいぜ……」

　なんとか止めようとするＢ。理由はあたしにおそれをなしてのことなのだが、とにもかくにも止めてもらわないことには、こちらとしては大いにこまる。まけるなＢ！　がんばれＢ！　Ａを思いとどまらせるのだっ！

「何気の弱いこと言ってやがるんでぇ。ならおめえはそこで見張ってろよ。オレにもしものことがありゃあ、おめぇがその女を叩たたっ殺しゃあすむことじゃねえか」

「そ……そうかなぁ……」

　そうかなあ、じゃないっ！　押されてどーするっ！　もっと強つよ気きで行かんかいっ！

「それにどっちにしてもよ、オレもこの女の縄なわをといたりさるぐつわを外したりするつもりはねえんだぜ。このまんま服だけひっぺがしてやっちまうのさ。それならどうってこともねえだろ」

「そ……そうだな……じゃあ俺も……」

　待て。お前は。

　いっしょにすけべーな笑いを浮うかべてどーするんだっ！　こらっ！　近づくなっ！

　じたばたもがくあたしをあっさり押おさえつけ、あごに手をかけてくるＡ。

　スピードや技わざならとにかく、純じゆん粋すいな力比べとなったらあたしは弱い。

　むろん、戦士にして魔ま道どう士したるこのあたし、呪じゆ文もんさえ使えればなんとでもなるのだが、さるぐつわなんぞをかまされていては、いくらなんでもどうしようもない。

「恨うらむなよ……てめえらだって、これよりずっとひでぇことを、さんざあちこちでしてきたんだろうからな……」

　してないって！　そんなもんっ！

「さて……それじゃあ……」

　男の腕うでがゆっくりと伸のび──

「いいかげんにしろ」

　助け舟ぶねは、別のところから出た。

　ガウリイ！

　二人の見張りは、彼の発散する『気』に圧おされ、思わず半歩後あと退じさる。

「彼女に手を出すな。さもないと──」

　オーガあたりでも逃にげ出しそうな目つきで、二人の男をにらみつける彼。

　もしも──

　二人が彼に気圧されて、すごすごと引っ込むのならばセーフである。が、万一そうならなかった時は、あたしは──

　ガウリイに、二人を『説得』できるとは思えないし……

　しばしの沈ちん黙もく。そして──

「──へっ」

　見張りＡの笑いが、あたしの最後の希望を打ち砕くだく。

　ああっ！　あわれリナ＝インバースっ！　ついに男たちの毒どく牙がにかかるのかっ！

　……などとわけのわからんノリをやってる場合じゃないっ！　マジでいやだよーっ！

「そ……そんなこと言ってビビらせようったってムダだからなっ！」

　十分声が震ふるえとるぞ、お前。

「第一、そんなふうにふん縛じばられたままで一体何ができるってぇんだ。さあ、言ってもらおうじゃねえか！　この女に手を出したら、一体どうなるって!?」

「もう一度言う。彼女に手を出すな。さもないと──」

「さもないと？」

　ガウリイは静かな口調で、しかしきっぱりとこう言った。

「病気がうつるぞ」




　ぴきぃぃぃん。




　……部へ屋やの空気が音を立てて凍こおりついた。

　二人の男はしばし硬こう直ちよくしていたが、やがてその視線が、ゆっくりあたしの方に向く。

　ずざざざざざざざっ！

　慌あわててとびのくＡとＢ。

　あたしの目は点になっている。

「や……」

　Ａはひきつった笑えみを浮かべつつ、ぎぎぎいっ、とぎごちなく、顔をＢの方に向ける。

「やっぱり、まずいよなあ。見境いなしに手を出す、ってのは……」

「そ……そうだとも、そのとーりさ」

　はっはっはっは……

　──かわいた笑い。

　二人はしばし互たがいに顔を見合わせて、同時に大きなため息をつく。

「……なあ、見張りは外でやらないか……」

「そ……そうだな……同じ部屋にいて、うつっても困るし……」

　……おいっ……
















　二人はあたしの方をちらりちらりとふりかえりながら、やがて一つしかない扉とびらから出て行く。

「やれやれ、なんとか出ていったな、リナ」

　ガウリイが言う。

　ぎんっ！

　あたしは彼をにらみつけ、ずりっ、ずりっと這はいながら、無言で彼に近づいていく。

　ガウリイは、ひきっ、と顔をひきつらせる。

「い……いやさあ、まああの場合、あれがベストの手段だったと思うんだがなぁ……」

　ずりっ、ずりっ。

「ともあれ無事で……おい……待てっ！　ちょっと待てっ！」




　めし。




　あたしの両足を使ったケリが、まともにガウリイの顔面にめり込こんだ。




「しかし……いくらなんでもいきなり蹴けりつけるこたぁねーだろうに……」

　あたしのさるぐつわを噛かみちぎり、ガウリイは言う。

「……っぷはっ……何よっ！　もーちょっとなんとかマシな理由を思いつかなかったのっ!?　あれじゃあおもいっきしあたしが……ぶつぶつぶつ……」

「しかたねーだろうが。それともお前さん、あのままオレの目の前で、連中におもちゃにされた方がよかったのか？」

「う……そ……そりは……」

　あたしは思わず言葉に詰つまる。

「──だろ？」

「そ……そりゃまーたしかに……ふんっ！　今回はあたしが悪かったってことにしといたげるわっ！」

　珍めずらしく、あたしはすなおに謝あやまった。

「ヒネてるなー……お前さん一体どんな育ち方したんだ？」

「やかまひいっ！……とにかく、今はこの状じよう況きようをなんとかするのが先決よっ！……まあ、呪じゆ文もんさえ使えれば、どうとでもなることだけどね」

　言ってあたしは呪文をとなえる。むろん外の見張りに今気づかれてもまずいので、今までの会話と同様、小声でだけど。

「風ブラム牙・フ斬アング！」

　風の矢を放ち、目もく標ひようを断たち切る術じゆつである。──と言ってもそれほどたいした威い力りよくはなく、せいぜいが相手の肌はだを浅く切る、程度のしろもので、相手がレザー・アーマーか何かで全身くまなくおおっていれば、ほとんどダメージは与あたえられない。

　一度あたしはとある町で、女性魔道士たちに、チカン撃げき退たい用としてこの術を教えたことがあったのだが、せいぜいその程度の術である。

　しかしながら、数本を一点に集中させてやれば、荒あら縄なわを断ち切るくらいの役には立つ。

　自由になったガウリイが、あたしの縄をほどいてくれる。

　彼はこきこきと肩なんぞ鳴らしながら、

「さて、まずは剣をとりもどさなきゃあな」

　あたしもまた、黒いマントをひるがえし、静かにその場に立ち上がる。

「そう。それに事情の説明をしてもらわなくちゃなんないしね」




　あたしたちがこの村に着いたのは、夕日が山の端に沈しずみかけたころのことである。

　そこで二人を待ちうけていたものは──村人たちの、敵意と警けい戒かいのまなざしだった。

　あたしたちは、それをたいして気にもとめはしなかった。

　二人が行くあてもないままぶらついている『鷹たかの街かい道どう』は、今からほんの五年ほど前に開通したばかりである。いくら近くに街道ができたからといっても、それまで『よそものを見たらどろぼうと思え』などという閉へい鎖さ的てきな環かん境きようになじんできた小さな村が、いきなり手のひらをかえすように、おとずれる旅人たちに愛あい想そうよくなれるものではない。

　この村も、そんなうちの一つだろうと割り切って、とりあえず夜よ露つゆがしのげればよしと、一軒けんしかない宿に部屋をとったのだが……

　出された夕食に、いくどか口をつけたとたん、強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれて……

　ふと気がつくと、いともあっさりつかまっていた、というわけである。

「さぁーて、きっちり説明してもらいましょーか、なんであたしたちにあんな真ま似ねをしたのかを……と、大声出したりするのはなしよ。そんなことしたら……」

　ガウリイにうしろからがっちりはがい締じめにされた男に、あたしは顔をつきつけるようにしてすごんでみせる。

「ひえええええっ、か……かんべんしてくださいーっ、どうか、どうか命だけはぁぁっ」

　情けない声を上げているのは、扉の前の見張りＡである。

　見張りＢの方はと言えば、戸口のところで倒たおれている。

　ガウリイがうしろから、首根っこを指でつんっ、と突ついただけでこうなったのだ。

「おいおい、そうおびえなさんなって」

　後ろから見張りＡをはがい締めにしながら、子供でもあやすかのような口調で言う彼。

「もう一人の方も死んじゃいないよ。単に気を失ってるだけで、な」

　真夜中である。

　満天の星と、針金のような細い月とがあたりをうすく照らしている。

　やはりあたしたちが押し込められていたのは、村はずれにある古い倉庫だった。

　もはや他の村人たちは、とうの昔に寝ね静しずまったのだろう。立ち並ぶ家々には明りのひとつも灯ともってはおらず、その黒々としたシルエットだけが、かすかな星明りの下で、ただひっそりと佇たたずんでいる。

　むろんあたりに人の気け配はいはない。

「さて、どうしてあたしたちを捕つかまえたりしたわけ？」

「ど……どうしてって……あんたら立りつ派ぱなおたずね者の賞金首じゃねえかっ！」

「!?」

　あたしとガウリイは、思わず顔を見合わせる。

「ひと違いよ、たぶん、それ。あたしはリナ＝インバース、そしてそっちが……」

「ガ……ガウリイ＝ガブリエフとか何とかって名前だろうが……」

　Ａのことばに、あたしと彼は再び顔を見合わせた。

　──ということは、あたしたちの名をかたって悪事を働くふとどきな奴やつがどこかにいるのか、あるいはどこかの悪党が、あたしたちふたりの首に賞金でもかけたのか……

　いずれにせよ、ほうってはおけない状況である。

「一体どこの誰だれなのよ、あたしたちに賞金なんぞかけたのは？」

「し……知らねぇよぉ……手配書が回ってきて、生いけ捕どりに限かぎり賞金を支し払はらう、って……」

　生け捕りに限り？

　これまたおかしな話ではある。あたしとガウリイの二人組を生かしたままで捕らえて、利になるような人物が、はたして一体どこにいるのか……

　ともあれこの件に関しては、これ以上この男に問いただしてもムダなようである。

　あたしは質問を変えることにする。

「じゃあ──あたしたちから奪うばい取った剣は、一体どこに置いてあるの？」

「そ……村長の家だと思う……たぶん……」

　よほどあたしたちにビビっているのか、男はおもしろいようにぺらぺらとしゃべってくれる。

「で？　その村長の家ってのはどこ？」

　彼はまたもやあっさりと、あたしの問いに答える。もしもあたしたちが本当の凶きよう悪あく犯はんだったりしようものなら、これで村長の身もあぶなくなるのだが、とりあえず今、男の頭の中は、わが身のことでいっぱいらしい。

　よくいる、『弱者にゃ強いが強者にゃ弱い、自分よければすべてよし』タイプである。

「ふむ。これで大体のことはわかったわ。じゃ、行こうか、ガウリイ」

「おう」

　応こたえると同時に、彼は男の体を離はなし、その首すじを、ちょこんっ、と指でかるく小こ突づいた。

　それだけで、男はくたっ、と気を失う。

　星空の下にふたりの男を残したままで、あたしたちは村長の家へと向かった。




「──お静かに──」

「どうか大きなお声をお立てにならぬよう──」

　老人は、突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやたちに、さして驚おどろいた様子も見せず、うす昏ぐらいランプの光が照らすなか、静かにベッドから半身を起こす。

「お前さんがたか……」

　まるでこのことを予想してでもいたかのような口調で言う。

　これではかえって、こっちの方がとまどってしまう。

「剣を……返していただけないでしょうか」

　思わず敬語を使ったあたしに、老人は、いともあっさりとうなずいた。

「そこの棚たなのいちばん上じゃ。持って行きなされ」

　ガウリイは言われた場所に手を伸のばし（どーせあたしじゃ届とどきませんよ）、目的のものを探し当てる。

「けど……なぜなんです？」

「……あんたらがやって来たと聞いて、宿のおやじに薬を盛もるように指示したのは、たしかにこのわしじゃ。しかし眠ねむらされたままのあんたらを見たとき、わしはふと思ったんじゃよ。これは何かのまちがいじゃあなかろうか、とな……」

　だから間ま違ちがいだって。

「どう見たところで、あんたがたは悪党なんぞには見えんかった。──むろん世間には、とてもそうとは見えない顔で、手ひどい悪事をはたらく奴やつもいる。が、そういう奴らは必ず、そういうにおいがするもんじゃ。しかしあんたらには、それがなかった」

「それならそうと、村人たちにひとこと言ってくだされば……」

　老人は、静かに首を横に振る。

「お若いの、今しがた剣を取った棚の、下にあるいちばん大きな引き出しから──そう、それじゃ。そこに入っている紙きれを取ってくれんかの」

　ガウリイが長老に手渡したそれを、ランプにかざしてあたしたちは見る。

「！」

「──これは──」

　それはまぎれもなく、あたしたちの手配書だった。

　手配書にのった三人の下それぞれに、とてもじゃないが正しよう気きの沙さ汰たとは思えないほどの賞金額が記してある。

　たとえ一国の王様殺して逃にげたって、ここまでの額は出ないだろう。

　そしてその上の似に顔がお絵え。たった今人を殺したところ、とゆーふーな凶きよう悪あく無む比ひなご面相で描かれてはいるものの、それは間違いなく、あたしとガウリイの顔だった。書いてある名前もたしかに、リナ＝インバースとガウリイ＝ガブリエフ。

　──しかし何よりあたしたちが驚いたのは、いっしょに描かれている三人目、である。

　この三人が関かかわった事件、と言えばあれしかないのだが……まさか……

「お……おい、リナ、こいつ……」

　ガウリイが、手配書の三人目を指さして言う。

「どこかで見たことなかったっけ」

　くたっ。

　あたしは思わず力が萎なえる。

「あんたねぇ……こんなに特とく徴ちようのある人間の顔、一体どーやったら忘れるのよっ！」

「……問題はその賞金額じゃよ」

　村長は言う。

「これだけの金があれば、今年の冬は楽に越こせる、と喜よろこび騒さわぐ村人たちに、どうして、『何かの間違いのような気がするから放してやろう』などと言えるものか」

　なるほどもっとも。

「それにもう一つ、その賞金をかけた人物が、デマを流すような人物ではなくての……直接の知りあいではないが、高こう潔けつな人物として名が通っておる」

「ご存知なんですか？　誰がこの賞金をかけたのか!?」

　いきおいこんでたずねるあたしに、長老はこくりとうなずいた。

「現代の聖人として名高い──あんたらも名前くらいは聞いたことがあるじゃろう、流る浪ろうの高こう僧そう、赤あか法ほう師しレゾ殿。──お心あたりがおありかな？」




　説明せねばなるまい。

　──と言っても、あの事件をありのまま要約すると、あまりの話の大きさに、ホラだと思われるおそれもある。あたしがもしも他人から、そんな話を聞いても信じられないだろうし。

　そこでまあ、信じられそうなところだけをかいつまんで説明すれば、ざっとこんなところになるか。

　二月ほど前──ちょうどあたしが、ガウリイとはじめて出会ったころのことである。あたしはひょんなことから、あるアイテムを手に入れたのだが、それを狙ねらう一団と、まともにぶつかることになった。

　世間様では聖人君子で名の通った赤法師レゾと、当時その部下だった、ゼルガディスという名の魔道戦士。

　手配書にあったその三人目の似顔、それはまちがいなく、そのゼルガディスのものだったのだが。

　幾いく多たの攻防の後、ゼルガディスはレゾを裏切るが、かんじんかなめのアイテムはレゾの手に落ちてしまう。

　それにより、魔ま性しようと化した赤法師を、あたしとガウリイ、それにゼルガディスの三人で、やっとのことで倒したのだが……

　そう、レゾはもういないはずなのだ。

「村長、それならばもう、その手配は無効です」

　あたしは言った。

「むろんもともと、何かのまちがいでかけられたものなのでしょうが……赤法師レゾは、二月ほど前に亡なくなった、と聞きおよんでいます」

　あたしたちが倒した、などとはむろん言わない。ンなことをすれば、話がひたすらややこしくなるだけである。

　聞いて、村長さんはいぶかしげな顔をする。

「そりゃあおかしい。それこそ何かのまちがいじゃろう。役人がこの手配書を持ってきたのがほんの一週間ほど前。聞くところによれば、この手配のふれが出たのは、ほんの半月ほど前のことらしいからのう」

　半月まえ？

　またまた顔を見合わせる、あたしとガウリイ。

　そんなはずはない。

「──な……なら村長、そのかんじんの赤法師、今どこにいるのか、御存じありませんでしょうか？」

　老人は、首をゆっくり横に振ふる。

「さて、そこまでは……しかしあんたらが、本当に、世の中に対して何恥はじることなく生きているのなら、西にあるクリムゾンの町にでも行きなされ。賞金の支払い所がある町じゃから、何かくわしい話も聞けようて。そして、赤法師どのと話し合い、誤ご解かいを解とくがよかろう……」

　誤解がどーのとかいう話ではないのだが、とりあえずあたしはうなずいておく。

「誤解からは……ただ悲しみしか生まれん……」

　そう言うと老人は、遠い目で、ひとつ大きく息をつく。

　……このひとの過去にも、いろいろとあったんだろうなぁ……きっと……

　ふと、そんな思いが頭をよぎる。

「──それでは、ご老人」

　静かな口調で言うガウリイ。

　こーいうもの言いをすると、この男も、なぜかまともに見えるところが不思議である。

「あまり長居をするわけにもいきませぬ故ゆえ、我々はこれにて失礼させていただきます」

「うむ……」

　老人はちいさくうなずいた。




　そして二人は、寝静まった村をあとにした。




「──けどさあ、一体どういうことだと思う？　ガウリイ」

　一夜明けて翌日の昼。結局あたしたちは、夜中に村を抜ぬけ出したあと、野宿である。

　ちょいと遅おそめの朝食をすませ、クリムゾン・タウンヘと向かう旅路についたのだ。

「赤法師レゾが生きている、って話か？」

　あたしはこっくりとうなずいた。

「いくつかの場合が考えられるわな」

　言って、歩きながら腕うで組ぐみをする。

　あたしはガウリイの斜ななめうしろにくっついて歩きながら、彼の次のことばを待つ。

　はるかに続く石いし畳だたみの街かい道どう。

　遠くに見える、蒼あおい山の峰みね。

　草原を、静かに風が渡っていく。

　どこからか聞こえる鳥たちの声。

　──おい。

「ガウリイ……あんた何もかんがえてないでしょ」

「いやぁ」

　照れ笑いを浮かべながら、彼はぽりぽりと頭を掻かく。

　いやぁ、じゃないって。

「……ったく……少しはものを考えないと、そのうち脳ミソがタルタルソースになっちゃうわよ！」

「……何なんだ……その『タルタルソース』ってのは……」

「ともあれ、確かにいくつかのパターンが考えられるわね。まずいちばんありがちなのが、レゾの偽にせ物もの、というパターン。あたしたち三人に手配をかけたところをみると、レゾの部下のだれかが、かたきを討うつために彼の名をかたっている、ってセンがいちばん疑わしいわね。

　たぶんこの場合、かたきうち、というよりも、『レゾを倒たおした連中をやっつけて名を売り出そう』ってのが目的だろうから、自分の手で倒さなくては意味がない。それで手配書に、『生きたまま』なんて条件をつけた。

　次に、単なる連れん絡らくの不ふ行ゆき届とどき。──あの事件で、あたしがゼルガディスといっしょに逃にげ出してからあなたと再会するまでに、数日のブランクがあったわけだけど、例えばその時にレゾが、部下の一人に、あたしたちを手配するように言い渡した。ところが何らかの手ちがいで、それが公布されるのが遅おくれてしまった。

　……ただこの場合だと、あたしたちを生かして捕つかまえる意味はないし……」

「──そしてあるいはもう一つ──」

　ガウリイは、真しん剣けんな顔でぼそり、と言う。

　あたしは思わず顔をしかめた。

　わかっている。

　もうひとつの可能性が何なのか。

　しかしそれは、いちばん望ましくない可能性だった。つまり──

「赤法師レゾは本当に生きている──」

　あたしは空をふりあおぐ。

「もしもそうなら──」

　雲ひとつない青空に向かい、あたしはぽつりとつぶやいた。

「今度は勝てない……」




　──などとシブいセリフで決めてはみても、結局のところ、まずやらなくちゃあならないのが、身にかかる火の粉こをふり払はらうことである。

　最初、あの村でとっ捕まって以来、日ごとにあたしたちを『成敗』しようとする『勇者』の数は増えていく。

　クリムゾン・タウンまではあと六日。

　このまま一日ごとに『勇者』の数がうなぎ昇のぼりに増え続けたとして、あたしたちが目的地に着くころには、単純計算で、一日あたりで約三百チームと対戦する計算になる。

　……そんなわきゃないか……

　ともあれ、うっとーしいことこの上ない。気分はまるきり大魔王である。

　さっきから、あたしたちの目の前で、えんえんと何やら口上を切りつづけている完全武装の戦士たちも、そんな『勇者様』のひとくみだった。

「……我等レノス公国に名を馳はせし、銀しろがねの八騎き士し、天命により……」

　──これが、ただの悪党相手なら、なにやらうだうだ言ってるうちに、強力な攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶちかまし、あとすら見ずに通り過ぎる、というミもフタもない手が使えるのだが、相手はあたしたちが悪人だと信じてかかってきているのである。

　……とまあ、なんのかんのと言ったところで、結局のところは倒さなくちゃあいけないのだが、それには手て加か減げんというのが必要なのである。これがまた。

　まかり間違っても、相手を殺したり、再起不能のキズをおわせたりしてはいけない。

　この、手加減というやつがどーにも苦にが手てなのである。あたしは。

　笑うな。なにしろあたしの郷く里には、『手加減一発、岩をも砕くだく』の世界だったのである。

　つまりは、むやみやたらと強力な奴やつがごろごろしていたわけなのだ。

　──言っとくが、郷く里にの姉ねえちゃんなんぞは、あたしよりかなりもの静かだが……いや、言うまい。姉ちゃんに万一聞かれたら、それこそあたしは命がない。

「……時は今を遡さかのぼること十余年……」

　なおもなにやらえんえんと名乗りをあげる騎士たちを、あたしは横目で見ながら、小さく呪文を唱となえ──

「破ボム・弾スプリ撃ツド！」




　きゅどごーん！




『どひぃぃぃっ！』

　あたしの手加減の一撃で、あっさり吹っ飛ぶなんとか七騎士。……あれ？　八だっけ？　まあ、こうなったからにはどっちでもいっしょだけど。

「……しかし……毎回思うんだが、お前さん『手加減』って単語、知ってるか？」

　あきれた顔で言うガウリイ。

「あったりまえよっ！　だいいち、今のだって、手かげんしてなかったら、この七人……八人だっけ？　一発で、ヨロイも残さず吹っ飛んでるわよ！」

「まあ──確かに連中、生きてるけどさぁ……」

　彼は、地面にのたうつ騎士たちを、同情の目で見ながら言う。

　騎士さんたち、地面の上でぴくぴくしながら、『ううっ、こんなところで……』だの、『こ……こんなことなら盗とう賊ぞく狩がりくらいにしとけばよかった……』だの、『みんなっ……がんばれっ……死ぬんじゃないぞっ……』などと、半ばうわごとのようにつぶやいている。

　……ちょっぴりやりすぎたかもしんない。

「しかしお前さん……相手が悪人だろうとそうでなかろうと、対応方法いっしょじゃねーか……」

　疲れたように言う彼に、ちっちっちっ、とあたしは指を振ふってみせる。

「使う攻撃呪文が違うわ」

　彼は大きくため息をついた。




　夜は静かにふけていく。

　眠れぬままに、あたしはいくどめかの寝ね返がえりをうつ。

　手配中の身とは言え、そこそこ大きな町でなら、出すものさえ出せば、泊とめてくれる宿などいくらでもある。

　なんとはなしに、胸の奥がきゅんっ、と苦しい。

　ここ数日、宿でひとりっきりになると、その気分がとくに強くなる。

　十分に眠れぬままに、夜を明かしたこともいくどか。

　原因はわかっている。

　あたしは、となりの部へ屋やで眠ねむっているはずのガウリイのことを思いうかべる。

　彼に会ってからなのだ。あたしがこんな気分になりはじめたのは。

　彼はまだ、起きてるだろうか？

　想おもいを馳はせればそのぶんだけ、胸の痛みは強くなる。

　ふうっ……

　眠ることをあきらめて、あたしはベッドから降りる。

　冷たい板いた壁かべに、あたしはそっと手を触ふれる。

　この壁一枚隔へだてたそのむこうで、彼は眠っているはずなのだ。

　ことん、と頭をおしつけてみても、彼の息づかいは感じられない。

　よほどよく眠っているのか──ならば──

「……眠スリーりピング！」

　壁越しに呪文一発！　これで彼、朝までは、竜が吠ほえよーが泣バきン女シーが笑おうが、ぜぇぇぇったいに目が覚めないはずである。

　──よぉぉぉぉしっ！

　あたしはにんまりと笑うと、いそぎ身支度をととのえる。

　白いローブに黒のズボン。額のバンダナ締しめなおし、ブーツと長い黒手袋。大ガメの甲を削けずり出した、ショルダー・ガードから垂たれる、闇やみと同じ色のマント。そして腰にはショート・ソード。

　完！　全！　武！　装！

　うふ……うふふ……うふふふふふふふ……

　自然とこぼれる満まん面めんの笑えみ。

　そーなのだっ！　こーこなくっちゃ！

　ガウリイと出会って以来、彼の目を気にして、趣しゆ味みの盗とう賊ぞくいびりをさし控ひかえていたのだが、これがどうにもよろしくない。よっきゅーふまんがつのるだけ、である。

　今日の朝がたけ散らした、騎士団の一人が、『盗賊団がどーのこーの……』と言っていた、あれが決定的に悪かった。

　宿に着いたら着いたで、食堂の連中は、近くに出しゆつ没ぼつする盗賊団の噂うわさ話ばなしをしているし……

　とーとーあたしも、たまらなくなった、というわけである。

　気づかれぬよう、こっそりと宿を抜け出すと、目的の場所に向かって駆かけ出した。

　盗賊たちのアジトの場所は、宿で聞いた噂話から、おおよそのところ想像できる。

　……これで道にでも迷ったら、それこそただのアホである。

　ひっそりと静まる真夜中の森。獣けもの道みちにも似た、あるかなしかの道が一本、下した生ばえをかきわけて走っている。

　──間違いない。

　この道である。




　がれきと化した廃はい墟きよの向こう、赤々と、オレンジ色の火が燃える。

　盗賊たちのたくかがり火が。

　火をとり囲み、ぶらぶらしている男が数人。三シ日ミ月タ刀ーに黒い上うわ着ぎ。時々酒などあおりながら、意味なく笑い声を上げる。

　……しかしなんだって、このテの連中は、こうもオリジナリティーのないかっこうをしてるんだろうか……

　別にいいけど……それでだれかが困るわけでもないし。

　たぶん、たき火のそばにいるのは見張りだろう。その後ろの廃墟の奥が、彼らの本ほん拠きよ地ちと見た。

　力押しの強きよう硬こう突とつ破ぱで楽に倒せる相手のようだが、あんまり強力な攻撃呪文なんぞ使って廃墟を崩くずし、おそらくあの中にあるだろうお宝をうずめてしまってはもとも子もない。

　それならば──まずは廃墟の中の連中をおびき出し──

　あたしはショルダー・ガードと腰の剣をはずし、マントをぐるぐる巻きにまきつける。

　それを後ご生しよう大だい事じに両手で抱かかえ、道を少々逆ぎやく戻もどり。

　すうっ、と息をすいこんで──

「たすけてぇっ！」

　大きく叫んで全力疾しつ走そう。

　様子を見にきた盗とう賊ぞくたちの、目の前まで来て、あたしは派は手でにつまずいてみせる。

　マントの包みは、むろん両手から離はなさない。

「……たすけっ……ひいっ……たすけてぇっ！」

　激はげしく息を切らせつつ、（もちろん芸だが）あたしは手て近ぢかの一人にしがみつく。

「お……おいおい、一体どうしたってぇんだ」

　とっさのことにとまどう盗賊たち。

「来るのよっ！　奴やつがっ！　すぐっ！……たすけっ！　逃げなきゃっ！　殺される！　殺されちゃうわ！　彼みたいにっ！」

　とぎれとぎれに、思わせぶりなわけのわからんセリフをあたしはわめき散らす。

　見張りたちは一いつ瞬しゆん顔を見あわせると、うち一人が、

「オレ、ちょいとそのあたりを見回ってみる！」

　言って、森の方へと走りだす。

　あたしは、男の腕のなかで、かすかに身をふるわせながら、なおも小さく、普ふ通つうの人が聞いたら意味不明の言葉をつぶやいている。

　つまり、早い話が攻撃呪文を。

「……爆メガ・裂ブラ陣ンド（こっそり）」




　どぁしこーん！




　近くの大地が、ド派手な音を立ててぶっ飛ぶ。
















「どあああっ!?」

　連中はいきなりパニックに陥おちいる。

「来たわ！　奴よ！」

　叫さけんであたしは、森の奥、あらぬ方向を指さした。

「なにぃっ！」

「どこだっ！」

　あたしはひっそり、次の呪文をとなえはじめる。

「どうしたっ！　何のさわぎだっ！」

　今の音を聞きつけて、廃はい墟きよのなかからわらわらと、十数人の男たちが顔を出す。

　その瞬間──

「……炎ヴアイ裂ス・砲フレア（またまたこっそり）」




　がびしょーん！




　見張りたちの焚たいていたかがり火が、大爆ばく発はつを引き起こす。

「なんだーっ！」

「一体どーしたーっ！」

　状況が把は握あくできずに、ひたすらあせって盗賊たちは走り回る。

　──こうなれば、もはやこっちのもんである。




「ふっふっふ。思ったよりもあるわあるわ♡」

　廃墟の奥の宝倉。うず高く──とまではいかないものの、かなりの量の金銀財宝エトセトラがたくわえてある。

　盗賊たちを、さんざん騒さわいで表にひっぱり出したあげくに、その大半はすでにしばき倒してある。

　あたしはマントをひろげると、裏側の隠かくしポッケから、麻あさの裏打ち布ぬのをひっぱり出す。

　端はしから出ているひもをちょちょい、と結び合わせて……

　簡易ナップザックのでき上り！　である！

　さて問題は、一体何をちょうだいするか……だが……

　あまり欲ばって金貨なんぞをごっそりつめこんだりすると、重いわ目立つわかさばるわ、へたすりゃザックのヒモが切れたりと、全然いいとこなしである。

　ねらうは宝石のたぐいか、あるいは美術工芸、魔法のアイテムか……

　などとあたしが迷っていると──

「おい。こんな所で何してる」

　あたしの後ろ──戸口の方から、怒ど気きをはらんだ声がかかる。

　びくうっ！

　あたしは思わず身をすくませる。

　相手が単に盗賊ならば、ふりむきざまに攻こう撃げき呪じゆ文もんを一発かまして、それでジ・エンドである。しかし……

　あたしは、ゆるり、ゆるりとふり返る。

　そこに、予想通りの顔があった。

「まあっ♡　奇き遇ぐうねー、ガウリイ♡　こんな所でであうな・ん・て♡」

　あたしは口元でにぎりこぶしをつくり、ぱちくりと、大きくまばたきしてみせる。

「な・ん・て、じゃない」

　彼は頭を掻きながら、不ふ機き嫌げんな声で言う。

「一体お前はここで何をしとるんだ、何を」

「……うふっ♡　ひ・み・つ♡」

「ギャグでゴマ化すな」

　う……

　しかたない、ならば……

　あたしはくいっ、と胸を張る。

「盗とう賊ぞく狩がりよ」

「開き直るな」

　……なら一体どーせいっちゅーんじゃ……

「とりあえずっ！　こんなところからは出るぞ」

　うむを言わさず、彼はあたしの手をひっつかみ、ぐいぐいとひっぱりながらに歩きだす。

「ち……ちょっとっ！　待ってっ！　あたしのおたからがーっ！」




「ちょっと！　いくらなんでもあんまりよ！」

　森の中の道を並んで歩きながら、あたしはガウリイにくってかかる。

「何があんまりだ」

　こちらの方を見ようともせずに言うガウリイ。

　……あ。本気で怒おこってる。

「真夜中に一人でこっそり宿を抜け出したりするから、一体何かと思ったら……何を考えてるんだ！　ったく！」

「明るい将来設計のこと」

　迷わずあたしは即そく答とうする。

「──第一、盗賊ぶち倒して、一体何が悪いってぇのよ。相手は他人の財産まき上げて、へーきな顔しているような連中なのよ！　放っぽっとけばそれだけ、罪つみもないひとたちがめーわくをこうむるのよっ！」

　彼は大きくため息をつく。

「……で、ついでにお宝たからを持っていっちまうわけだ」

「だって……誰からぬすんだものかわからない以上、持ち主に返す、ってことは不可能でしょう。かと言って、そのままお宝だけ放っぽって行っても、せいぜい国に没ぼつ収しゆうされるか、悪けりゃそれをめぐってまた争いがはじまるわ。ならいっそ、あたしが持って散財すれば、少しは世間様に還かん元げんできるってぇもんよ」

「……またあやしげな理り屈くつをこねる……」

「けどあなた、眠ってたんじゃあなかったの？」

　あたしは尋たずねる。まちがっても『あたしの〝眠スリーりピング〟の術じゆつは効きかなかったのか』などとは聞けない。絶対聞けない。

「トイレに行って帰ってくれば、どうもお前さんの部屋の中で物音がする。それで自分の部屋に戻って窓から見てみれば……

　浮ふ遊ゆうの術で降りたお前さんが、どこかへ向かって駆かけていくところだった」

　なるほど。それで。

　……ちっ。運の強い奴やつ……

「それはともかく、だ……」

　言いかけて、二人は同時に歩みを止める。

　遠くで虫たちが鳴いている。

　木の葉のすきまから、かすかにこぼれる、あるかなしかの星明り。

「──でてきたらどう？」

　静かな声であたしは言う。しげみの奥をにらんだままで。

　ガウリイが、剣の柄つかに手をかける。

「あいかわらず、派は手でにやっているようですね」

　声は後ろからした。

　──ばかな──

　それまでそこには、間違いなく、何の気配も存在しなかったというのに。

　二人はあわててふりむき──

　しばし言葉を失う。

　そこに──

　赤い闇やみがわだかまっていた。

　血のように赤いローブを着た、一人の僧そう侶りよ──

　ゆうらりと、マントが風にゆれている。

　まぶかにかぶったフードの下から、ふたつの目がのぞいている。

　深く閉ざされた両の目が。

　顔の大部分を隠かくしてはいるが──これは──

「赤あか法ほう師し……レゾ……」

　あたしは、うわごとのようにポツリとつぶやいた。




「おひさしぶりです……お二人ともどもお元気そうで」

　彼は言う。その顔には、何の表情も浮うかんではいなかった。

「なかなかご苦労をなさっている様子ですね。始終刺し客かくに襲おそわれて」

　いけしゃあしゃあと言ってくれる。

「ええ。誰かさんが、あんな立派な手配書を、あちこちにばら撒まいてくださったおかげで、ね」

　あたしはへらず口を叩たたきながら、ふとあることに気がついた。

　目の前に、レゾの姿があるというのに、それでもなおかつ、彼の気配が全く感じられないのだ。

　──この状じよう況きようでは、気配を殺すもなにもあったものではないはずだが……

「ああ、あれは私からの招待状ですよ。──実は今、私、サイラーグの神しん官かん長ちようのもとでやっかいになっておりまして……」

　……サイラーグ……

　ここから北に、五日ばかり行ったところにある町である。

　もともとは、魔ま道どう都と市しの名で知られた町だったのだが、百年以上も昔、魔ま獣じゆうザナッファーによって壊かい滅めつさせられ、一時は『死し霊りよう都市』などと呼ばれたことすらある。

　今は、その時魔獣を倒した勇者の植えた木が大きく成長し、それを町のステータス・シンボルとして、かなり大きな町になっていると聞いたことがあるけれど……

　しかし、である。レゾがそのサイラーグにいる、ということは、あたしたちの目の前にいるこれは……

　隔ヴイ幻ジヨ話ン──

　あたしはやっと、その術の名に思い至いたった。

　はるかに遠い距きよ離りを置き、自分の幻げん影えいを具ぐ現げんさせ、さもその場にいるがごとく、相手と会話ができる、という、使い方しだいでは、この上なく便利な術である。

　──もっとも、それをやるには、相手のところに、自分の映像を映し出すための『端たん末まつ』となるべき魔道士が必要なのだが。

　ということは、この近くに、レゾ配下の魔道士がいるはずである。

「つまり……サイラーグまで来い、ってことか」

「来なくてもかまいませんよ」

　ガウリイの言葉に、赤法師はからかうかのようにそう答える。

「ただしそうなれば、あなたたちは一生お尋たずねもののまま生きる。──ただそれだけのことですよ」

「ただそれだけ、ねぇ……」

　あたしは思わず苦笑する。

「ガウリイはともかく、あたしはちっと困るな。それ」

「オレも困るってば」

「──ともあれ、お待ちしています。──月つき並なみですが、決着をつけたいのでね──」

　言うなり、ふっ、とその姿がかき消える。

　二人はしばし、互たがいに顔を見合わせる。

「……今の……」

　あたしが口をひらきかけたそのとたん。

「確かに伝えた」

　いきなりうしろで声がする。

　またまたあわてて振ふり向く二人。

　そこに、一人の男が立っていた。

　中肉中背、黒のマントにフードという、いたってありきたりな魔道士姿。

　──特とく徴ちようといえばせいぜい、額に埋うめ込こんだ、親指の爪つめの先ほどの大きさのルビー、くらいなもんである。

　最初に二人が、気配を感じた場所である。

　やはり魔道士ははじめからそこに潜ひそみ、あたしたちと、レゾとの会話とを中ちゆう継けいしていたのだ。

「ほう……」

　あたしはジト目で男を見る。

　ひと目でわかる。三流だ。

「するとあなたが、レゾの腰こしぎんちゃくの一人ってわけ？」

「ほざけ、小こ娘むすめ」

　魔道士は、あたしの言葉を鼻で笑いとばす。

「きさまらごとき、レゾ様の手をわずらわせるまでのこともない。このヴルムグンが今ここで、引いん導どうをわたしてくれる！」

　……おいおい。

　わざわざあたしたちを、サイラーグまで呼びたがっているレゾの意志をまったく無視した、いきなりといえば、あまりにもいきなりなことをほざきだす。

　……確かにいる。よかれと思って先走りをし、結局他人にめーわくをかけてしまう奴やつ。

「やめといた方がいいんじゃない？」

　あたしはめんどくさそうに、ぱたぱたと手を振ふってみせる。

「あたしたちを探し出したのはほめてあげるけど、あなたじゃとうてい役者不足よ」

「ほめてくれたのはうれしいが、真夜中にあれだけ大騒ぎすれば、子供だって気がつくさ」

　……悪かったわね。

「役者不足か否いなかは……試してみればわかること！」

　言うなり右手を背中に回す。次の瞬間──

「だあっ！」

　あたしはとっさに身をかがめ、頭めがけてとんで来た、黒いものをなんとかかわす。

　じゃごりっ！

　にぶい音とともに、あたしのすぐそばにあった木の幹──ガウリイの二の腕ほどの太さのそれが、半ばちかくまでえぐられる。

「鉄チエー鎖ン・ウ鞭イツプか!?」

　ガウリイは、ひと目でその武器の正体を見抜く。

　名の通り、目の荒あらいチェーンの先に、ちいさな重りをつけたものである。威い力りよくのほどはごらんの通り。使うものが使えば、へたな剣よりよほどぶっそうな武器となる。

　鉄鎖鞭の連続攻撃をくり出しつつ、ヴルムグンとやらは呪じゆ文もんをとなえる。

　この呪文のリズムは──

　火フア炎イアー・球ボール!?

　術じゆつ者しやの放はなった光の球が、命中地点で炸さく裂れつし、あたりに炎ほのおをまき散らす、無差別攻撃呪文だが……

　何を考えとるんじゃっ！　この男はっ！　こんな森の中であんな術を使うなんてっ！

　火の手がひろがれば、へたすりゃ自分も丸焼きだっつーのにー。

　ええいっ！

　あたしは呪文をとなえはじめる。

　ヴルムグンの左手のひらに赫あかい光の球が生まれる。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　同時にあたしの呪文も完成する。

「氷フリー結ズ・ブ弾リツド！」

　二人の放ったふたつの光は、くいっ、と互いに引きあうと、まっ正面からぶつかった。

　ぱきぃん！

　何かかたいものが割れるような、澄すんだ高い音だけを残し、ふたつの光球は消しよう滅めつする。

「何ぃっ!?」

　思わず叫ぶヴルムグン。

　呪文の相そう互ご干かん渉しよう作用である。以前あたしが、とある女魔道士と組んで仕事をやった時、偶ぐう然ぜん発見した現象である。

　──一応念のため注意しておくが、まったく逆の性質を持つ呪文どうしなら、必ずこういった現象をひきおこす、というわけではないので、カンちがいをしないよーに。

　呪文の組み合わせ方しだいによっては、もとの呪文をはるかに上まわる力を発はつ揮きすることすらある。

　つまりは、たまたま火フア炎イアー・球ボールと凍フリー結ズ・ブ弾リツドとの組みあわせなら、こういう現象が起こる、ということなのだ。

　ここいらへんの組みあわせをいろいろと研究してみれば面おも白しろいのだろうが、いかんせんこればかりは、いかな超天才魔道士のあたしといえど、一人ではどうしようもない。

　しばらくいっしょに旅をしていたその女魔道士は、ガウリイと出会うしばらく前に、ふらりとどこかへ姿を消してしまったし。

　ともあれ、こんな相互干渉があることなど、ふつうの魔道士は知らないわけである。

　ヴルムグンもその例に漏もれず。

　起こった事態を理解できずに、一瞬彼の動きが止まる。

　そのスキを逃のがすガウリイではない。

　瞬時にして、相手の内うち懐ふところに身をおどらせる。

　ヴルムグンの手にしたぶっそうな武器が、高々と宙にはね上げられた。

「ちいっ！」

　あわてて跳とび退しさる魔道士。追いすがるガウリイ。

　あたしは次の呪じゆ文もんをとなえはじめる。

　魔道士は右手を背中にまわして、またもや何かをとり出そうとしたようだが、それより早く、ガウリイの蹴けりが、彼のみぞおちにめり込んだ。

「げふっ……」

　魔道士は体をくの字に折りまげてうめく。そこにあたしの呪文がきまった。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　たまらず倒れるヴルムグン。

　この呪文、相手の精神そのものにダメージを与あたえる術じゆつである。

　人間相手にちゃんと使えば、致ち命めい傷しようにはならないものの、極度の精神衰すい弱じやく状態を引きおこし、しばらくの間は寝ね込こんでしまうことになる。

　あたしが今使ったのは、それのパワーを極度に落としたものである。

　で、なんでわざわざそんなまねをしたかというと……

　本来の力でこの術をくらわせれば、その場で相手を失神させてしまうのだが、そいつはちょいといただけない。

　ヴルムグンには、まだ確かめたいことがある。

　狙ねらったとおり、魔道士にはまだ意識があった。

　とは言え、地面にへたり込んだまま、体を動かすことすらもおっくうなようすである。

　この状態では、あばれることも、呪文を操あやつることもおそらくできまい。

「……いくらなんでも、あたしたち二人を一度に相手にする、ってのはムチャだったようね」

　魔道士の顔をのぞき込みながら、あたしはジト目で言ってやる。

「自分の実力、ってもんを見極めなくっちゃ……で、それはそれとして、よ」

　真ま顔がおに戻ってあたしは言う。

　ガウリイはそばで油断なく、二人のやりとりを聞いている。もし妙みような動きを少しでも見せれば、その瞬しゆん間かんに魔道士を叩たたっ斬きれる間合いである。このサポートがあるからこそ、あたしはこうやって、安心して真まっ向こうから話をしていられるのだ。

「あれは一体何者なの？」

　ヴルムグンの細い眉まゆが、一瞬ピクリ、とはね上がる。

「──どういうことだ？　その『何者だ』というのは……まさかレゾ様のことを知らないわけもないだろう」

　あたしは噛かんでふくめるように、一言一言はっきりと、

「レゾは、あたしたちが倒した。今から二か月以上も前よ」

　一瞬の間ののち、ヴルムグンは冷笑を浮かべた。

「……はん……くだらんでたらめを……もしもそうだとしたら、あのレゾ様は一体何なんだ？」

「それがわからないから聞いてんのよ」

　あたしは言う。

　──どうやらこの男、あれが本物なのかどうか、などという疑いを、かけらも持ちあわせてはいないようである。となればこの件は、こいつは問いただしてもしかたがない。

「わけのわからんことを言うな。第一、きさまらごとき未み熟じゆく者ものに、あのかたを倒せるはずがない！」

　あれだけあっさり負けといて、『未熟者』よばわりもないもんである。

「ほほぉぉぉう……それじゃあ言ってもらおーじゃない。一体あたしのどこが未熟だってえのよ」

　魔道士は、あたしを真っ向からにらみつけながらきっぱりと言った。

「特に胸」

「やかましいっ！」

　あたしは思わず、魔道士をはり飛ばした。




　二人が宿をあとにしたのは、夜が明けてまもなくのことだった。

　まだ朝もやの立ちこめる街道を、あたしとガウリイは並んで歩く。

　まだ少々眠いのだが、あたしたちの居場所は敵にさとられたわけだし、向かうべき目的地もはっきりした。となれば、さっさと動くのが得とく策さくというものである。

　あのヴルムグンとかいう魔道士は、森の木にふん縛じばっておいた。

　……ほんとうは、今のうちに倒しておいたほうがよいのだろうが、完全に行動不能におちいっている相手にとどめをさす、というのは、いくら何でも気がひけたのだ。

「けど……どう思う？　ガウリイ、きのうの夜のレゾ」

　あたしの問いに、彼はめずらしくむずかしい顔をする。

「正直言って、とてもじゃないが、単なる他た人にんのそら似とは思えなかったがな……あの顔は……」

　確かに彼の言うとおりである。が……

「他人じゃないけど、当人でもない、ってことだってあり得るわよ」

「つまり──身内、ってことか？」

「うん──それもありうるとは思うけど、あたしが今考えているのは、あれはレゾのコピーじゃないか、ってことよ」

「……コピー？」

「ほら、アトラス・シティでのさわぎの時、人ホム造ン人クル間ス、ってのがやたらとうじゃうじゃ出てきたでしょ？」

「……ほむ……ああ、なんかそんな名前を聞いたような気はするが……何だっけ？」

　そーいえば、ホムンクルスってぇのが一体何なのか、ガウリイには説明してなかったような気がする。

「魔道の術によって、人工的に造り出された人間のことよ。人間の血液を使うんだけど、完成したものは、その血を提供した者とほとんど同じ、能力的な素質を持つのよ」

　……もともとホムンクルスといえば、男性の体液から造り出した小人のことを指すのだが、近年、別の方法が開発された。

　獣けものの骨など、数十種類の材料を乾かん燥そうさせて粉にしたものを一定の比ひ率りつでミックスし、それに人の血液を混ぜ込み、施せ術じゆつと儀ぎ式しきをとり行なう。

　それによって生まれるのが、血液を提供した人間と、まったく同じ外見、基本能力をそなえた人造人間である。

　前述のホムンクルスとは全く製法も性質も違うため、本来ならば別の名で呼ぶのが順当なのだろうが、新しいその作り方を開発した魔道士が、『人ホム造ン人クル間ス、でいいじゃないか』などとのたまわったせいで、いまだに呼び名は同じである。

　いくらなんでもややこしいので、昔からあるのを『スモール』、新しい方のを『コピー』と呼んだりしているが。

　このコピーの方、もっぱら人体実験の素材や警備兵として使われたりしているのだが、最近、そのことに対して人権問題が持ち上がってきていたりする。

　外見、能力ともにふつうの人間と全くかわりはないのだが、作成者がそうと意識しない限り、完成したてのコピー・ホムンクルスは、意志や記き憶おくを一切持たない、いわば生フレツ肉シユゴーレムとほとんど全く同じようなものなのだ。

「ならたとえば、オレの血をもとにしてそいつをつくれば、オレと互ご角かくのウデの戦士ができ上がる、ってわけか」

　ガウリイのことばに、あたしは首を横に振ふる。

「基本的な能力は、たしかにあなたと変わりないわ。筋力、スピード、反射神経……けどね、剣さばきや戦いのかけひき、そういったものに関しては、合ホム成ン人クル間スの方がはるかに分が悪いの。──つまりよ、基本能力のコピーはできても、性格、行動パターン、クセやしゃべりかた、なんかまでは写せないのよ。その合成人間の作成者が、そういった性質をプリントしてやらないとね。……それにしたって、限度っていうものがあるし。つまりもともとは、個性ってやつがないのよ。

　けど、似たようなしゃべり方を覚え込ませてやりさえすれば……」

「きのうの夜、出会ったくらいのシロモノならば造れる、と？」

　あたしはこっくりとうなずいた。

「それになんのかんの言ったところで、あたしたちも本物のレゾ当人と、深いおつきあいがあったわけでもないんだから、もしきのうあれが、そういったかたちでつくられたニセモノや、見かけのよく似た血けつ縁えん者しやだったとしても、違ちがいを見つけろ、というほうが無理よね。魔道の隔ヴイ幻ジヨ話ンを介かいしての接せつ触しよくだったから、あれの持つ『気』の性質まで読みとる、ってことは無理だったし……」

「それじゃあお前さん、いずれにしても、あれはニセモノだ、と……」

「たぶんね……もし本物が生きているとしても、レゾではありえないでしょうしね」

「……とすれば、だ。一体どういうことになるんだ？」

「たぶん……これはあたしの想像だけど、レゾの部下のひとりが、赤あか法ほう師しのコピーを使って、ほかの部下たちをまとめ上げ、あたしたちをサイラーグまでおびきよせようとしているのよ。レゾのかたきうちと、そして何より、自分の名を売るためにね……」

「……ふぅん……」

　ガウリイはあごに手をあてたまま、あらぬ方向に目をやっている。

「……納なつ得とくいかないみたいね、その顔は」

「だってよ、お前さんの『スルドイ推すい理り』ってのは当たったためしがないからなあ……」

　ゔ……

「ほ……ほっといてよ。ともあれ、いずれにしてもサイラーグヘ行かなきゃどうにもならないわけだし、行けばこともはっきりするはずよ」

「行くしかないか……」

　薄うすれゆく朝もやの向こうを透すかし見ながら、なぜか彼は、気のりしない顔でつぶやいた。




「げぐふぅっ！」

　ガウリイの拳こぶしが、男のみぞおちにめり込んだ。

　同時にあたしの放った烈エルメ閃キア・槍ランスが、もう一人の男をうち倒す。

　本日六組目の『勇者』である。

「しかし……なんとかならんもんかなあ……」

　うんざりした顔でグチるガウリイ。

「まだ昼にもなってねえってのに、もう六チームだぜ……この先サイラーグに近づきゃあ、一体どれだけの『セイギノミカタ』と戦わなくっちゃならんのだ……」

「いっそのこと、次の町に着いたら、ふたりとも変へん装そうでもする？　でないとやってらんないわよ、これ」

「そーだなぁ……しかしよ、それより前に……」

「相手をしなくちゃなんないみたいね……もう一チーム……」

　あたしは、街かい道どうの行く手を見すえて言った。

　蒼あおい色の石を敷しき詰つめて、小高い丘おかの向こうに消える街道。朝発たった宿のおやじさんの話によれば、この丘を越こえれば、次の町が見えるはずである。

　街道の右手に見える小さな林。あとは一面の麦むぎ畑ばたけである。丘の向こうは、はるかな山並みがその頂いただきを見せている。

　あたしの瞳は、林の横に佇たたずむ、一つの黒い影かげをとらえていた。

　フードを目ま深ぶかにかぶった、黒こく衣いの魔道士である。

「さー、どこからでもかかってきなさいっ！」

　半ばヤケクソで、あたしはずんずこ進んでいく。

「昨夜は世話になったな」

　魔道士は若い声で言う。

　……へ？

　昨夜……って、きのうの夜に相手した魔道士と言えば、たった一人しかいないけど……

「よもやこのヴルムグンを見忘れた、などというつもりはあるまい？」

「……んーっと……」

　あたしは眉まゆをひそめた。となりでガウリイも、全く同じリアクションをしている。

　別に、ヴルムグンのことをきれいさっぱり忘れてしまった、というわけではない。

　あまりにも、昨夜会った時と印象が違いすぎるのだ。

　声も違っているよーな気がするのだが……

　とは言え、当人がそう言っている以上、まちがいのないことだろう。他人が彼の名をかたったところで、メリットなどは何ひとつないのだから。

　……それにしても、どうやって追いついたんだろう？

「はて……まあいいけど……」

　あたしは首をかしげながら言う。

「なんにせよ、あなたも懲こりないひとねえ。あんなにあっさり倒されたのを、忘れたわけでもないでしょうに」

「──そうでもないさ。今日は助すけっ人とを連れてきている。──おい、出てこい」

「──わかった──」

「けっ、エラそうに言いやがって」

　声とともに、二つの影が林の中から現われる。

「──あんたたち!?」

　あたしは思わず叫んでいた。














　二、サイラーグ　行く野の道は遠けれど……






「どうやらまだ元気だったようだな、お嬢じようちゃん」

　ニヤけた声で言ったのは、背中にごつい円シ月ミ刀ターを背負った人ワー狼ウルフの方だった。

　人ワー狼ウルフ──と言っても、こいつはトロル──すなわち、ケタ外れの回復力を持ったモンスターと狼おおかみとの混血である。

　狼の俊しゆん敏びんさと、そして何よりなんぎなことに、トロルの強大な回復力とを持った相手で、あたしはかつて、こいつの体についた刀かたな傷きずが、文字通りみるみるうちに治なおっていくのを目まのあたりにしたことがある。

「あなたもよく生きてたもんね、口先だけの下しもネタ獣じゆう人じんさん」

　あたしのことばに獣人は、一いつ瞬しゆんコケそうになる。

「……お前、ひどいこと言うなー……」

　思わずつぶやくヴルムグン。

「当たってるだけに傷ついてるぞ、こいつ……」

「やかましいっ！」

　などとあちらでやっていると、つんつん、とガウリイが、あたしの肩を突つっついた。

「……知り合いか？　あの人ワー狼ウルフ」

　……これだ。この男は。

「何言ってんのよ、あの事件であなたも二度ほど顔をあわせてるでしょーが。ディルギアよ、ディルギア」

「……うーん……」

　彼は頭をぽりぽり掻かきながら。

「……けどオレ、ケダモノの見分けなんてつかねーもんなぁ……」

　……こいつもじゅーぶんヒドいこと言ってるぞ。

　あ。向こうでディルギアくん落ち込んでる。

　とりあえずしばらくほっぽっとこう。

　あたしはもう一人のほうを見すえた。

　──まあ、あんまし正面きって見つめたい顔じゃないけれど……

　こちらの方は半魚人である。──というより、イメージとしては『サカナ男』と言ったほうが近いよーな気はするのだが。

　サカナを人間サイズにでっかくして、それに手足をくっつけたよーなシロモノである。

　大きな町で売っている、子供の絵本なんぞによく出てくるあれを、そのまんま実物化したよーなもんだと思ってもらえればよろしい。

　……しかし……いきなりこんなの出てきたら、子供、泣くぞ。ふつーは……

　これもまた、あたしの知った相手だった。

「……あなたとは初手合わせだったわね、ヌンサさん」

　思わず視線をそらせながらにあたしは言う。

「…………」

　でろーんとしたうつろなまなこで、無言のままにあたしをじっと見つめる魚人。

　……いや、だからこっち見ないでってば。コワいから。

「……ヌンサ……だと……」

　しばしの後、魚人は口をぱくぱくさせつつつぶやいた。

　──と、いうことは、あたしの人（？）ちがいなのだろうか。……しかし、ガウリイのことばじゃないけれど、この種族を顔で見分けることなんぞ、ふつうの人間には、とてもできるもんではない。

「……お前……あのヤサ男を知っているのか……」

　や……や……やさ男っ!?

　言っておくが、あたしが以前出会った、その『ヌンサ』という魚人も、目の前にいるこれと全くかわらぬ容よう姿しの持ち主だったのだが……

　……種族による美的感覚の違いというものがあるにしろ……うーむ……やさ男……

「……おれのどこが一体、あのハンサムぶったヌンサの奴やつと似ているなどというのだ……」

　は……はんさむ……って……あんた……

「……おれは名はラハニム……言っておくが、いつのまにか姿をくらましたあんな奴とこのおれとをいっしょにしない方がいいぞ……おれはレゾ様の力によって、空を泳ぐことができるのだからな……」

　なんだかよくわからないことを、ぬとぬとと一人しゃべっている。──まあ、とりあえず、これ以上会話を続けても、頭がいたくなるだけみたいだし、何にしろ、いずれは戦わなくっちゃならないんだし……

「そうそう。甘あまく見ねえこったな」

　いきなり立ち直ったディルギアが、ラハニムの話に割って入る。

「なにしろこのオレも、以前とは比べ……」

「いきなり火フア炎イアー・球ボール！」

　あたしはうむを言わせずに、三人のまん中に火フア炎イアー・球ボールをたたき込む。

　先手必勝、である。

　むろん、この程度の攻こう撃げきでどうにかなるような三人ではないだろうが、少なくともこれで、戦いの流れはこちらに向いたはずである。

「ちいっ！　いきなりっ！」

　大きく後ろに飛び退しさったヴルムグンが声を上げる。

　ラハニムは、麦畑の中に身をひいている。

　そしてディルギアは──

　あ。むこうで焦こげてる。

　らっき♡

「何しに出てきたんだっ！　おまえはっ！」

　香こうばしいにおいと煙けむりをただよわせながら、もはやピクリとも動かぬ獣人に向かって、思わずどなり散らす魔道士。

　……気持ちはわからんでもない。

「来い！　ラハニム！」

　叫さけぶ魔道士。

「……わかった……」

　言ったそのとたん──

　すぅいっ、と魚人の背が伸びた。

　──いや──

　その足が、地面から離はなれている。

　つまりは空中に浮うかんでいるのだ。

　くるりっ、と魚人はひとつ身をくねらせる。

　次の瞬しゆん間かん、ラハニムは、風の速さでヴルムグンのとなりにたどり着いていた。

　文字通り、空を泳いで──

　魔道士は、右手をかるく魚人のはらに当てがった。

「行け。切りきざめ」

「……よし……」

　空中で、ゆるっ、と魚人の体がくねった。
















　油断のできぬ攻撃ではあるが、あたしやガウリイの捕とらえきれない速度ではない。どうやらヴルムグンは、まだあたしたちの力を過小評価しているようである。

　この油断につけ込まない手はない。

「リナっ！」

　ガウリイが叫んだのは、あたしの視界から、瞬時にしてラハニムが姿を消した、その瞬間のことだった。

「!?」

　考えるより一瞬速く、体の方が動いていた。

　すぐ右側を、高圧の風が吹き抜けていく。

　あたしはまともにバランスを崩し、横手の麦畑に突っ込んだ。

　慌あわてて体勢をたてなおす。

　倒たおれたひょうしに、草でほっぺを切ったようだが、気にしている余よ裕ゆうなどはない。

　あたしの右肩についていた、大ガメの甲を削けずりだしたショルダー・ガードは、半ばからざっくりときれいに切りおとされている。

　かざりにつけていたルビーの護ご符ふが、見事なまでの切口を見せていた。




「……首を落としそこねたな……」

　いきなりシャレにならない攻撃をしかけてきたラハニムは、宙をただよいながらにつぶやいた。

　いまは、獲え物ものを狙ねらう肉食魚よろしく、あたしたちのまわりをぐるぐるとゆっくり飛び回っている。

　攻撃をしかけた時の魚人の動きは、雷らい光こうにたとえてすら、決しておおげさなものではないだろう。

　あたしの目は完全に、その動きを見失っていた。

　普ふ通つうなら、いくらなんでもこんな速度で動きまわれるわけがないのだが、さきほどわざわざヴルムグンのところまで行ったその時、体のまわりに風の結けつ界かいでもはり巡めぐらせてもらったのだろう。

　そう考えれば、この異常なまでの速度も納なつ得とくがいく。

　……いずれにしろ、油断していたのは、どうやらこちらの方だったようである。

「……見えた？　今の……」

　ラハニムから視線をそらさぬように注意しつつ、あたしはガウリイに声をかける。

「影かげだけはな……しかし……とてもじゃないが、しかけられる速さじゃねえな……」

　絶望的なことを言う。

　保証してもいいが、ガウリイの剣技は、超一流、と言ってさしつかえのないものである。その彼のウデですら捕えきれない速さとなれば……

　広こう範はん囲いの無差別攻撃呪じゆ文もんでアタックするしか手はないのだが、それとて、うまく決まるかどうかもうたがわしい。

　……と、なれば、手はひとつ。

　ふっ、とラハニムの姿がかき消える。

『だぁっ！』

　あたしとガウリイは、全く同時に叫んで身を低くする。

　とりあえずよけるしかない。

　……ああ……情けない……

　頭の上を、一陣の風が吹ふき抜ぬける。

　しかしどうやらラハニムの方も、飛行速度に運動能力がついていけないのだろうか、あたしたちが身をかわせば、それに対応できないでいる。

　直進するしか芸のない攻撃と、それをひたすらよけるしかない二人。

　……ひょっとしてこれは、第三者から見れば、めちゃめちゃレベルの低い戦いに見えるんじゃあなかろーか……

「……またよけたか……じっとしていればよいものを……」

　ムチャなことを言うラハニム。

　とは言え、何かこのパターンに変化をつけねば、日が暮くれるまで同じことをやりつづける羽は目めにもなりかねない。

　ならばまず──

　あたしは呪文を唱となえはじめる。

「……おろかな……今のおれの動きを、呪文でとらえきれるものかどうか……試してみたくば試すがよい……」

　言うなり、三たびその姿がかき消える。

　全く同時にあたしは呪文を唱え終わった。

　次の瞬間──

　ヴゥン！

　音と強い衝しよう撃げきが来る。なるたけ足をふんばってはいたものの、それでも数歩、たたらを踏んだ。

　しかし、魚人のほうはそれではすまない。まともに吹っ飛び、麦畑の中につっこんでいる。

　あたしが呪文で自分のまわりに張りめぐらせた風の結界に、あのスピードでぶつかってきたのである。双方の結界がじゃまをして、あたしにダメージを与あたえることはできなかったのだ。

　今がチャンス！

　あたしはすかさず、次の呪文をとなえはじめる。

　体勢をくずしてじたばたあがいている魚人に向かって走るガウリイ。

　銀色の光がきらめいた。

　しかしガウリイの剣は、ひと束の麦の穂を横に薙ないだにすぎなかった。

「……きさまも術じゆつを使うか……こざかしいまねを……」

　一瞬早く宙に浮かび上がったラハニムの目が、かすかにぐりっ、と動いた。

　……あいもかわらずまん丸くかっ開いた、焦しよう点てんすらもさだまらぬ目玉が一体どこに注目しているかなど、あたしにわかろうはずもないが、その雰ふん囲い気きから察するに、どうやら視線を、あたしの方からガウリイヘと移したようである。

　その時、あたしの次の呪文が完成する。

「爆ブラ風ム・ガ弾ツシユ！」

　凝縮した風を矢として解とき放はなつ。目もく標ひように当たると同時に破は裂れつして、凶きよう悪あくなまでの殺傷能力を発はつ揮きする。

　目標物に対してのみしかその効果を発揮しないが、当たるところに当たりさえすれば、レンガ壁すら砕くだく威い力りよくを持っている。

　それは、狙ねらいたがわず、林の横手で高みの見物を決めこんでいた、ヴルムグンの体を直撃する！

　──お食事前のひとに怒おこられそうなので、くわしい描びよう写しやは避さけるけど……

「……ヴルムグンどのっ……」

　あわててそちらに飛んでいくラハニム。迷わず次の呪文をとなえるあたし。

「翔レイ・封ウイ界ング！」

　あたしはふわり、と宙に浮く。

　術者のまわりに風の結界を張り、空中を高速飛行する術である。『浮レビテー遊シヨン』などと比べて、コントロールはかなりむずかしいが、一人で飛ぶなら、鳥とレースができるくらいのスピードは出せる。

「つかまって！　ガウリイ！」

　あたしは風の結界を一瞬ゆるめ、麦畑の中のガウリイを拾う。

「どうするつもりだ!?」

「逃にげるのよっ！」

　問うガウリイに、あたしはいともあっさりと答えた。

「……おのれっ……」

　ラハニムはあたしたちの動きに気がつくと、またもやぷかり、と宙に浮く。

　その姿が一瞬かき消え、あたしたち二人は大きくはね跳とばされる。

「くうっ！」

　しかし、ここで術を解くわけにもいかない。

　ヴルムグンが倒れた今も、あの速度を維い持じできるということは、どうやら魔道士が魚人にまとわりつかせた結界は、一定時間有効なタイプのもののようである。

　風の結界が無効になれば、ラハニムを倒すことはさしてむずかしくもないのだろうが、いつ消えるともわからないものを、ただひたすら待ちつづけるのもばからしい。

　あたしたちは丘おかの頂いただきを越こえる。

　宿のおやじさんの言ったとおり──

　丘のすこし向こう側に、ちょっとした町が姿を見せる。

　猛もうスピードで追いついてきたラハニムは、ふたたびあたしたちにぶちかましをかける。

「逃げきれんぞ！」

　あたしの腰にしがみついた、なんとも情けねーポーズのままで言うガウリイ。

　この翔レイ・封ウイ界ング、速度と高度と重量の総和が、術者の魔キヤ力パ容シ量テイに比例する。今の状態は、ガウリイを抱かかえているせいもあって、魚人をふり切るほどの速度はとても出せない。

　しかし、町に逃げこみさえすればなんとか──

「だいじょうぶ！　あたしに考えがあるの！　いいこと、今からあの町で『変装』するけど、たぶんあの魚人に話しかけられるわ。その時、なるべくあまりしゃべらないで、絶対にあたしを本名で呼んじゃだめよっ！　それと、なるべくあたしに話をあわせて！」

　風の結界に阻はばまれて、あたしたちの会話はラハニムの耳にはとどかない。それを利用しての簡易作戦会議である。……

「おいおい、だいじょーぶかよ……」

「とーぜんっ！　それより、絶対にその時、剣を抜くのはもとより禁じ手、殺気もなるたけ抑おさえるのよっ！　わかった!?」

　──などと言っているうちに、何度かのぶちかましをくらいつつも、一行はすでに町の入り口まで来ている。

　入り口付近にたむろしていた野菜売りのおばちゃんを風でふっ飛ばしつつ、あたしたちは町の中へと突入する。（ごめんなさい）

　露ろ店てんのオレンジをはねとばし、通行人を数人はり倒しながらも、あたしたちは町の中をつっ切って行く。

「おいおいおいっ！　リナっ！」

「文句はあとでじっくり聞くわっ！」

　あたしは大通りをすっ飛ばしながら、左右に目をやり──

　おしっ！　あそこに決めたっ！

　迫せまるラハニムに、今度はこちらの方からぶちかましをかける。

　魚人は大きく体勢を崩くずし、まともに露店に突つっ込こんだ。

　あたしはすかさず、道の反対──目をつけていた路ろ地じを曲がり、その場で翔レイ・封ウイ界ングをとく。

　材木置場である。角材や板、切り出しただけの原木が、あるいは地面に積んであったり、あるいは石壁にもたせかけてあったりする。

「ガウリイ！　よろい外してそこの材木の上にすわって！　あたしがさっき言った注意を忘れずにねっ！　説明してる時間はないけど、手早くねっ！」

　言いつつあたしも、ショルダー・ガードとマントをはずし、腰の剣と両手のグローブもとっぱらう。

　マントはガウリイに羽は織おらせて、その他は、彼のよろいといっしょに、材木の陰かげにかくしてしまう。

　バンダナを外してズボンのポッケにつっ込み、ガウリイのとなりに腰をおろす。

「いいわね、なるべくしゃべらないで」

　あたしが念を押した、ちょうどそのとたん──

　路地の端に、ラハニムが、その姿を現わした。




「……もう逃がさんぞ……」

　しばしの間を置いて、魚人はあいもかわらず抑よく揚ようのない声でそう言った。

　あたしはきょとん、とした目で彼を見つめながら、しらじらしく言う。

「……なんです？　いきなり……」

　思った通り。

　ラハニムは沈ちん黙もくし、しばし何やら考えている。

「……ごまかしてもムダだぞ、リナ＝インバース、ガウリイ＝ガブリエフ！」

　あたしはぱちくりっ、と目をしばたいて、

「……だから、誰です？　それ……」

　魚人は慌あわてて、きょときょととあたりを見回す。

「……ひとちがいか……なら聞くが、いまここを、魔道士姿の茶色い髪かみの娘むすめと、戦士姿の黄色い髪の男が通らなかったか？……」

「あ……ねえレオン、ひょっとしてあれかな？」

　あたしはいきなり、となりのガウリイに話しかける。

「え？　ぅえぇっ!?」

　いきなりふられてうろたえるガウリイ。しかし彼がボロを出すより早く、ラハニムの方が聞いてくる。

「……見たのか!?」

「ええ。あたしたちの目の前を、ぴゅーんっ、て飛んで、あっちの……」

　と、魚人のいるのと反対がわの方を指さし、

「たしか、二つ目だったかの角を……んっと……左のほうに……」

「……じゃましたな……」

　話しをしまいまで聞こうとすらせず、ラハニムは、あたしが指さした方に向かって、猛もうスピードで飛んでいく。

　んっふっふっふっ……

　こうも見事に作戦が当たると、思わず顔がゆるんでくる。

「……おい、今のは一体どういうことなんだ？」

　魚人の姿が消えてしばらくの後、ガウリイがふしぎそうな顔で聞く。

「人の個体識別ができないのよ」

　あたしは言う。

「……こたい……しきべつ？」

「つまり……あなた、丘の上でであった人ワー狼ウルフを見て、『見分けがつかない』って言ったわよね。あれと同じことなのよ。あまりにも種族が違いすぎるせいで、魚人から見た人間って、せいぜいが髪の色や服装で違いがわかる、程度のものなのよ。だから路地のかげから姿を現わしたとき、あたしたちを見て一瞬とまどったわけよ。服装は全然ちがう。しかし髪の色は同じだし、この路地に、たしかにあたしたちが入って行くのは見た。

　でも、それならこんなところに落ち着いて座すわっているわけがない。

　そこで、わからなくなって、『逃げられん』なんぞとカマをかけたのよ。……あっさりとあたしがかわしたけど。

　で、あたしの言葉を信じちゃったわけね」

「ふぅん……」

　まだ納得のいかぬ顔で、ガウリイはぽりぽりと頭を掻かく。

「そんなに見分けのつかんもんかなぁ……同じようなもようのネコが二匹いたら、オレでもどっちがどっちかの見分けはつくぞ」

「二匹いたら、でしょ。体の大きさ、模も様ようのちょっとした色や形のちがいで……でも、翌日同じような猫を一匹見たとして、それがきのう見た二匹のどちらなのか、あるいは全然別の猫なのか、なんてこと、わかりっこないでしょ」

「……そりゃあまあ……たしかに……」

「人ワー狼ウルフならまだ、においでこちらの区別をつけるって……」

「しっ！」

　いい調子でしゃべるあたしをガウリイがするどく制止する。

　理由はすぐにわかった。

　路地の端に、ひとつの影かげが現われたのだ。

　さきほどと全く同じところに。

　ラハニム!?

　ひょっとしてバレちゃったか。いや、しかし……

「……おい……」

　魚人はあたしに話しかけてくる。

「……本当に二つめのかどを左か？……」

　あ、やっぱし気づいてない。

「さあ……そう言われてみれば……じっくり見ていたわけじゃあありませんし……ひょっとしたら三つ目かも」

　いけしゃあしゃあと言うあたし。

「……そうか……じゃましたな……」

　言うと魚人は、再び路地の奥へと姿を消した。

　その後ろ姿を見送って、あたしはガウリイににっこりとほほえんだ。

「ね」




「しっかし……けっこーうっとーしいもんだな……魔道士のマントってやつはさ」

　昼食を突つっつきながら、ガウリイはひとりぶうたれる。

「ぶつぶつ言わないの。これで無用のドンパチはかなり避さけられるはずなんだから。そう思えばどうってこともないでしょう」

　あたしとガウリイは、ラハニムをなんとかまいたあのあと、まず仕立屋に行き、『変装』をすでに完了させていた。

　あたしは白い法衣の僧そう侶りよ姿すがた。自じ慢まんの髪かみはうしろでポニー・テールに結ゆいあげて、バンダナはそのまま。ラハニムに切られたショルダー・ガードは惜おしかったのだが処分した。

　マント、グローブはまとめてナップザックにしまい込み、剣は腰のうしろにとめた。これで見た目には、法衣のマントでわからないはずである。

 一方ガウリイの方は、いつものアイアン・サーペントの胸ブレス甲ト・プ冑レートの上から大ぶりのマントを羽織り、ヘッド・リングや護ご符ふのペンダントを、あちこちからじゃらじゃらとぶら下げた魔道士姿。

　髪型も若干いじくってはいるものの、腰にさした剣がどう見ても浮いている。

　本人が、『これだけは……』と外すのをいやがったのだ。

　まあ、気もちはわかるけど……

　やたらとがっしりとした魔道士になってしまったが、子供より弱い女戦士や、強力無比な平和主義者の横行するこのご時世である。これくらいどうということもないだろう。

「……とは言うけどよ……」

　体にまとわりつくマントをうっとーしそうにさばきつつ、なおも食いさがるガウリイ。

「変装と言うより仮装だぜ、これじゃあ。見るやつが見りゃあ、あっさり正体バレっちまうぜ」

「見るひとが見れば、ね」

　あたしは言って、プラン・ソーダーをひと口すする。

「今まであたしたちを狙ねらってきた『英雄』さんたち、あの、鬼おにみたいに描かれてる手配書を見て、あそこに書いてある姿かっこうをアテにあたしたちを見つけたんでしょうけど、服と髪型を変えちゃえば、あの似顔絵だけを見てあたしたちを見分けることは、ほとんど不可能。──つまりは、あたしたちと全然面識のない賞金かせぎの連中には、絶対わかりっこないってことよ」

　自信まんまん言い切ると、えへんと胸を張ってみせる。

　──男が声をかけてきたのは、まさにちょうどその時だった。

「よお、リナ嬢じようちゃん、元気そうだな、あいかわらず」

　……あたしの目は点になった。




　ふり向くと、あたしのすぐ後ろに、一人の傭よう兵へい姿の男が立っていた。

　──とりあえず、害意はなさそうである。

　齢としのころはガウリイと、おそらくどっこいどっこいだろう。燃えるような赤い髪。愛あい敬きようのある、なかなか魅み力りよく的な顔立ちなのだが、齢と不相応に伸のばしたヒゲが、それを半はん減げんさせている。

　──当人は、それに気づいていないようだが……

　……はて……？

「よぉ、ひさしぶり」

　言ってガウリイは片手を上げる。

「いつかはどうも」

　言って男も手を上げる。

　わかってないのはあたしだけ。……なんとはなしにムカッとくる。

　あたしはテーブルから身をのり出すと、ポソリと小声でガウリイにたずねる。

「……だれだっけ……？」

「何言ってるんだ。ランツじゃないか」

「へ!?」

　あたしはふたたびふり返り、まじまじと、男の顔をながめる。

「──そっか、ヒゲ伸ばしたんだ」

　すこし前、赤法師レゾの件とは別の、とある事件で知りあった、これまた旅の傭兵である。「超」の字がつくほどではないにしろ、ウデは一流。その時にはヒゲなんぞ生やしていなかったので、だいぶ印象が違っているが。

「あの時、ケガしてベッドでうめいてる時に勝手に伸びちまってな。いっぺんきれいに剃そったんだが、やっぱりなんとなく……な」

「ふーん……でもいまいちセンス悪い」

「ほっとけ。……しかし、あんたたちも大変だな……」

　ランツは言いつつ、ことわりもなしに、あたしたちのテーブルの空あいてる席に腰をかけ、並んだ料理に手をつける。

　なんつー非常識な奴だっ！　こいつはっ！

「……あんたねぇ……」

　あたしの視線に気がつくと、彼は料理をほおばったまま、

「……心配するなって……このごろはふところ具合もちぃっとばかり暖かいし、こいつのかんじょうは持たせてもらうぜ」

　ををっ！　太っ腹！

　うんうん、なかなかいい奴やつである。

　あたしは静かに片手を上げると、やおら大声をはり上げる。

「おばちゃーん、オードブルＡ、ふたつ追加ねっ！」

「……鬼おにか、おまえは……」

　ジト目であたしをにらむランツ。

「しっかし……こーいうのといっしょに旅してると、兄キも苦労するでしょう」

　この男、以前ガウリイの剣技を目まのあたりにして以来、彼にえらく惚ほれ込こんで、それからは兄貴よばわりである。

「まーな……大メシは食うわ、ことあるごとにトラブル起こすわ、口は悪いわ色気はないわ……」

「何よ何よっ！　あなただってあたし以上にぱかぱか食べるくせしてっ！　ランツもいちいちうなずかないのっ！」

「まあしかし、それはこっちへ置いといて、だ。ランツ、ひとつおまえに聞きたいんだがな」

「何です？　兄キ」

「ここではじめにオレたちを見た時、おれたちだ、ってすぐにわかったか？──実はこれでも一応、変装しているつもりなんだが……」

　言うとランツは、やたら沈ちん痛つうな面もちで、深々とひとつため息をつく。

「兄キ……冗じよう談だん言っちゃあいけませんや……そいつぁ『変装』じゃなくって、ただの『仮装』っていうんですぜ……ンなもん猫でも一発で見破りますぜ」

「……だそうだ……」

　ジト目であたしを見つめるガウリイ。

　ゔっ……

「……で……でも、あたしたちを直接には知らないひとにならわかんないでしょ？」

　言うあたしに、ランツはいたずらっぽい笑顔を向けて声を低くし、

「……ははあ……あの手配書の対たい策さくか……」

「知っ……しってるの？」

　思わず大声を上げかけて、あわてて声のトーンを落とす。

「当たりめぇさ。このあたりじゃあ、どこへ行ってもあんたたちのウワサで持ち切りだぜ。前ぜん代だい未み聞もんの賞金首。一体何をやらかした連中なんだろう、ってな。──ま、おれは、あんたたちがそんな悪さをするような人間じゃないってことを知ってるけどな。

　しかし、あれだけ大おお騒さわぎになるほどの賞金をかけられてるってことはよ、かなりの大物に目をつけられたんだろうが、一体何をやらかした？」

　ひとを混乱の源みたいに言わないでほしいもんである。

「まあ……ちょっとね」

　あたしはわざと言葉をにごす。

「ふぅん……とすると、その手配をかけた奴から逃げてるわけだ」

「──いや、サイラーグにいるそいつから、ご招待を受けて、ね」

　いらないことを言うガウリイ。

　ここでいきなり他人を巻き込んでどーする。

「ほ。反撃、ってやつか。なるほど、らしいや。なら兄キ、おれもいっしょにサイラーグまで行こうか？　そうすりゃすくなくとも、賞金首めあてでやって来る連中の目はゴマ化せるだろうし」

　いきなり意外なことを言い出す。

　前の事件のときには、魔族が一枚からんでいると知ったとたんにいともあっさりリタイアしたというのに。

「ちょっとあんた……気楽に言うけど、相手はたぶんそうとうデカいわよ。……まあ、あたしたちもまだ、実態を見たわけじゃあないけど……」

「わかってるって、言われるまでもねえ」

　いたって気楽に言うランツ。

「ま、あんたらにゃあ借りもあるしよ、何も、おれもいっしょにそいつらと戦う、とまで言うつもりはねぇし。もともとおれもサイラーグヘは行くつもりだったしさ」

「行く……って、あんた帰りじゃなかったの？」

　あたしはあきれて尋たずねた。

　サイラーグヘ行く──彼がそう言って、事件のあった町をあとにしたのは、あたしたちがその町を発たつ一週間以上前のことである。てっきりあたしは、とっくにサイラーグの観光だか何だかを終えたその帰りだと思ったのだが。

「おまえ、一体何やってたんだ？」

　問うガウリイに、彼はきまりわるげに頭をかきかき、

「いやあ……あちこち途中でいろいろやってたから……」

　……この反応から察するに、さてはとちゅうで女にうつつを抜かしてたな、こいつ……

　まあ、それはとにかく。

「けど本気なの？　くどいようだけど今回の相手、へたすりゃ前よりずっと始末が悪いわ」

　あたしに言われて、一瞬ことばを詰まらせるランツ。正直なリアクションをする奴である。

「……な……なぁに、ヤバくなったら足手まといになる前に、とっととトンズラこかせてもらうさ」

　言って無意味にから笑い。

「まあ、あなたがそういうつもりならいいけど……別に……けどね、ミもフタもない言い方だけど、いざって時は本当に逃げてね。ちょっと今回は、他の人のフォローまで手がまわせるかどうか、保証できないから」

　真顔のあたしの言葉に、彼は生ツバを飲のみ込こみながら、まじめな顔でうなずいた。




　その日は朝から快晴だった。

　旅はきわめて順調で、このまま行けば三人は、昼にはサイラーグに着ける。

　変装と、プラス一名が効きいたのだろう。あれ以来、あたしたちの命を狙う賞金稼ぎや『正義の戦士』はおもしろいくらいぱったりと姿を現わさなくなり、レゾの部下を名のる連中も、はたりととだえた。

「しかしまあ、どうやら無事に着きそうだな」

　陽気な声で言うランツ。あたしはかるくうなずいた。

「まあなんとか、ね。でも油断するのは禁きん物もつよ」

「わかってるって」

「──もう少し行くと森がある」

　とつぜんボソリとつぶやくガウリイ。あたしとランツは思わず彼に注目する。

「たしか、『瘴しよう気きの森』とかいう名のところだ。みょうな気配が始終漂ただよってるところで、敵がいても、気配でとらえるのは無理だ。──もしも連中が襲ってくるなら、おそらくそこだ」

「ふむ……」

　あたしは一瞬気をひきしめ、ふとあることに気がついた。

「──でもガウリイ、なんだってあなた、そんなこと知ってんの？　この先が森だとか、『瘴気の森』の名前とか……」

　あたしも『瘴気の森』の伝承は知っている。かつて一度、サイラーグを滅ほろぼした魔ま獣じゆうザナッファーが、光の剣の戦士によって倒された時、流れ出る大量の血ち潮しおは、この森の地面一帯にわだかまった、ということである。

　以来、そこには始終みょうな妖よう気きが立ちこめるようになり、そのせいなのかどうなのか、その森の中での行ゆく方え不明者、犯はん罪ざい発生件数は、あの悪名高い港町フロゥエイブのスラム街がいにすら数倍する。

　魔道士うちではわりと有名な話だが、いくら『光の剣の戦士』の末まつ裔えいとはいえ、一般常識もろくに知らないこの男が、この森のことを知っているとは……

　あたしの指し摘てきにガウリイは、なんとも言えぬ、微び妙みような表情を浮かべる。

「い……いやぁ……以前このあたりに、一度来たことがあってな……」

「……ふーん……」

「……あやしいーっ！……」

　ジト目で彼をまんじり見つめるあたしとランツ。

「な……なんだよお前ら、その目はっ!?」

「そーいえば、サイラーグヘ行く、って決めた時、あんまり気のりのしない顔してたけど……」

　と、あたし。

「まさか、あちこちの女に見境いなしに手ェ出しまくった、なんてぇことはないでしょうねえ、兄キ？」

　ランツがそれにノッてくる。

「むこうに着いたら、子供とかいっぱいできてたりして」

「『ぱぱ、会いにきてくれたんだね』『ちがうやいっ、これはおいらのパパなんだいっ』とか言って、一ダースくらい……」

「んー、もうひと声！」

「……あのなあ……おまえら……」




　森は不ぶ気き味みに静まりかえっていた。

　異様にひんやりとした空気。生々しいほど強きよう烈れつにたちこめている緑のにおい。

　木々の葉は、どす黒いほどに濃こい色をしていた。

「なんとも……妙なところだなぁ……」

　ぶるり、と体をふるわせて、ランツは誰にともなくつぶやいた。

「ええ……妙ね……」

　あたしは森全体に充じゆう満まんする、瘴しよう気きをうすく引き伸ばしたような、おかしな気配を感じとっていた。

　森はただ、静かに佇たたずむ。

　どこにでもあるはずの鳥の声ひとつ、虫の声ひとつすら聞こえてはこない。

　まるで、夢ゆめの中に出てくる死の森である。

　そのくせ、気配だけはある。

　木の上からも、しげみの奥からも、そしてすぐそこの下した生ばえの中からさえも、異様なものの気配が漂ってくる。

　森自身の放はなつ気配だった。

「たしかにうわさ通り……森自体がこれだけおかしな気配を放っている以上、どこかに敵が潜ひそんでたとしても、こりゃあさっぱりわかんないわね……」

　言ったそのとたん。

　がさり、としげみの葉がゆれた。

「何だ!?」

「なにかいる……のか!?」

　ガウリイとランツは、同時に剣の柄つかに手をかける。あたしは音がしたのと反対側のしげみの方を警けい戒かいする。今のが敵の陽動だ、という可能性もじゅうぶん考えられるのだ。

　そこに敵がひそんでいるとわかり切っているのなら、攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発も叩たたき込こんでやればいいのだが、もしも無関係な人間が用をたしてるだけだったりしようものなら、それこそシャレにもならない。

　しげみはそれきり動かない。

　あたしたちの方も動けない。

「……どうする……？」

　とガウリイ。

「ひょっとしたら……単にウサギか何かが逃げてっただけかもしれませんぜ」

　ランツも言う。

　気配が全くつかめない、というのは、実に不便な話である。

　……とは言え、このままずっと、こうしているわけにもいかないし……

　と、

「……う……うんっ……」

　しげみの揺ゆれたあたりから、小さなうめき声が聞こえた。

　まだ若い、女の声。

「なぁんだ、女じゃねーか」

　いきなり相そう好ごうをくずし、無警戒に近づくランツ。

「あっ、こら、ランツ！」

　ガウリイが叫さけんだ時には、すでにランツはしげみにわけ入っていた。

　相手が女なら敵じゃない、と、ついつい思ってしまうのは、男の悲しい性さがのようである。

「おーい、だいじょうぶだ。ただのゆき倒だおれみてぇだぞ」

　のんびりとした声が聞こえる。

　あたしとガウリイは、一瞬顔を見合わせてから、しげみの中へと入って行った。

　そこに、一人の女性が倒れていた。




　女性──と言うより、『女の子』と言ったほうが似合っているかもしれない。

　としのころは、おそらくあたしとそれほど変わりはしないだろう。

　ソデなしの短い上うわ着ぎにホットパンツ。二の腕うでまであるソフトグローブと腿ももまでのロングソックスをはいているとはいうものの、この季節には、なかなか寒そうなかっこうである。おへそも丸出しだし……

　ショート・カットの茶色の髪かみに、色あざやかな赤いバンダナ。腰にぶら下げた大ぶりのナイフ。

　見た目は女盗とう賊ぞく見習い、といったふうか。ボーイッシュなコスチュームがなかなか似合う、かわいい娘こである。

　……くそー、胸はあたしよりちびっと大きいか……

　三人は、倒れたままの少女とすこし間を置き、まじまじと彼女に見入っている。

「……どうする？」

　と、ガウリイ。

「迷うこたぁねえぜ、犯やっちまおう。へっへっへ……」

「下ネタギャグとばしてる場合じゃないでしょ、ランツ。敵の罠わなかもしれないし、そうでなければほっぽっとくわけにもいかないし……」

「決まってらあ、助けようぜ。かわいい娘に悪い奴やつぁいない、ってね」

　……あのなぁ……ランツくん……

「同感だ」

　無意味に力強くうなずくガウリイ。

　……ああ……男ってこれだから……

「おい、しっかりしろ。一体なにがどうしたってんだ？」

　ランツは彼女を抱だき起こし、声をかけながらかるく揺さぶる。どさくさに紛まぎれて、ややこしいところをさわってたりするのがいかにも彼らしい。

「……う……んむ……あ……ふ……」

　彼女はうっすらと目をあけて、仔こ猫ねこみたいに伸のびをする。

　なかなかのん気なやつである。

「ん……あれ？」

　まず目の前のランツの顔をまんじりと眺ながめ、つづいてきょときょととあたりを見回す。

　やおらパチン、とひとつ指を鳴らし、

「やられた……くっそー、ゼルガディスの奴っ！」

「ゼ、ゼルガディス!?」

　あたしとガウリイの声がハモった。

「あなた、ゼルを知ってんの？」

　思わず彼女につめ寄るあたし。

「知ってるもなにも……ああああああっ!?　リナ＝インバース!?　なん……」

　彼女はあわてて自分の口を押おさえると、ホットパンツのポッケから、なにやらごそごそと取り出した。

　例の、あたしたち三人の手配書である。それをあたしたちと見くらべながら、

「……やっぱり！　リナ＝インバースとガウリイ＝ガブリエフ！　ほか一名！」

「……おいおい……」

　ロコツに顔をしかめるランツ。

「ひとちがいでしょ。よく間違えられるんだけど、あたしたちはその、なんとかっていうのとは別人よ」

　あたしはやさしい笑えみを浮かべつつ、いけしゃあしゃあと言ってやる。

　しかし彼女は、左手に持った手配書を、右手の指でぷぱんっ、とはじき、

「いーや、まちがいない。他ほかのひとならごま化せても、天下に名高いこの賞金稼かせぎのエリスの目はごまかせんっ！」

「天下に名高い……って、知らないわよねえ、そんな名前……」

「ああ……」

「全然……」

「てっ……天下に名高くなる予定なのっ！　とにかくっ！　ここでこのあたしに会ったが運の尽き！　おとなしく捕つかまるがいい！」

　言うやいなや、ナイフを引き抜き、あたしにむかって躍おどりかかる。

　……まだまだ。

　ナイフを握にぎった右手をとらえ、いともあっさりとねじり上げる。

「あいたたたたたたっ！……こっ……こらっ！　離はなせっ、この卑ひ怯きよう者もの！」

　あたしに押えられたまま、やたらじたばたとエリスはもがく。

「いきなりナイフ持ってとびかかってきて、どっちの方がひきょうだっていうのよ」

「負けた相手は卑怯者よばわりすることに決めてるのっ！」

「……リナと一脈通じるところがあるんじゃねーか？　この女……」

「そーいう言い方はないでしょーが、ランツ。……しみじみうなずくんじゃないのっ！　ガウリイっ！──さて、と、エリスさん、あなたにちょっとききたいことがあるんだけど……」

　言うと彼女は、鼻の先で小さく笑い、

「手配犯はんのきくことになんか、たとえ死んでも答えるもんか」

「……じゃあそうしようかしら」

「あ、やめて、おねーさま♡　あたし何でも答えちゃうから♡」

　……なかなか長生きしそうな奴やつである。

「さっきあなたが言ったゼルガディスのことだけど、彼、この近くに来ているの？」

「うん。あたし、手配書が出たときから、あいつの首を狙ねらってるんだけど……いたたっ、ちょっと手をゆるめてっ！……やつがサイラーグに来たのは、もう五日ぐらい前だったかなぁ。……手配をかけたのが赤あか法ほう師しさまだ、ってどこかで知ったんだと……」

「ちょっと待って！──とするとやっぱり、サイラーグには、赤法師レゾがいるっていうの!?」

　あたしは彼女の言葉を遮さえぎって問う。エリスは一瞬、おもしろくなさそうな顔をしたが、おとなしく問いに答える。

「……いらっしゃるわよ。ひょっとしてあなたたちも、あのかたのお命が目的!?」

　あのレゾに対して敬語をつかったりされると、こっちとしてはえらい違い和わ感かんがあるのだが、赤法師の実態を知らぬ世間では、今でも彼のことは聖人君子あつかいである。

　ここで、『レゾってほんとはこんな奴だったんだよ』などと説明している時間はないし、説明したところで信じてくれるとは思えない。しかたなく、あたしは多少調子を合わせることにする。

「とんでもない思いちがいよ。そもそもがあの手配書自体、ある男にハメられて、赤法師が誤ご解かいでかけた、ってシロモノなんだから。あたしたちはその誤解をとくために、サイラーグヘと向かってるんだから……と、言っても、信じちゃくれないでしょうけどね」

　……まあ、もともとウソだけど……

「ところがゼルガディスの方は、あたしたちと別行動をしてたせいで、そこいらの事情を全然知らないのよ。それで赤法師の命を狙ったりしたんでしょうけどね……とにかく、彼に会って話をしなくちゃならないのよ。だから……教えて、今、サイラーグは一体どうなってるの？」

「……うーん……」

　彼女は自由な方の手で、頭をかきかき、話しはじめた。

「どこから話せばいいものか……とにかく、サイラーグに赤法師さまが来たのは、いまからひと月ほど前だった、ってことで……もっとも、そのあたりのことは、あたしもあとで噂で聞いただけのものだけど……

　まずこの町の神しん官かん長ちようのところに行って、一番にあなたたち三人の手配をかけた、ということらしいわ。

　で、別のとある町でゼルガディスを見つけ、追ってあたしはこの町までやって来たっていうわけ。

　ゼルガディスは、サイラーグの神官長の娘むすめと手を組んで、赤法師さまの命を……」

「ち……ちょっと待ってよ」

　またまた彼女のことばを遮さえぎるあたし。

「ゼルはとにかく……なんで神官長の娘までが、いっしょになって赤法師の命を狙ねらうわけ？」

「知るわけないでしょう。そんなことまで……とにかく、その計画は結局失敗におわったんだけれど、町はそれこそ大おお騒さわぎになった」

「……でしょーねー……」

　ゼルガディスったら……またわざわざ、動きにくくしてくれちゃって……

　出会ったら、文句のひとつも言ってやろ。

「当然、町にはかくれてすらいられなくなったんだけど……見たの、あたし。二人がこの『瘴しよう気きの森』に入っていくのを……」

「それで一人であとをつけたの？」

　あたしはあきれて言った。

「誰か、ひとを呼ぼうとか……」

「ばかね、そんなことしたら、もらえる額がすくなくなるじゃない。

　で、こっちはあとをつけてるつもりだったんだけど、どうやらむこうに気づかれていたみたいで……逆にまちぶせにあって、いきなりあて身をくらわされた、というわけ」

「ふぅん……なかなかまぬけな話ね……」

「しみじみと言うな」

「なるほど……これで大体のところはわかったわ。──ということなんだけど、どうする？　ガウリイ」

「あ──悪ィ。ぜんぜん聞いてなかった」

「……あ……あ……あ……」

　あたしはその場にずるこける。

「あのねぇ……つまり、犬でもあなたでもわかるように言うと、この森の中にゼルガディスがいる、ってことよっ！」

「なら、探せばいいじゃねーか」

　いとも気楽に言うガウリイ。探すったって……

「どーやって探すってえのよ？」

「それがわかりゃあ苦労はしないさ」

「ぜんぜん苦労なんてしてないでしょーがっ！　あんたはっ！」

　……ぜはーっ、ぜはーっ……

「リナ、あんまりコーフンすると体に悪いぞ」

　ランツはあたしたちのやりとりを見ながらあきれた声で言う。

「あんたら……いいコンビだねぇ……」

「と……とにかく、よ、このまま、ドタバタしてるサイラーグヘ直接行くよりも、とりあえずゼルをみつけて、状じよう況きようをくわしく聞いた方がよさそうね」

　同時にうなずくガウリイとランツ。

「ところで、そいつはどうするんだ？」

　ランツはエリスをあごでさして言う。

「あ……あは……いや……」

　引きつった笑えみを浮かべる彼女。

「あたしはそろそろこのあたりで失礼する、ということで……」

　それを無視して言うランツ。

「逃がしちまえば、町へもどって人をよばれるおそれがあるし、連れていっても足手まとい。かと言って、そもそも無関係な相手なんだから、始末するってなわけにもいかないし……

　もっかい当て身でもくらわせて、ここいらにほうり出しとく、ってあたりが適当じゃねえかと思うんだがな」

「ま、そんなところかしらね」

「ち……ちょっと待って！」

　ランツとあたしのことばに、あわてふためくエリス。

「やだよ、そんな……第一あたし……」

　彼女がセリフを言い終わるより早く──

　それは現われた。




　しげみの葉が鳴った。

　ガウリイとランツは、あわてて身をひねらせる。

　つい今まで二人が立っていた空間を、白い槍やりのようなものが、一瞬貫つらぬき、また戻る。

　あたしはエリスの手をはなし、その場にすばやく立ち上がる。

　二人はすでに剣を抜ぬき放はなち、ガウリイは、たちまわりにじゃまな、変装用の黒マントをかなぐり捨てる。

「ほほぉう……なかなかの体さばき……」

　しげみをゆらしながら、その男は姿を現わした。

　エリスは思わず口を押さえ、小さな悲鳴を押し殺す。

「な……何よ、これ……」

　無理もないことである。

　ボディ・ラインがはっきりわかるほど体にぴったりフィットした、まっ黒い服の男である。

　凍りつくほどのハンサムなのだが、それは顔の左半分だけに限ってのことだった。

　その反対側──顔の右側には──

　なにもなかった。

　眉まゆも、髪かみも、目も耳も。

　口は顔の中央で、ぷつんととぎれたようになくなっており、鼻の隆起さえ、そこを境に消失している。

　ただ、ぬらりと生白い、肉のかたまりがあるばかり……
















「魔族……」

　あたしの小さなつぶやきに、それは深々と礼をしてみせる。

「レゾ様のしもべの一人。ヴィゼアと申します。以後、お見知り置きを」

「……あんまり長いつき合いをしたいとはおもわんが……」

　片方の眉をぴくん、とはね上げ、皮肉な口調で言うガウリイ。

「それはそれは……」

　ヴィゼアは片方しかない唇くちびるを、にいっ、と吊つり上げ、笑みのかたちを作ってみせる。

「こちらも実は、あなたたちと長いつきあいをする気はなくてね……」

　つん、つん、と、あたしの服のすそをひっぱるエリス。

「何よ」

　ふりむきもせずに言うあたし。

「今……『魔族』って言わなかった？」

　たずねる声がふるえている。

「言ったわよ」

「で……でもでもっ、あたし一回レッサー・デーモンと出会ったことがあるけど、あれと全然見た目もちがうし……」

「あれより高位の、もうちょっと手て強ごわい相手よ」

「も……もうちょっと、って、レッサー・デーモンとくらべてどれくらい……？」

「子猫と虎くらい」

「あたし帰るっ！」

　半ば悲鳴に近い声を上げ、あわてて逃にげ出すエリス。止めるつもりはむろんない。

　彼女をガードしながら戦えるほど生やさしい相手ではない。

　が──

「うきゃっ！」

　後ろでエリスが小さく叫ぶ。あたしは思わずふりかえる。

　逃げようとしていた彼女の目の前に、一匹の、巨大な蜘く蛛もが立ちふさがっていた。

「逃のがしゃしねえぜ、おじょうちゃん」

　舌なめずりをしながら、それは人間のことばを吐はいた。

　八本の足と巨大な腹。そのフォルムはたしかに、巨大な蜘蛛のものである。しかし、その肌と頭とはまぎれもなく、人間のそれだった。

　……しかしそうするとこいつ、やっぱし変なところから、糸を吐いたりするのだろーか……？

　そーぞーするだに下品きわまる敵である。

　……リアルにイメージしないように。忠告しとくが食欲なくなることうけあいである。

「逃がしてやれ、バーヅ」

　別の場所から別の声がかかる。

「片手間に、無関係な人間をいたぶって遊んでいられるような、生やさしい相手じゃない」

　現われた三人目は、黒衣をまとった魔道士である。これといって特とく徴ちようのない服装と顔立ちだが、額に埋めこんだ紅ル玉ビーが、なぜかあたしの意識にひっかかる。

「……ちっ……」

　人蜘蛛は、下品につばを吐いてみせる。

「お優しいこったな。ヴルムグンどのは」

「なっ!?」

　あたしとガウリイのふたりは、全く同時に声を上げる。

「ひさしぶりだな」

　魔道士はにやりと笑ってみせる。

「きさまらにはずいぶんと世話になったが、今度は勝たせてもらう」

「ち……ちょっと、あんたっ！」

　あたしは思わず声を上げる。

「あんたがヴルムグンなわけがないわっ！　あいつは死んだのよ！」

　魔道士は、変わらぬ冷笑を浮かべたままで、

「……あの程度でこのヴルムグンがやられるとでも思っていたのか？」

　あの程度……って、おっさん……

　魔道士が、ラハニムやディルギアとともにあたしたちを襲おそったあの日──

　あたしの放った呪じゆ文もんは、まちがいなく彼を直撃していた。

　ヴルムグンがどうなったのか、あたしもガウリイも、はっきりとこの目で見ている。

　断言してもいいけれど、たとえドラゴンの体力とトロルの回復力、くわえてゴキブリ並みの生命力を持っていてすら、あの状態で一命をとりとめることはまず不可能である。

「あれでまだ生きているとは……なかなか非常識なやつだな」

　半ば感心したような口調で言うガウリイ。

　……非常識とかそーいう問題じゃないよーな気はするのだが……

「これで一応三対三か……」

　人ひと蜘ぐ蛛もににらみすえられたまま、硬こう直ちよくしているエリスははぶいてかんじょうし、あたしは不敵な笑えみを浮かべる。

「いや……」

　ヴルムグンは、静かに頭上を指さした。

　木々の高みに、木もれ陽を縫ぬう影かげひとつ。

　ラハニム！

　あたしはちらり、とエリスの方に目をやると、

「……これで四対四ね……」

「あたしを数に入れないでっ！」

　あわてて叫ぶエリス。

「どうやったって、お前たちの方が不利だよ」

　やたらと低い声がする。──おいおい。この上にまだ出てくるか？

　ヴィゼアの後ろから姿を現わしたのは、耳のやたらとでっかい、トロルのプロポーションを、ずんぐりとくずしたような奴やつである。伸ばした両手が異様に長い。

　どうやらこいつ、トロルと何かの合キ成メ獣ラらしいが……

「なあ、ヴィゼアさんよ」

「その通りだ」

　魔族は言うと、右の手を高々とさし上げると、ぱちん、とひとつ指を鳴らす。

　森の瘴しよう気きが濃のう度どを増した。

　ざわり。

　まわりの木々がざわめいた。

　そして──

「ひーっ！」

　エリスが細い悲鳴を上げる。

　ガウリイとランツは硬直し、あたしの背中を冷たいものが駆かけ抜ぬける。

　森の中から現われた、レッサー・デーモン、その数は、ダースをかるく越えていた。




　よく考えてみれば、である。

　本物かどうかの議論はさておき、サイラーグには『レゾ』がいる。

　いわばこのあたりは、赤法師のおひざもと。これくらいの戦力が出てくる覚かく悟ごはしておくべきだったのだ。

　おそらくは彼らも、この森にゼルガディスが逃げ込んだ、という情報を手に入れてやって来たのだろう。そこで、どういうわけか生き延のびていたヴルムグンが、偶ぐう然ぜんあたしたちを見つけた──といったところか。

　あの魔道士が生きのびた、というのはいまだにもって信じがたいが、彼とラハニムをのぞく連中はあたしたちとは初対面のはずだし、魚人は人間の見分けがつかない。

　──と考えれば、やはりヴルムグンが生き延びていた、と考えるのがいちばん自然なのだが……

　ひょっとしたらこの変装、実はあんまし効きいていないのかもしれない。

　あるいはやはり、『ヴルムグン』というのは、ある一族の総そう称しようで、単にあたしやガウリイが、『リナ』『ガウリイ』で呼びあってるのをたまたま聞いただけかもしれない。

　ともあれそんなことよりも、まず第一の問題は、ここをどうやって切り抜けるか、である。

　……レッサー・デーモン十数匹、せめてこれだけでも何とかしてほしいもんである。

　こいつらさえいなければ、囲みを破って強行突破、などという手も使えるのだが。

　一応解説しておくと、レッサー・デーモンというのは、世間で『魔族』と呼ばれているものたちのうちで、いちばん下級のものである。

　とは言え、並みの戦士や魔道士では、とうてい太た刀ち打うちできる相手ではない。

　地、水、火、風の精せい霊れい要素を使う精霊呪じゆ文もんはほとんど防いでくれるし、一応物理的な攻撃は効きくのだが、その肌は、ドラゴンのウロコに準ずる強度を持っている。

　むろんこの世紀の天才魔道士たるあたしにかかれば、それほど苦労する、ということもない相手なのだが、問題はその数である。

　ならばテとしては……

「そうそう……自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな」

　最後に出てきたトロルもどきが、あたしたちを正面から見すえながら言う。

　後ろの人ひと蜘ぐ蛛もバーヅが、しずかに横に移動する。

　……別にいいって、そんなもん。こんな奴やつの名前など、知ってうれしいわけでもないし……

「おれの名はゴルアス。人間ふうに言うと、な。正式な発音は……」

　それは大きく口を開いた。

　轟！

　木々のこずえは激はげしく揺ゆれ、緑の木の葉が舞まい散った。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はが、あたしたちを直撃する。

「！」

　全員が、声にならない悲鳴を上げた。

　致ち命めい傷しようにはほど遠いが、逆さか立だちをしそこねて、背中からまともに地面に叩たたきつけられたほどのダメージはある。

　あたしたちの動きが一瞬止まった。

　瞬間──

　無数の白い槍が、あたしたちに向かってくり出される！

　ヴィゼアの顔の、右側から生まれた肉の槍が。




　そして、戦いははじまった。

「あっきゃぁぁっ！」

　エリスは情けない悲鳴を上げると、まともにころん、と転がった。

　そのすぐ脇わきを、白い肉の槍やりがかすめていく。

　ガウリイは余よ裕ゆうで、ランツはすんでのところで、それを剣でなぎ払う。

　あたしは後ろに飛び退さがり、まともにコケたエリスの上をとび越こえて、その後ろにいる人蜘蛛バーヅの方へと向かった。

　腰の後ろから剣を抜き、バーヅに切りかかりながら、口の中では小さく呪文をとなえはじめる。

「はひゅうっ！」

　人蜘蛛は、歓かん喜きの声を上げながら、手近の木の幹に跳とびうつる。

　頭を下に、腹を上にして。

　位置関係は不利である。あたしは退さがって間合いを取る。

「があっ！」

　バーヅが跳んだ。八本の足それぞれに、小さなナイフのような爪つめがびっしり生えている。これをすべて剣で受けるのは不可能。ならば──

　あたしはとっさに身を低くして、一度くるりと前転してやる。

　これで呪文は中断したが、バーヅの攻撃はまんまとかわした。

　身を起こそうとした瞬間、目の前に光る球があった。

「はゃあぁぁっ！」

　反射的に体を倒す。光球はあたしのかなり後ろの木立ちに当たり、赫あかい炎ほのおをまき散らす。

　どうやら今のは、ヴルムグンの放った火炎球らしい。

　一方ランツは、急降下してきたラハニムをむかえ討うっていた。しかしラハニムも、障害物のやたらと多い森のなかでは、やたらとスピードを出すというわけにもいかないのだろう。なかなか攻めあぐねているようである。

　ガウリイは、横っとびに跳びながら、ふところから一本の細い針を出し、剣の柄つかの、刃を止める金具をこつん、とつついて抜きはずす。

「はあっ！」

　そのまま剣を、ゴルアスに向かってふり下ろす。普通なら、とうてい剣のとどく間合いではないが、留とめ金がねをはずされた刀身だけが、ゴルアスめがけて飛んでいく。それに続いて突つっ込こむガウリイ。

「ぐおっ!?」

　あわててよけるゴルアスの、その目前に迫せまるガウリイ。

「光よ！」

　叫さけぶ戦士が手にした、柄だけの剣に刃が生まれた。

　魔族ですらもうち滅ほろぼす、輝く一条の光の刃が。

　彼の奥の手、『光の剣』！

　これでまず一匹！

　思った瞬間、ガウリイは、ふたたび大きく横に跳ぶ。

　それまで彼がいた場所を、数十本の炎の矢が灼やきつくす。

　レッサー・デーモンの攻撃である。……ちちいっ！　よけいなことをっ！

　……と、こう見ると、楽してるなァ……ランツくん。

　ふたたびあたしに向かって、人ひと蜘ぐ蛛もバーヅがとびかかってくる。あたしはなんとか身をかわし、双方に無視されたまま、そろりそろりとこの場を逃げだそうとしていた、エリスのとなりに着地する。

　──呪文をとなえる時間さえあれば……

　つづくバーヅの攻撃に、あたしはまたもや場所を移動する。あたしも剣は使えるが、手足が八本もあるような非常識な奴と、剣でまともにやりあおう、などとは露つゆにも思わない。

　人蜘蛛は、エリスのとなりに着地すると、ちらり、と彼女の方に視線を投げる。

　──やばいっ！　彼女を狙ねらってる！

「……目ざわりなんだよ、てめーは」

　言つて足の一本を、彼女に向かってふり上げた。

　彼女はその場に硬こう直ちよくする。

　その時。

「やめろと言ったぞ！　バーヅ！」

　魔道士ヴルムグンの、悲鳴にすら近い叱しつ責せきが飛んだ。

　一瞬動きを止め、バーヅはロコツに舌うちをする。

「すぐに終わらせてやるさ！」

「あいつへの攻撃の手をゆるめるなっ！」

　言ったときにはもう遅おそい。

　この一瞬の、連係の齟そ齬ごを見み逃のがすあたしではない。

　あたしの早口を甘あまくみてもらっては困る。すでに呪文は完成している。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　ドゥムッ！

　重い音とともに、あたしの放った呪文は、森の木々と二匹のレッサー・デーモン、そしてその前にいた魔道士ヴルムグンとを、一瞬にしてまっ黒い塵ちりと化す。

「なにぃっ!?」

　バーヅはことここに至いたり、自分が相手にしているものの実力に気がついた。足をふり上げたまま動きを止める。

　硬直から脱したエリスが、あわててその場をはなれる。

　条件が不利なことに変わりはないが、今のでだいぶ、戦いの流れはこちらにかたむいたはずである。

「ぎおおおおっ！」

　逆上し、おたけびを上げつつとびかかってくるバーヅ。あたしはなおも、のらりくらりと身をかわしつつ、すこしずつ、ランツの方にちかづいていく。

　なんとか彼に、あたしが呪文をとなえるまでの間だけでも時間をかせいでほしいところなのだが……

　彼もまた、なかなか苦しい戦いを展開している。

　ラハニムの攻撃だけならとにかくとして、散発的にうしろから、呪文攻撃をしかけてくるレッサー・デーモン、こいつがくせものなのである。

　ガウリイの方も、それ以上の苦戦をしいられている。

　ヴィゼアが、人のものではあり得ぬことばでレッサー・デーモンたちに指示を出す。

　数匹のそれが一いつ斉せいに、ガウリイに向かって呪文を放つ。

　それでもなんとかよけるところが、彼のすごいところである。

「ゴルアス！　衝撃波を！」

　指をさしながら言うヴィゼア。ガウリイの攻撃の矢面からはずされた魔ま獣じゆうはひとつうなずくと、大きく息をすいこんだ。

　レッサー・デーモンとラハニムの攻撃をよけるので手いっぱいのランツに向かって。

　彼はその動きに気づいていない！

「ラン……」

　叫びかけたあたしに、しつこくとびかかるバーヅ。

　ゴルアスは大きく口をあけ──

　ゴヴン！

　その体が四散した！

「なにいっ！」

　叫ぶヴィゼアの目前で、レッサー・デーモンの一匹が、瞬時に光と化し、消える。

　高位の僧そう侶りよが使う『破は邪じやの法』である。

「待たせたな」

　言いながら、一人の男があたしたちの前に登場する。

　……おいしい役をもっていく。

　まっ白い貫かん頭とう衣いを身につけた、銀の髪の美青年である。

　しかしその肌はだは、蒼あお黒ぐろい岩と化している。

　岩ゴー人レ形ムではない。かつて本物の赤法師に、『力を与える』と騙だまされて、岩ゴー人レ形ム、邪ブロ妖ウ・デ精ーモンと合成され、それゆえに、最後にレゾを裏切った男──

　動きの止まったバーヅに背をむけ、あたしは彼にほほえんでみせる。

「おひさしぶり。遅おそかったわよ、ゼルガディス」




「……ぢいっ！」

　瞬しゆん時じにわれにかえったバーヅは、背を向けたあたしにむかってとびかかる。

　あたしは鼻の先で笑うと、一歩だけ右に移動する。

　人蜘蛛は、あたしの横をすり抜けて、そのままぼてっ、と地面に落ちる。

「……ばかな……」

　小さく体をふるわせながら、全くうごけないでいる。

　もう一人の相手──彼にたった今『霊ラフ縛アス符シード』をかけた僧侶の存在に、気づかなかったのが失敗である。

　あたしの唱えた『雷モノヴ撃オルト』が、人蜘蛛バーヅにとどめをさした。

　森の中から現われたのは、二十歳くらいのきれいな女性。おそらく彼女が、ゼルといっしょにいたという、サイラーグ神官長の娘だろう。

「……とりあえず、あいさつはあとですね」

　薄うす紫むらさきの法衣をまとった黒く長い髪かみの彼女は、言ってあたしにほほえみかける。

　あたしがもしも男なら、一発で惚ほれることまちがいなしの笑えみだった。

　──戦いの形勢は、一気に逆転した。




「もうあとがないぜ」

　言ってゼルガディスは、にいっ、と不敵な笑みをうかべる。

　いまや相手は、レッサー・デーモン一匹とラハニム、そして魔族のヴィゼアを残すのみ。

「さぁて、どうする？……と言っても、逃がすつもりはないがな……相手の戦力は殺そいでおくに越したことはない」

「逃がさん……か」

　ゼルガディスのことばに、あざわらうかのように言うヴィゼア。

「その言葉、そっくりそのまま返しましょう」

「たいした自信ね。でもこの状況で、一気に逆転、てぇのはかなりむつかしいと思うんだけど？」

「無理でしょうね」

　あたしの突っ込みに、魔族はいともあっさりとうなずいた。

「わたしたちだけならば、の話だが……」

「援えん軍ぐんが来る、とでも言いたいか？」

　嘲ちよう笑しようを浮かべるゼルガディス。

「ハッタリをかますな。サイラーグにいるレゾの手て駒ごまは、今はこれだけのはずだ」

「手駒は──ね」

　声はいきなり、別のところからやってきた。

　ビクン！

　あたしとガウリイ、そしてゼルガディスの三人は、全く同時に凍こおりつく。

　つめたいものが背中をつたう。

　背後の声に、あたしたちは確かに聞き覚えがあった。

「遅くなってしまいましたね……すみません、ヴィゼアさん」

「もったいないお言葉にございます」

　魔族は深々と首を垂たれた。

　あたしたちはようやく、ゆっくりと首をまわしてふりかえる。

　やはりそこには──

　血の色を纏まとった男が一人、ひっそりと佇たたずんでいた。

　赤法師──レゾ──














　三、とび出すな　地道にいこう籠ろう城じよう戦せん






「レゾ！」

　最初に声を上げたのは、ゼルガディスといっしょに現われた、あの女僧プリー侶ストである。

「シルフィールさん、あなたも軽けい率そつなことをする……」

　左に持った錫しやく杖じようを、右の手に持ちかえながら、優しい声で言う赤法師。

　杖つえの先に、鈴なりについた金具が、しゃらん、と涼すずやかな音を立てる。

　やはり『レゾ』は、あたしたちがいつか幻まぼろしで見たのと同じ、閉じた両目がかくれんばかりに深々と、赤いフードをかぶっている。

「サイラーグで静かに巫み女こを続けていれば、追われることもなかったというのに……」

「そらぞらしいことを！　薬で父を廃人同様にしておきながら！」

「さて……わたしには何のことやら……」

　彼女のはげしい問い詰つめに、涼しい顔で彼はこたえる。

「……ちがう……」

　あたしはぽそり、とつぶやいた。

「──何がです？」

　白い面おもてをこちらに向ける赤法師。

「ちがう！　あなたはレゾじゃない！」

　まっ向から彼を指さし、あたしはきっぱり言い放はなつ。

　たしかに、彼の持つ雰ふん囲い気きは、以前会ったレゾと同質のものである。しかし……

　何か、どこかが違っていた。

「ほお……？」

　赤法師は、眉まゆをピクリ、とはね上げる。

　動どう揺ようしているのではない。ことのなりゆきを面おも白しろがっているのだ。

「あなたが本物のレゾであるはずはないわ！」

「面白いことを言いますね……しかし……」

　彼はしゃりん、と音を立て、錫杖の先であたしを指した。

「わたしが本物か偽にせ物ものか、よりも先に答えを出す必要のある問題がひとつ、あるでしょう……つまり、このわたしを倒たおせるかどうか、ということですけどね……」

「倒せるわ」

　あたしは迷わず断言する。

「倒せる。あなたが本物の赤法師でない以上は」

「ほう──ならば──」

　彼の声に、殺気がこもる。

「試してみればいいでしょう！」

　言われるまでもないっ！

　すぐさま呪じゆ文もんをとなえはじめる。

　他のみんなは動かない。

『レゾ』を名乗る男もまた、静かにあたしを見つめている。

「火フア炎イアー・球ボール！」

　とりあえずまずは小手調べ。むろん並みの相手なら、これ一発でかたはつくのだが、たとえウソでもレゾの名をかたる男である。

　この程度で終るようでは話にも何もなりゃしない。

　しかし、彼は呪文をとなえるどころか、静かにその場に立ちつくしたままである。

　だからと言って、手を抜くあたしではない。

　とき放った光の球は、かなりの速度で『レゾ』に向かって一直線に飛んでいく。

「……[image: ]……」

　人には発音し得ぬ言葉が赤法師の口を突いて出る。手にした錫杖の先せん端たんが、くるり、と空中に円を描えがき──

「！」

　光球は、彼が虚こ空くうに描いた円に触ふれるやいなや、あとかたもなく消え去ったのだ。

「──それで？」

　意にも介かいさず言う赤法師。あたしはしばし絶句する。

　風の中を呪文の詠えい唱しようが流れる。

　ゼルガディス！

「くらえっ！　冥ゴズ壊・ヴ・屍ロー！」

　二人の間の地面に突とつ如じよ出現した黒い影かげが、『レゾ』に向かってつき進む。

　そして──

　とんっ。

　赤法師の錫杖が、大地の影をかるく打ちすえたその瞬間、熱した鉄を水のなかに浸ひたしたような音を立て、影はきれいに消え去っていた。

「ならば今度はこちらから──」

『レゾ』はしゃらり、と杖を鳴らすと、覚めた口調でそう言った。

「お見せするのは、単に『爆メガ・裂ブラ陣ンド』の強化版ばんですけどね……」

　足下の大地を、爆発的にふき上げる術じゆつで、直撃しても、運が悪けりゃ死ぬかもしれない、といった程度の殺傷能力しか持たないが、かといってのほほーん、と眺ながめているわけにもいかない。

「みんな！　集まって！　ゼル！『風』を！」

「おうっ！」

　ゼルガディスはすぐさまあたしの意図をくみとり、呪文をとなえはじめる。

　あたふた逃げようとするエリスの首ねっこを引っ張りながらやって来るガウリイ。

　シルフィールも、僧そう侶りよの防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんをとなえはじめる。

『レゾ』をふくめた四人の呪じゆが、はりつめた空気の中で混じりあう。

　完成したのはあたしのが一番早かった。

『風』があたしたち一同をとりまいた。つづいてシルフィールの防御結けつ界かいが、風の結界自体をとり囲む。

　そしてゼルガディス。彼の呪文が、風の結界をさらに数倍に強化する。

　しかしまだ完全ではない。『爆メガ・裂ブラ陣ンド』は足下から来るのだ。いくら周囲に強力な防御を張ったところで、下ががら開きでは意味がない。これであたしが、風をコントロールしつつ、結界そのものに『浮レビテー遊シヨン』をかけて浮き上がれば完成、である。

　──まあ、月並みな表現で申し訳ないが、風でできたシャボン玉の中に、みんなで入ったままぷかぷか宙に浮かぶ、というのが、いちばんわかりやすい完成予想図である。

　が──

『レゾ』の声がとだえた。

　呪文をとなえ終わったか。

　しまった！　あともう少しだというのに……

　これは完全にあたしのミスである。風の結界をゼルガディスにまかせ、先に『浮レビテー遊シヨン』をとなえておけばよかったのだが……

　と思いきや、なぜか赤法師は、なかなか攻撃をしかけてこない。まるで、あたしたちの防御結界が完成するのを待っているかのように。

　そしてようやく、あたしは呪文をとなえ終わる。

　ゆらり、

　多少不安定ながら、一行を包む風の結界は、なんとかよたよたと宙に浮かび上がる。

　それはゆっくりと宙に舞いあがり──

『レゾ』の姿が人さし指ほどの大きさになった時、赤法師の手にした錫しやく杖じようが、地面をかるく叩たたくのが見えた。

　途と端たん、大地が鳴動した。




　大地が裂さけ、ま上にむかって吹き上げられる。草葉はあっけなく吹きちぎられ、大きな木は幹をえぐられ、小さな木ならば根こそぎふき飛ばされていく。

　石や土やの無数のつぶてが、大小さまざまとりまぜて、宙にただようあたしたちの結界に、めったやたらとぶつかってくる。

　ヴィゼアとラハニムは、いつの間にやらちゃっかり姿をくらましている。おそらくはあたしたちが、『レゾ』とやりとりを交わしているうちのことだろう。

　中古の荷馬車でがれきのあとを、全力疾しつ走そうするような、はげしいゆれが見み舞まう。

「あちっ！」

　ランツがいきなり小さな悲鳴を上げる。

「どうした!?」

　問うガウリイに、彼は額を押えながら、

「……いや、たいしたことはありゃあしません。ちょいと小石がぶつかっただけで……

　……ちょっと待て……

　ゼルガディスの顔色まではうかがい知ることはできなかったが、シルフィールの方はまともに顔色を変えている。

　この防御結界を突破した!?

　冗じよう談だんではない。

　この防御をうち破るには、けた外れの攻撃力が必要である。

　もはやこれは、『レゾ』が言った、『爆メガ・裂ブラ陣ンドの強化版』などという生やさしいレベルをはるかに越えている。

　──ひょっとしてこの術って、飛ワイ竜パーンでもうち落せるほどのパワーがあるんじゃなかろーか……

　やがて地ぢ響ひびきはやみ、立ちこめる土つち煙けむりも徐じよ々じよにおさまっていく。

　森の地面は大きくえぐられ、赤い土がクレーター状に顔をのぞかせている。

　その中心にぽつんとひとつ、赤い影かげがたたずんでいた。

『レゾ』は静かな表情で、黙だまってあたしたちを見上げている。

「ここは一いつ旦たん、退たい却きやくした方が得とく策さくのようですね……」

「……そうね……」

　シルフィールの言葉にうなずくあたし。

　呪じゆ文もんへの対抗能力を持たない人間を三人もかかえていると、やりにくくってしかたない。

　まだガウリイくらいなら、ほうっておいても少々の呪文は勝手によけたり、『光の剣』を利用して、はじき飛ばしてくれたりもするが、問題なのはランツとエリスである。

「でも、どこへ？　いい隠かくれ家がでもあるの？」

　あたしの問いに、シルフィールは笑えみを見せながら、

「だいじょうぶ。心当たりがあります」

「しかし……無事に逃げられるかどうかが問題だぜ……」

　地上の赤あか法ほう師しをにらんだままで突つっ込こみを入れるゼルガディス。

　このひとの心の奥にも、かつて戦った『本物』に対する恐きよう怖ふとプレッシャーが色いろ濃こく残っているらしく、横で見ていても内心のその動どう揺ようが、まともに伝わってくる。

　おそらくは、今の強大な魔力容量を見せつけられて、『ひょっとしてあれはやはり、本物の赤法師レゾなのではないか』などという思いが頭をもたげてきたのだろう。

「とにかく……やってみるっきゃないわね」

　言ってあたしは、結界の動きをコントロールする。

　しかしなぜだか『レゾ』は、結界ごと去っていくあたしたちを追おうともせず、ただ黙って見上げるだけ──

　その理由まではわからないが、ともあれこの機を逃す手はない。

　あたしはめいっぱい根こん性じようを入れて、移動速度をなんとか上げる。

　深々とかぶった赤法師のフードが、わずかの瞬間、風に吹かれてはためいた。

　その下──白い顔の額のあたりに、一瞬、何か赤いものが張りついているのを見たような気がした。




「へええええ」

　あたしはくるりとあたりを見回すと、感かん嘆たんの声を上げた。

　そこは、ちょっとしたホールのようなところだった。

　洞どう窟くつ特有の、じっとりと湿しめった冷たい空気。これはさすがに普ふ通つうの洞窟と、さしたる違いはなかったが……

　天てん井じよう、壁かべ、あまねく一面に生えたヒカリゴケと無数にとび交うフェアリー・ソウルとのおかげで、あたりは昼間のような──とまではいかないにしろ、けっこうな明るさがあった。
















　フェアリー・ソウルの名を聞いたことのないひとはけっこう多いと思うのだが、一般には、ホタルモドキとかいう風情のない呼び方をされているあれである。洞窟などをふうわりふうわりと漂ただよう、指先ほどの大きさの光の球。

　子供のころは、ホタルとは逆に秋になると出てくるこれを、姉ねえちゃんといっしょにおいかけまわしたもんだ。

　虫とり網あみで捕とらえようとすれば、細かい網の目をなんなくすり抜け、手でつかまえれば、とったはずなのに手ごたえはなく、手のひらをひらくと、そこにはなにもありはしなかった。

　これがその名のとおり、本当に妖よう精せいの魂たましいなのかどうか、などということはあたしは知らない。魔道士協会でも、これの正体はいまだに掴つかみかねているようだが……

　正体が何であろうが、別にかまうことはないと思うのだが……

　無害だし、それに何より風ふ情ぜいがあるし。

　洞窟などの中にはなぜか、年中ただよっているようだが、ここはまさに、フェアリー・ソウルの群生地だった。

　シルフィールの指示するままにしたがって、たどり着いたところである。

『レゾ』の手を逃のれたあたしたちは、サイラーグの町からすこし離はなれた、ある洞窟の中へと入っていった。

　死ぬほどややこしい枝道を、右へ、左へとえんえんと奥にむかって歩きつづけ、そしてこの場にやって来たのだ。

　ひといきつくと、あちこちで雑談がはじまった。

「……またついて来たのか、お前は」

　自称超有名な賞金稼かせぎのエリスにうんざり顔で言ったのは、他ほかならぬゼルガディスである。

「うるさい。あたしも好きでついて来たんじゃない。──そこの男が」

　と、ガウリイを指さして、

「逃げようとしたのを邪じや魔ましてくれたんだ」

　レゾが呪じゆ文もんをしかけようとした、おそらくあの時の話だろう。

「いや……オレはただ、今から走って逃げてたんじゃあ遅おそいだろうな、って思って……」

　ぽりぽりと頭を掻かきながら言うガウリイ。

「私もそう思います。あのタイミングで走って逃げるのは無理でしたでしょう」

　いきなりガウリイのかたを持つシルフィール。エリスは面おも白しろくなさそうに、ぷうっ、とふくれてそっぽを向く。

　シルフィールはガウリイと視線があうと、深々とひとつ礼をする。

「おひさしぶりです。ガウリイさま。ごあいさつが遅れてしまいましたけれど……」

「いやぁ……」

　きまりわるそうに、なおもばりばりと頭を掻かきながら言うガウリイ。

「……へ？　知りあいなの？」

「まあな」

　問うあたしをふりかえりもせず、ガウリイは一言そう答えたきり、ふたたびシルフィールとの話を続ける。

「……あなたとレゾの話からすると、かなり大変なことになっているようだが、お父上のお具合は……？」

「それがあまり……」

「お父さん、って言うと……」

「薬がどうの、とか言っておられたようですが……」

　今度は全く無視されるあたし。

　むかっ。

「たぶん、ヴァイデスの木の根を乾かん燥そうさせたものだと思うのですが……」

「ねえねえ、ガウリイ……」

「しかし何だって連中は、そんな真ま似ねを……」

　むかむかっ。

　これではあたしが面白かろうはずはない。

　だがしかし。

　それよりさらに面白くない男がいた。

「何でぇ何でぇ、みんなうちわでごちゃごちゃとっ！」

　いきなりランツの上げた声に、一同は沈ちん黙もくする。

「こちとら何も全然わからねえってのに、知った顔同士でいきなり話はじめやがって！　誰がどういう人間で、何が一体どうなってるのか、まずはそいつを説明してから、ってのが話のスジってもんじゃあねぇのか!?」

「ま、彼の言うとおりね」

　今回ばかりは、ランツの意見に賛成した。




　ガウリイがかつて一度、このサイラーグヘ来た時に知りあったのが、シルフィールとその父親、この町の神しん官かん長ちようだったらしい。

　何やらややこしい事件をひとつ片付けたらしいが、今回のこれには全く関係がない、というので、シルフィールは事件の内容を説明しなかったが。

　……こんどガウリイにくわしく話聞いてやろ。

　で、かんじんのレゾの一件の方はというと……

　ひと月ばかり前のこと。供ともの魔道士──ヴルムグンを連れた『レゾ』が、このサイラーグヘやって来た。それがそもそも、すべてのことのはじまりだった。

　レゾの表の顔──つまり、流る浪ろうの聖人としての噂うわさしか知らぬ神官長、つまりシルフィールの父親は、彼らをこころよく迎え入れた。

　──顔はあまり知られていないが有名な人物の名をかたり、あちこちでタダで飲み食いしたあげく、いつの間にやら姿をくらます。などとゆーたわけた連中が横行する今日このごろだが、神官長はひと目で『レゾ』の器うつわの大きさを見抜き、本物と確信したという。

　……どーでもいいけど、そこまで一目で見抜いたのなら、善人か悪人かくらい、いっしょに見抜いてほしいもんである。そーすれば、ンなややこしい事態にもならずにすんだとゆーのに。

　ま、シルフィールの前じゃあ言えないけど。

　それともやはりこれは、『レゾ』の方が役者が一枚上だった、ということか。

　彼は町に着いてからややあって、町のひとたちの人望がそろりそろりと集まりはじめたころ、あたしたちに手配をかけたいと、そう神官長に話を持ちかけた。

　神官長とシルフィールの驚くまいことか。手配書にある、うちの二人は見覚えがないが、あとの一人──

　すなわちガウリイ＝ガブリエフは、いわばこの町の救世主ではないか。

　──ガウリイくん、どうやらかなり大きいヤマを踏ふんだらしい。

　説明すると、『レゾ』とヴルムグンは一瞬顔を見あわせて、

『彼は──邪じや悪あくな魔力によって操あやつられているのです。このひとによって、ね──』

　と、あろうことか、あたしの似顔を指さしたと言う。

　シルフィールはここでことばを切ると、

「この魔道士、見かけは若い娘だけれど、実際はもう九十近いおばあちゃんだ、って言ってたけど……そーなんですか？」

「ンなわけないでしょーがっ！　あたしはまだ十六よっ！　十六！」

「……あれ？　お前さんいつか、十五だって言ってなかったっけ？」

　あたしの叫びにつっこみを入れるガウリイ。

「この前誕生日だったのよっ！　あたしだって成長してるんですからねっ！」

「……そーかなァ……」

　しみじみ悩むな。

　これもひとえにあの『レゾ』が、わけのわからんウソをつくのがひたすら悪いっ！　てめぇっ！　許さねえぞ赤法師！

「すみません……そうですよね、そんなはずがありませんよね」

　不ふ機き嫌げんになったあたしを気にしてか、フォローをいれるシルフィール。

「以前から『盗とう賊ぞく殺し』だの『漆しつ黒こくの魔女』だの、あちらで城を壊こわしたとか、こちらでどこかの王をやっつけたとか、あまりいい噂うわさを耳にしなかったものですから……つい、ああ、そういうこともあるかな、なんて思ってしまった……」

　ねーちゃん、それフォローになってないぞ。

　ともあれ『レゾ』は、ガウリイ救出の意味もふくめて、などと言いつつ、「生きたまま」という条件つきでの賞金をかけたのだった。

　はじめに大迷めい惑わくをこうむったのはゼルガディスだった。

　たまたまサイラーグの近くまで来ていたのだが、その目立つ風ふう貌ぼうと賞金額とがあいまって、いきなり賞金稼かせぎたちの、かっこうの目標となったのだ。

　その賞金稼ぎたちの一人がエリスだった。

　ゼルガディスとしても、ほとんどかけ出し同然のこの娘こ相手に、力いっぱい本気を出すわけにもいかず、結局長々とくされ縁えんになってしまったわけである。

　自分に賞金をかけたのが、サイラーグにいる『レゾ』を名のる人物だと聞き、彼はいそぎサイラーグヘと向かった。

　しつこくあとをつけ回すエリス。

　あたしたちが自分に賞金がかけられているのを知ったのは、それからしばらくあとのことである。

　そのころ。

　サイラーグでは異変が起きていた。

　神官長の様子がおかしくなり、頬ほおはげっそりとやせこけ、わけのわからないことをぶつぶつつぶやくようになってきた。

　時々レゾの部屋をおとずれては、妙に満ち足りた表情で出てきて、そのたびごとに症状は悪化していった。

　巫み女こ頭がしらをやっていたシルフィールは、レゾが何か妙な薬を父親に使っているのではないか、との疑いを抱き、他の神官たちに調査を依い頼らいしたのだが──

　その時にはすでに、他の神官たちは、レゾに抱き込まれていたのだった。

　彼は、得体の知れないその闇のカリスマによって、町の人たちの半ば以上をも、彼の熱狂的な信奉者に仕立て上げていた。

　──あるいは『レゾ』は、何かの呪じゆ術じゆつを行なったのかもしれない。

　そうこうするうちに赤法師は、だんだんと、あちこちから、おかしな連中を集めはじめた。

　半獣人、そして魔族まで。

　それでも彼の行動に異をとなえる者はいなかった。

　完全に孤立し、無力感だけを味わっていた彼女の前に、ある日現われたのである。

　ゼルガディスが。

　二人は『レゾ』の暗殺を計画するが、あの魔族のヴィゼアに阻まれて、赤法師のもとへすらたどり着けぬまま、サイラーグ・シティを抜け出した。

　なおもしつこく追ってくるエリスに当て身をくらわして、森の奥へと向かっている途中──

　聞こえた攻撃魔法の爆音に、もしやと思いつつ向かってみると──

　あんのじょう、あたしたちと出くわした、というわけである。

「あんたらのことだからな。いわれのない手配なんぞかけられて、おとなしく引っこんでいるはずはない。いつかはここへ来る、とは踏んでたからな」

　ゼルガディスは言う。

「一番の被害者はあたしだ」

　エリスがむくれた口調で言う。

「……よく考えたら、なんであたしがあんたたちにつきあって、こんなところにいなきゃならないの!?　もしもあんたたちを捕まえて、赤法師にさし出したところで、さっきの様子と今の話からして、すなおに賞金を払ってくれるとは思えないし……あたしは出てく。出口はどっち？」

　ゼルガディスの冷ややかな視線が、立ち上がった彼女の動きをおしとどめる。

「悪いが、お前を外に出すわけにはいかん」

「な……なんでよ」

　気押されて、たじっ、と一歩退さがりながらに問うエリス。

「お前はやつらに、おれたちの居所を話す」

「い……言わないよ……」

「そうかな？　まわりはおそらく、レゾの手兵と、あいつに操られた町の人間たちが始終監視の目を光らせているはずだ。見つかれば捕まって尋じん問もんされ、それで言わなければ拷ごう問もんだ。お前はそれには耐たえられまい。おれたちにそこまでの義理があるわけでもなし」

　言われて彼女は言葉につまる。

　なおもぶつぶつと口の中でちいさくつぶやきながら、ふたたびしぶしぶ腰をおろす。

「──けど、ここは一体どのあたりなの？　方向ぜんぜんつかめなかったんだけど……」

　あたしの問いに、シルフィールは、いたずらっぽい笑みを浮かべてみせる。

「ここはサイラーグの中心部、『神フラ聖グ樹ーン』の中です」




「木の中？」

　オウム返しにたずねるあたし。

「ええ。かつて光の剣の戦士──つまりガウリイさまの何代か前のかたにあたるわけですけど、そのひとがこの町で、死し闘とうの末に魔ま獣じゆうをうち滅ほろぼしたのですが、死してなお、そのむくろは、無限の瘴しよう気きを放ちつづけたと言います。

　そこで戦士は、竜族より手に入れた、瘴気を吸収、浄化することによって成長する聖木の苗を魔獣の体に植えたんです。それが現在、大きく成長し、この町のシンボルとなっているわけです」

　ここいらの話はあたしも知っていることなのだが、ランツやエリスには初耳のはずである。

「へえ……そんなことがあったんだ……」

　感心したよーな声を上げたのは、他ならぬガウリイその人だった。

「…………」

　一同沈ちん黙もく。

「あ……あんたねぇ……」

　ぴぴくぴくぴく。

　こめかみをケーレンさせながら、あたしは抑おさえた声で言う。

「あんたのご先祖様の話を、なんだって、直系のあんたが知らないのよ……」

「いやぁ……そう言えば子供のころ、親からまったく同じ話をしょっちゅう聞かされてたよーな印象はあるんだが……」

　困ったような顔で言う。

「なにせ、ぜんぜん聞いてなかったから……」

　……子供のころからそーだったのか……この男は……

「──と、とにかく……」

　なんとか気を取りなおし、話を続けるシルフィール。

「成長した木はサイラーグの地下にびっしりと根をはりめぐらし、やがてそこかしこに、ここみたいなうろや洞どう窟くつをつくり上げたんです。

　ここまで来る途と中ちゆうに通った洞窟も、この『神フラ聖グ樹ーン』の根がつくりあげたものなんです」

「けど、それじゃあ、町のひとたちも、この場所に気づいちゃうんじゃないの？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　彼女は自信ありげな笑えみを浮かべる。

「町の人たちは、この木を神聖なものとしてあがめてます。木の中に通じる洞窟があることは知っていると思いますが、普通は絶対にそんなところに入りこんだりはしません。

　むろん、こんなところの地図などありませんから、たとえ洞窟の中を探しても、よほどの偶ぐう然ぜんでもない限り、ここへたどり着くのは無理でしょう。

　わたしは小さいころから、ほら穴あなを探たん検けんしたりして、この木の中の通路のことは、何から何まで知っていますけど」

　どうやら彼女、昔はかなりのやんちゃだったようである。

「けど……いくらなんでもこれって、大きすぎない？」

　あたしは広々としたホール状の空間を見渡しながら言う。

「樹じゆ齢れい数千年の木をくり抜いたって、中にこんな大きなスペースはとれないわよ。光の剣の戦士の言い伝えより、ずっと以前に生えてなくっちゃあ……」

「リナさん、レゾから逃げて洞窟に入る途中、町を見たでしょ？」

「ええ、見たけど……」

　ちらりと目をやったサイラーグは、中央部にこんもりとした森があり、その周りにかなり大きな広場、さらにそれをとり囲んでいくつもの家が立ち並ぶ、というドーナツ状の町だったが……ひょっとして……

「町のまん中にあったのがこの木です。はじめて見る人は森とかんちがいするみたいですけど……」

『ひょでぇぇぇぇっ!?』

　あたしとランツの声がハモる。

「……けど……けど……樹齢……」

「この木は瘴気や悪意を吸いこみ、それを養分として成長します。栄養となる瘴気が大きければ、それだけ速く大きく成長します」

「けどよ、それならその、昔の戦士様が倒した、ってぇ魔獣とかの毒っ気をみんなきれいにしちまったら、この木は枯かれっちまうんじゃねーのか？」

　たずねるランツにあたしは答える。

「枯れないでしょう。ここに人が住んでいるかぎり」

　あたしのことばに、シルフィールは悲しそうな顔でうなずき、ランツの方は首をかしげる。

　人間が──というよりも、二つ以上の価値観がそこに存在するならば、かならずどこかで衝しよう突とつが生まれ、そこからは悲しみや敵意が生まれ落ちる。

　それは生き物の背負った宿命である。

　例えばの話、あたしがきのうの夜に食べた魚さんだって、殺されるその瞬間には、恐きよう怖ふや絶望を感じたはず。そういったマイナスの感情を、この木は糧かてとして生きているのだ。

「それで……気がかりなことがひとつあるんです」

　なんとはなしに声のトーンを落して言うシルフィール。

「ちょっと……耳をすませてもらえますか？」

　彼女の言葉に、一同がしばし沈黙すると──

　……………………

　聞こえる。

　かすかに。何か、重いもののきしむような音が。

「成長しているんです。この『神フラ聖グ樹ーン』が。それも急速に」

　彼女はあたしとガウリイ、そしてゼルガディスとを順にながめ、

「あのレゾが来てからなんです。──教えてください。あれは一体何者なんです？」




　しばし重い沈黙が落ちた。

　まさか──本当のことを言うわけにもいくまい。話してもおそらく信じてはくれまいし、信じてくれたらくれたで、いきなりパニックを起こすことうけあいである。

　だいいち、あの『レゾ』が本物なのかどうかさえ、はっきりしてはいないのだ。あたしの想像ではたぶん……

「これだけの悪意と憎ぞう悪お、ただの人間に出せるものではありません。『神フラ聖グ樹ーン』をこれだけのぺースで成長させ得るほどの悪意を心の中に抱えて生きるには、人間の精神の器うつわでは、とうてい足りるものではないはず……」

「──ま、白状するとオレたちも、あいつの正体はつかみかねているんだがな」

　いきなりかるい口調で言うガウリイ。

　確かに、うそではない。

　あれが本物なのか偽にせ物ものなのか、もし偽物だとしたら、何者が、何の目的で？

「ともあれ、あいつが何者だろうと、結局オレたちには、あいつと戦って勝つ以外の道はなさそうだし」

「まあ……たしかにそれはそうですけど……」

　釈然としない顔のシルフィール。

「とにかく戦うしか道がない以上、この状況下でまず第一の問題が──食料！」

　言うあたしに、苦笑するガウリイとゼルガデイス。

「……なあ……なんかおれたちってハズれてねぇか……」

「うん……」

　後ろの方では、問いかけるランツに、不ふ機き嫌げんな顔でエリスがうなずいている。

「食料なら心配ないと思います。もう少し奥の方に、たしかキノコが生えてましたから。あれは食べられるはずです」

「らっきー♡」

　シルフィールのことばに、あたしはさっそく立ち上がる。

「さて、それじゃあみんなでキノコ採りにでも……」

「おいおい、策さくを立てる方が先だと思うがな」

　いきなり水をさすゼルガディス。

「そう。まず最初に何をするべきか。それをはっきり決めとかないとな」

「私もそう思います。キノコは逃げたりしませんけど、レゾたちはいつやって来るかもわかりませんし」

「そういうこった。食うことばかり考えてんじゃねーぜ」

「緊張感、ってものがないわ」

　いきなり矢面に立たされて、鼻はな白じろむあたし。

「わ……わかったわよっ！……なによ、いきなりみんなで口をそろえて……それじゃあ今から、対策会議をはじめます。

　レゾの正体はわからない。町中みんな敵だらけ。誰かを偵てい察さつに出したところで、なにか重要な情報を得られる可能性はほとんどゼロ。かえって見つかる危険の方が大きい。

　かと言って逃げ出したのでは、何の解決にもならない。

　──さて、この状況下で、相手の出方を待つ、以外に、あたしたちのとれる作戦行動は、どんなものがあるでしょう？──はい、ゼルガディス」

「……え？……いや……そういうふうに言われると……」

「意見なし、ね。じゃあシルフィール」

「あ……えっと……あの……」

「同じく。それじゃあ……」

　あたしが名ざしするより早く、ランツとエリスはそろって首を横に振ふる。

　……ったく……

　残るはガウリイだけなのだが……

「それじゃあ……ガウリイ──は、どうせなんにも考えてないでしょ」

「あるぜ、意見は」

　自信に満ちた口調で言う。

　をををっ！

　一同は彼に注目する。

「どんな意見!?」

　たずねるあたしにガウリイは、びっ、と指を立ててみせる。

「みんなでキノコを採とりに行く」




　あたしは彼の顔面にケリを入れた。




「……ったく……なんであたしがこんなことしなきゃならないの……」

「たまに親切心おこしてついて来りゃあこれもんだ。やっぱ、首なんぞつっこまなきゃよかったかな……」

「狙ねらいすぎたのが失敗かな……しつこく追い回したあげくが、変なふうに巻き込まれて……」

「魔族だぜ、魔族。レッサー・デーモン一ダース以上も口先ひとつで自由にあやつれるような奴やつを相手にドンパチか……」

『……とほほ……』

「だぁぁぁっ！　やかましいっ！」

　あたしは叫んでその場に立ち上がる。

「ランツっ！　エリスっ！、交こう互ごにグチったあげくにハモって情けない声出さないのっ！　……ったく……！　キノコくらい黙だまって採りなさいっ！」

「だって……」

「なあ……」

　顔を見合わせ、ふたりは深々とうなずいた。

　こ……こひつらは……

　結局のところ、キノコ採りをする、ということに落ち着いて、一同はシルフィールの案内で、ここへやって来たのだった。

　ふつうの洞どう窟くつよりはいくぶん広くなってはいるが、ヒカリゴケの生えている量がいくぶん少なく、かえって薄うす暗ぐらく感じてしまう。

「しかし……情けねえことは確かだ」

　めずらしくグチるゼルガディス。

「まあ……戦士や僧そう侶りよや魔道士が、頭そろえてキノコ採り、というのは、あんまりさまになる構図じゃないですね……」

　ゆーうつそうに言うシルフィール。

「グチらないグチらない。……そうだ、ゼルガディス」

　キノコをつみながらあたしは言う。

「聞こうと思って忘れてたんだけど、ヴルムグンって……」

「……どうした？　エリス？」

「いや……今、変な虫が……」

「……ランツ。エリス。ちょっと静かにしててくれない？　いま大事な話をしてるんだから」

　あたしの言葉に、ふたりは顔を見合わせて、肩をすくめてふたたびキノコを採りはじめる。

　……ったく……

　気をとりなおし、ふたたびゼルガディスに問う。

「あの『レゾ』の部下に、ヴルムグン、って名の魔道士がいたでしょ。何か知らない？　あいつのこと」

　前にものべたが、彼はかつて、本物のレゾの下で動いていたことがある。それならば、あの魔道士の噂うわさくらいは聞いたこともあるだろう。

「ああ、あいつ、ね」

　うんざりとした口調で言う。

「知ってるの？」

「まあな……ということは、あんたも何度かあいつを倒たおしたのか？」

「……あんたも、って……」

「あれだろ、全然これといって特とく徴ちようのない……額に埋うめたルビーと名乗りがなけりゃあ、当人だとはわからない、ちゃんと倒したはずなのに、またまたひょっこり現われる……」

「……ってぇことは、あなたも何度かあいつを倒してるんだ……」

「五回……いや、六回か。一度なんぞは確かに死んだのを確認した上に、火フア炎イアー・球ボールで灰はいになるまで灼やきつくし、その灰をいくつかの壼つぼに入れてふたをして、川に流したり埋うめたりしたんだが……」

「……いや……なにもそこまでやんなくても……」

「あれだけしつこく生き返ってくれば、アンデッドじゃないか、と疑いたくもなるさ」

　なるほど。

『死アせンるデツ者ド』とひとことで言っても、ゾンビなんぞの低級なやつならとにかく、吸ヴア血ンパ鬼イアクラスのやつになってくると、ふつーに殺したくらいでは死なない。ゼルガディスが言ったくらいのことをやってようやく、復活しなくなる。

　それでも、ふたたび灰をすべて集めて、しかるべき儀ぎ式しきをとり行なってやればきちんと生きかえるというのだから、なかなかに元気な連中である。

　彼らを本当に滅ほろぼすには、僧侶の使う『浄化』系の呪じゆ文もんで昇しよう天てんさせてやるか、さもなくば魔族と同様、精　ア神スト世ラル界サイ面ド　から根本的に破は壊かいしてやるしかないのだが。

「けど、それだけやってもなお出てきたんでしょ？　あの魔道士」

「ああ。……で、実はな、おれがかつてレゾといっしょにいた頃ころ、奴が一度だけ、ヴルムグンの名を出したことがあった」

「へえ……」

「あれは確か、おれが何か大口をたたいた時だったと思うが……『うぬぼれるな、お前より魔道に長たけた者は、私の配下に二人はいる』と……」

「そのうち一人がヴルムグン、ね」

「ああ。言い方が気にくわなかったんでな。どれくらいの力がある、と聞いたんだが、教えちゃあくれなかった。……今にして思えば、レゾの奴、あのころから、おれがいつかはあいつを倒そうとしていることに気づいてたようなふしはあったな……」

「もう一人は？」

「名前も教えちゃあくれなかった」

「ふむふむ、なるほど」

　あたしは想像と連想を、頭の中でまとめ上げる。

「となるとあなた、この件以前に、ヴルムグンと直接出会ったことはないのね」

「まあな」

「──となると、あなたが今までに倒してきたヴルムグンが本物だとは限らないわけね」

　あたしにはようやく、あの魔道士の正体が見えはじめていた。

「──どういうことだ？　それは」

「つまり、よ、ヴルムグンの特徴と言えば、中肉中背の男の魔道士で、小さな町の古ふる着ぎ屋やでも手に入りそうなありきたりな黒マントで、フードを深々とかぶっている。そして額のルビー。

　あまりにも特徴というものがなさすぎるけど、逆に考えれば、わざと特徴を消しているんじゃないか、という疑いだってあるわけよ」

「ははあ、そういうことか」

　あたしの言おうとしていることを、ゼルガディスははや察したようである。

「つまり、ルビーか」

「そう、ルビーよ」

「……ぜんぜんわかんねーよ……」

　とーとつに、ランツの不満げな声がする。

　見ると一同、いつの間にやら、あたしたちの話に耳をかたむけている。

「あー、つまり、よ」

　あたしはコホン、とひとつセキをして、

「今まであたしたちが倒してきた『ヴルムグン』は、全部偽にせ物ものじゃないか、と思うのよ。額に埋め込まれたルビーで、どこかから本物に操られていた、ね……」




「……できるのか？　そんなこと……」

「できるわ」

　問うランツに、あたしはきっぱりと答える。

　傀く儡ぐつ、という術じゆつがある。

　黒くろ魔ま術じゆつの呪じゆ術じゆつなのだが、相手の身につけていた物を使って数日間の儀ぎ式しきを行ない、その相手をほぼ意のままに操あやつる、というものである。

　術者の集中が解とけてしばらくすれば、もとの状態にもどるのだが、ルビーか何かになんらかの方法で呪力を封ふうじ込こめ、額に埋め込んでやれば、そういうことも可能なのではないだろうか。

　レゾはかつて、ヴルムグンを評して『魔道に長たけた』と言ったそうだが、魔道に秀ひいでる、ということは、強力な攻撃呪文が使える、ということとイコールではない。

「あたしが最初にヴルムグンを名のる魔道士と戦った時──はっきし言って、三流魔道士、という以上の印象はなかったわ。それはおそらく、たとえ本物のヴルムグンがどれほどの魔道士だろうと、ルビーでコントロールしている人間の魔キヤ力パ容シ量テイを大きく越こえる力は出せないんじゃないか、と思うのよ。本物は、あちこちであたしたちにちょっかいをかけてくる『ヴルムグン』がすべて同一人物だと思わせるために、わざと『偽物』たちに、特徴のない姿をさせる……」

「──なら、本物のヴルムグンは？」

　尋たずねるエリス。

「……これはまだ、想像の段階なんだけど……本物のヴルムグンもまた、偽物たちをコントロールするため、体にルビーを埋め込んでるんじゃないかと思うのよ。

　──で、よ。あたし見たのよ。さっきの戦いで。

『レゾ』を名のる男の額に、何か赤いものがへばりついていたのを。

　──さて、死んだはずの『レゾ』の名をかたる男が一人。そして『ヴルムグン』の名を持つ、誰もその顔を知らない魔道士が一人。

　──単純に考えれば──」

「あれが本物のヴルムグン、か」

　言ったのは、単純男のガウリイだった。




「けどよ、何よりも考えなきゃあならねぇのは、だぜ」

　あたしの火か炎えん呪文でほどよく焼けたキノコをかじりながらに言うランツ。

「どうやってあいつらを倒すか、だ」

　淡あわい光の満ちる洞どう窟くつの中に、しばし、焼けたキノコの香かおりだけが漂ただよう。

　……確かに。

　あたしたちがやったことといえば、ヴルムグンの正体らしきものについて推すい察さつしたのと、キノコを採とったことくらいである。何もやってないに等しい、という説もある。

「問題は、だ」

　ゼルガディスは、ランツとエリスを横目で見ながらに言う。

「こいつらが一体どれくらいの戦力になるか、だ」

「……おい……」

　怒ど気きをはらんだ目で、ランツはゼルをにらみつける。

「おれたちが役立たずだとでも言いてぇのか」

「あたしはもともと役に立つつもりはないっ」

　エリスの方は、あわてて首を横に振ふる。

「今のままならな。もしも連中が魔族を主力に戦力を組めば、お前には対たい抗こうする手段がない。聞くが、さっきの戦いで、『自分は役に立った』と、胸を張って言う自信はあるか？」

　言われて沈黙するランツ。ゼルもなかなか辛しん辣らつなことを言う。

　確かに、あたしとゼルガディス、そしてシルフィールには魔法があるし、ガウリイには魔族を倒すことさえできる『光の剣』がある。が、しかし──

　ランツがさきほどの戦いで、結局何の戦果も上げられなかったというのは、つまりは彼が、魔族に対して有効な武器を持っていなかったのが原因なのである。

「だいじょーぶ。根こん性じようがあればなんとかなるっ！」

　あたしは落ち込む彼をなぐさめる。

「なるか。そんなもん」

「なんとかなるって。本当に。──知らなかったの？」

　あっさりと言ってのけるあたしに、疑いの目を向けるランツ。

「……本当かよ？……」

「ほんとだってば。そもそも魔族ってぇのは、根本的な部分が精アス神ト世ラ界ルの方に属してるわけ。それで、物理的に切ろうが燃やそうが、たいしたダメージにはならないのよ。

　まあ、人間が、殺し合いをやってる相手に悪口を言われたからって、それで死んだりしない、ってぇのと同じことなわけ。

　つまり、逆に言うなら、魔族を倒すには、その精神を破は壊かいしてやらなくっちゃあならないわけだけど……

　たとえば、魔族に剣が当たったその瞬間、『滅びろ！』と強く念じる。剣を介かいしたその意志の力が、魔族の精神力を上まわっていれば、すくなくともダメージは与あたえられるわ。

　銀の武器がゴーストなんぞにも有効だ、ってぇのは、銀ってやつが、ふつうの鉄なんかよりもはるかに人の『意志力』ってやつを伝えやすくできてるからなのよ。

　実際、ガウリイの持ってる『光の剣』だって、人の意志力とか、そういった『力』を増ぞう幅ふくして刃はをつくり上げる、ってものなんだし」

「……あ、そーなの？」

　ガウリイは、自分の腰に吊つるした剣を、あらためてしげしげと眺ながめまわす。

　……どーせこいつのことだから、『なんだかよくわからないけどスゴい剣』くらいのことしか思ってなかったんだろーけど……。

「つまりは……人の精神力を増幅させる何かがあればいいんですね」

　ぱちん、と両手を打ち鳴らし、いきなり横から口をはさむシルフィール。

「まあ……ひらたく言えばそういうことだけど」

「それならたぶん、なんとかなると思います」

「なんとか……なるって!?」

　がぜん色めき立つランツ。

「ええ。昔、この『神フラ聖グ樹ーン』の中から発見された剣、というのがあるんです。この樹の分身、と言われる神刀で、『神フラ聖グ樹ーン』と常に共鳴していて、持つ者の精神を浄化し、増幅する能力がある、と言われています。町の神殿に奉ほう納のうされていたんですが……」

「なくなったの!?」

「いえ、私が小さい頃、面白半分に持ち出して、この洞どう窟くつの奥のほうにかくしてしまったんです」

　おいおい……

「それって……ひょっとして、町中おおさわぎになんなかった？」

「なりましたよ」

　さらりと彼女は言ってのける。

「けどまあ当時は、大人たちがなんでこんなに騒さわいでいるのか、さっぱりわかりませんでしたし、それに結局、こうして役に立ちそうですし。

　なにぶん、子供のやったことですから」

　……どーやらこの人も、なかなかいい性格をしているようである。言葉づかいとものごしに、ついつい騙だまされてたけれど……

「おしっ、それじゃあここはひとつ、みんなでそいつ、取りに行きましょか！」

「それはやめた方がいいと思います」

　立ち上がり、勢い込んで言うあたしに、あっさり水さすシルフィール。

　……盛もり上がりのない奴やつである。

「狭せまく枝道が多い上に、ここみたいに光ゴケもあまり生えてはいませんから、歩きやすい場所ではないんです。おおぜいで行って、もしも何かがあったら、たぶんちりぢりになってしまうでしょうし……私はもちろん行かなければ話になりませんが、あと一人──そうですね、ガウリイさま、いっしょに来ていただけますか？　他のかたはここで待機、ということで……」

「オレ、か？」

　ガウリイは、なぜかちらり、とあたしの方を見る。

　どうやらシルフィール、彼に気があるようだが……

　へんなしゅみ。
















「ともあれ、出かけることにしましょうか。こういうことは早いめのほうがいいでしょう」

　言って立ち上がるシルフィール。ガウリイも、あまり気のりのしない表情で、よっこらしょ、と立ち上がり、となりに座るあたしの肩にポン、と手を置き、

「いいか、オレのいない間、メチャなことをするんじゃねーぞ」

「だいじょうぶだって。あたしを信じて」

「信じてロクな目にあった覚えがないからなァ……」

　…………

「まあ、とにかくちょっと行ってくる。なるべく早く帰ってくるからな」

　ガウリイはあたしに無器用なウインクを送り、シルフィールのあとについて行く。

　──二人の背を見送り、残ったキノコをたいらげると、あたしたちはいきなりやることがなくなった。

「……で、これからどうする？　あたしたちの方は」

　あぐらをかきながらエリスが言う。

「そ……そーだなー……」

　彼女の脚あしにちらり、ちらりと目をやりながら、ランツは何やら深く考えるふりをしている。

「考えるまでもない。待つしかないだろう。おれたちが勝手に今動いておかしなことにでもなったら、それこそ取り返しがつかん」

　ミもフタもなく言うゼルガディス。

「しかしよォ、せめて何か作戦でも考えとくとか……」

「さっきリナが言ったように、今のおれたちには、敵の出方を待つ、という消極策しか取りようがない。あの『レゾ』がおれたち三人の賞金首に、生きたまま、という条件をつけたのは、おそらく自分の手でおれたちを倒したかったから、だろう。となれば、必ず奴はやって来る。町の人間の邪じや魔まが入らないよう、たぶん、ごく少数の部下だけをつれて。

　今こちらから動くのは、単なる徒と労ろうだ」

「まあ、ただ待ってるだけ、ってのは退たい屈くつでしかたない、って言うなら、一応やることはあるけどね」

「何だ？」

　尋たずねるランツにあたしはびっ、と指を一本おっ立てる。

「キノコ採とり」




「……『やることはある』なんて言うから、一体何かと思えば……」

「キノコ採り、ときたもんだ」

　エリスとランツは交互にこぼす。

　あたしといっしょにキノコを採りながら、

「うっさいわねぇ。食料は多く確保しといた方がいいに決まってるでしょーが。それに、キノコ採りがいやなら、ゼルガディスみたいに最初から断わればよかったのよ！」

「だって……」

「退屈してるよりゃあちっとはマシかと思ったんだが……」

「やっぱりつまんない」

「……と、いうわけで、おれたちゃフケるから」

「一人でがんばってキノコ採って」

　言うなり二人ですたすたと、もと来た方へと去って行く。

　………………

「ふ……ふんっ！　何よ何よ何なのよ、あれはっ！　ひとがせっかく、いっしょにキノコ採ろーね、って言ってるものをっ！……こーなったら、あいつらにはこのキノコわけてやんないんだからっ！」

　あたしはぶつぶつつぶやきながら、それでもキノコを採る手を休めない。

　意地汚きたないと言うなかれ。栄養が必要な年ごろなのだ。

　あたしはひたすらえんえんと、グチりながらに手を動かす。

「まあったく、若いもんがいちゃいちゃと！……あたしも若いけど……あれ？」

　あたしは背後に気配を感じてふり返る。

「ランツ！」

　あたしは思わず、声を上げて立ち上がる。カゴがわりのマントから、採ったキノコがバラリ、と地面にこぼれ落ちる。

　彼は、よたよたとした足どりで、壁かべで体を支えながら立っている。ケガでもしたのか、左手で、左目から額をおおい、苦痛の表情を浮かべている。

「どうしたの!?」

　あたしはあわててかけ寄った。背中を、何とも言えない嫌いやな予感が走り抜ける。

「やつら……だ……」

　つぶやくような声で言う。

「どこに!?」

　思わず身をのり出すあたし。

　その瞬間──

　ふたたび背中を、妙みような予感が走り抜ける。

　意識せず、あたしは一歩身を引いた。

　──！──

　熱い衝撃が、あたしの腹部──ちょうどおへそのすぐ左のあたりを襲おそう！

　──な……何を！

　あわてて身を引き、壁に背中をもたせかけ、言おうとしてあたしは絶句する。

　血のついたナイフを片手に、うす笑いを浮かべるランツの額に、赤くかがやくルビーをみとめて。

「ここに、さ」

　声は反対がわからした。

　いつの間にまわりこんだのか、やはり額──バンダナのすぐ下にルビーを埋うめこまれたエリスが、ランツと同じ笑えみを浮かべて立っている。

　その手にはやはり、大ぶりのナイフ。

「このヴルムグンが、な」

　ランツは笑いながらに言う。

　──あたしの腹につけられた傷は、いまや耐たえがたいまでに熱くうずいている。

　どうやら血は、止まりそうになかった……




「ひゅっ！」

　切りかかるランツの一撃を、あたしは軽いステップでかわし……たつもりだった。

　たたんっ、とたたらを踏ふむあたし。攻こう撃げきはかわしたものの、傷のダメージは思った以上に深いらしく、その影えい響きようがマトモに出てきている。

　──これは、とっととケリをつけないと、じょーだん抜きにヤバい。

　と言っても、操あやつられているだけのものを倒してしまうわけにもいかない。

　じわり、と詰つめ寄るふたりに油断なく視線を送りながら、あたしは口の中で小さく、『眠スリーりピング』の呪じゆ文もんをとなえはじめる。

「させるかっ！」

　再びとびかかってくるランツ。なんとかこれもかわしたものの、呪文は一時中断である。ふたたび唱となえはじめようとしたその時──

　ごふっ……！

　熱い固まりが、喉のどの奥からこみ上げてくる。

　……まずい……マジで……

「どうやらここまでのようだな」

　エリスはうすい笑みを浮かべて言う。

「傷ははらわたにまで届とどいていたか。血を吐はくようでは、呪文も唱えられまい」

　や……やかましいっ！

　あたしは心の中で叫ぶ。ここで気力を失えば、それで間違いなくジ・エンドである。

　左手で、腰の後ろにさしたショート・ソードを鞘さやごと抜き取る。余裕の足取りで近づくランツに、あたしはひたすらそれを振り回す。

「ぐっ！」

　腕に走った小さな痛みに、思わず一瞬手がゆるみ、剣がすっぽ抜ける。

　それはランツのとなりをかすめ、洞どう窟くつの奥で、硬かたい音を響ひびかせた。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ、リナ＝インバース。おとなしく討うたれるがいい。このヴルムグンにな」

　あたしの剣を持つ腕に石つぶてをぶつけたエリスは、悠ゆう然ぜんとナイフを構えると、ゆっくりと、こちらに向かって歩みを進める。

　一歩、じわり、と後あと退じさり……

　瞬間、くたっ、と足がもつれる。

　まともにバランスを崩くずし、後ろ向きに倒れるあたし。

　──たてなおせないっ！

　思った瞬間。

　意識が暗転した。




　気がつくと、明るい光の中にいた。

　あたしのまわりを、いくつもの影かげがとり囲み、なにやら口々にわめいている。

　……うっさいなァ……

　つぶやこうとして、あたしは小さくせき込んだ。

　影かげのひとつがあたしの顔をのぞきこみ、何かを言う。

　なぜか意味はわかる。どうやら、しゃべるな、と言われたようである。

　その時はじめてあたしは、自分の目の焦しよう点てんが合っていないことに気がついた。

　しばし目を閉じ、ややあって、ゆっくりとまぶたを開く。

　白い光を背にした影が、徐じよ々じよにその輪りん郭かくをととのえていく。

　……シルフィール？

　彼女は瞳を閉じたまま、一心に呪文をとなえている。

『復リザレ活クシヨン』の呪文である。

　──と言ってもこの呪文、その名の通り、死んだ人間を復活させるわけではない。死は、あくまでも死なのだ。

　これより数段レベルの低い術に『治リカ癒バリイ』というのがあるが、これは僧そう侶りよならば言うまでもなく、旅をしている魔道士ならば、たいていの者が使えるし、戦士や吟ぎん遊ゆう詩人、はては旅商人の間にも、この術じゆつがつかえるものは多くいる。教会に行ってちょっとばかしの寄付をして、司祭のおっちゃんに頼たのみこめば、これくらいの術は教えてくれる、実際あたしも、この術は使えるのだが……

　いかんせんこの術、ケガをした人間の生体活動を活発化し、治ち癒ゆ能力を一時的に高めるだけのものなので、結局はケガ人自身の体力勝負、ということになる。

　一方シルフィールが今やっているのは、周囲にあるものの『気』や力をとり込んで、術者を仲ちゆう介かいしてけが人の体内に送り込んでやるのである。

　これならば、けが人自身は全く体力を消しよう耗もうせずに傷を治なおすことができるし、高いレベルの術者に別の呪文とかけ合わせで使ってもらえば、切り落とされた手や足を再生することさえ可能である。

　……しかし、こんな術をかけられているところからすると、あたしはどうやら、かなり危あぶない状態だったようである。

「気がついたか、リナ？　だいじょうぶか？　どこかまだ痛まないか？」

　えらくとり乱したようすで声をかけてきたのは、自じ称しようあたしの『保護者』のガウリイくんである。

　あたしはこくん、と小さくうなずいてみせる。

　その後ろでは、ゼルガディスが、静かにあたしを見守っている。

　さらに後ろにランツとエリス。ふたりの額には、もはやルビーの姿はない。

　ランツは今にも泣き出しそうな表情で、エリスはまともにおちこんだ顔を見せて。
















　……事情のほどはよくわからないにせよ、ともあれどうやら、助かったことだけは確かなようである。

「あんたたちが行ってしばらくして、一度だけ、剣の触ふれあうような音がしてな」

　ゼルガディスはあたしを見ながら静かな声で語る。

「はじめは気のせいか、とも思ったんだが、なんとはなしに胸むな騒さわぎがして行ってみたら、あの二人が額にルビー貼はりつけて、倒れたあんたを襲おそってる。あわてて二人をはり倒して、とりあえず身動きのできないように縛しばったはいいが、あんたはかなりの重じゆう症しようだ。一人でとほうに暮くれてるところに、ガウリイとシルフィールが、思ったより早く帰って来た、ってわけさ」

　どうやらあたしがほうり出した剣の音が洞どう窟くつ内にこだまして、それがゼルを呼んだようである。

　……あれ？　でも、そうすると……？

　まさか……ひょっとして……

「……なんでもランツとエリスの話では、いきなり睡すい魔まに襲われて……それから、シルフィールに額のルビーを解かい呪じゆして取りのぞいてもらうまでの覚えは全くないそうだ」

「……心配したんだぞ……」

　優しい声で言うガウリイ。

「……ん……」

　あたしは小さく笑ってみせる。

「……すまねえ……」

　悲痛な声で言ったのは、後ろに控ひかえるランツ君である。

　あたしはほほえみながらに、手をぱたぱたと振ふってみせる。

　悪いのは彼ではない。すべては彼の額にルビーを埋め込み、操っていたヴルムグンが元げん凶きようなのだから。

　シルフィールを除く全員がしばし沈ちん黙もくし、彼女の唱となえる呪じゆ文もんだけが、韻いん々いんと洞窟の内に流れていく。

　とくにやることもなく、なんとはなしに視線を巡めぐらせていると、ガウリイの手にした一本の剣が目についた。

「──その……剣が……？」

　なんとはなしに、言葉が唇からすべり出す。

「どうやら、話ができるくらいには回復したようね」

　呪文を一時中断し、ひと息つきながら言うシルフィール。

「けど、なるべくおしゃべりは控えてね。

　あの剣……そう、あれがこの『神フラ聖グ樹ーン』の中から生まれたという剣です。『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』と私たちは呼んでいましたけれど……」

「説明はあとにしてくれ」

　変わらぬ口調で言うゼルガディス。

「とりあえず、リナを回復させるのが先だ。動けるようになったら、急いでこの場所を離はなれる。ヴルムグンに居場所を知られた以上、やつらの仲間がやって来るのは時間の問題だ」

「──いや、それは困ります」

　遠くで声が響ひびいた。

　洞窟の反はん響きようで声がこもってはいるが、あれは──『レゾ』！

「聞こえるでしょう。こちらも、あなたたちの声は聞こえるのですがね、音が反響して、一体どこから聞こえてくるのか──

　面めん倒どうですから、そこまで通路を作ります。危ないですから注意してくださいよ」

　言ってしばし沈黙。

「ふせろっ！」

　本能的に何かを察して叫ぶガウリイ。

　皆がいっせいに身を伏ふせたその瞬間──

　ヒカリゴケなどよりはるかに強きよう烈れつな閃せん光こうが、あたしたちのいるドーム状の部屋を貫つらぬいた。

　……やっぱり……

　あたしはこの時、確信した。




　顔を上げた時、あたしたちのすぐそばには、大の大おと人なが──いや、サイクロプスさえ立ったまま通れるほどの大おお穴あながあいていた。

　それを見るなり立ち上がるガウリイ。

「ランツ」

　言って『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』を、彼に向かってほうり投げる。

「…………？」

「行ってくる。リナを守ってやってくれ」

　ランツはしばし、彼の顔を見上げていたが、やがて力強くうなずいた。

「……必ず……」

「──さて、行くとするか、ガウリイさんよ」

　釣りにでも誘さそうかのような口調で言うゼルガディス。

　得え物もののブロード・ソードを抜き身のままにぶら下げて、くるり、ときびすをかえし、無造作に、たった今あいたばかりの穴に向かって歩みを進める。

「じゃあな」

　ふりむきもせずに、あいている方の手を上げて、あたしたちにあいさつをする。

「さて……と、ひとがんばりするか」

　並ならんで歩きだすガウリイ。

　穴の口からいきなりわいて出たトロルを、ガウリイは一刀のもとに斬きり倒たおし、ゼルの攻撃魔法が別の一匹をうち砕くだく。

　そして二人は──穴の奥へと消えて行った。

　剣けん戟げきの音と爆ばく音おんが、徐々に遠ざかって行った。

「……シルフィールさん」

　ランツが言う。

「リナに呪文を。動けるようになったら、おれたちも出る」

　彼女はこくり、とうなずいて、

「もう少しかかります。待っていてください」

「……あ、そうだ」

　次に声を上げたのはエリスだった。

「悪いけどあたし、今のうちに逃げさせてもらうわね。いても足手まといになりそうだし……」

「エリス！」

　腰を浮かしかけた彼女を、強い口調で引きとめたのは、ほかならぬこのあたしだった。

「今はだめ。かえって巻き込まれる危険があるわ」

「で……でも……」

「だめよ」

　あたしはぴしゃりと言い放はなつ。

「ま、ここはリナの言い分が正しいぜ」

　ランツがあたしのかたを持ち、彼女はあきらめてふたたびしゃがみこむ。

　あたしはため息をひとつつき、ガウリイとゼルガディスとが出て行った、深い穴へと視線を移す。

「……無事だといいけど……あの二人……」

「──それよりも、自分の心配をした方がいいと思いますがね」

　聞こえる声に、ふり向く一同。

　そこには黒衣の男が一人。

　──ヴィゼア。




「悪いが、今のうちにかたをつけさせてもらいますよ」

「そ……そうは……させ……」

　あたしはなんとか身を起こそうとするのだが、いかんせん、強すぎる脱だつ力りよく感かんのせいで、体がほとんど言うことをきかない。

　痛みの方は、完全に消えたというのに……

「だめです、まだ」

　あたしを抑おさえるシルフィール。

「……ランツ……ごめん、すこしだけ時間をかせいで。おねがい。せめてあたしが回復するまで……」

「──いいや……」

　彼は片手に『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』をぶら下げたまま、ゆらり、とその場に立ち上がる。

　めずらしく、瞳の奥に固い決意の光をたたえて。

「あんたに手間はかけさせねえ。でっけえ借りも作っちまったし……それに兄キとの約束もある。こいつは……」

　彼は剣をかまえると、きっぱりと言い放った。

「おれが倒す」














　四、死し霊りよう都市　ただ風だけが吹き抜ける……






「ほう、たいした自信ですな」

　まるっきり見下した調子で言うヴィゼア。たかが人間の戦士ふぜいに負けるはずがない、という自信がにじみ出ている。

「ランツ！」

　あたしは声を上げる。

「そいつが油断している瞬しゆん間かんを狙ねらって、『気』をたたき込むのよ！　そうすれば、かなり楽に倒せるはずよ！」

「ふぅむ……適切なアドバイスですな……ナンセンスですが……」

　やかまひい。笑うな。

　それはこちらだってわかっている。不意をうたれればとにかくとして、まっ正面から戦いを挑いどまれて、その最中に気を抜くばかはいないだろう。

　と、いうことはつまり、『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』を介かいしたランツの意志力が、ヴィゼアの精神防御力を上回らない限り、彼は勝てない、という公式が成り立つのだが……

　おせじもミもフタもなしに言ってしまえば、ランツの意志力は弱い。

　もちろん、ふつーの暮くらしを送っている人たちにくらべれば別の話ではあるが、『一流以上』と分類できる戦士たちの中では、『とくに弱い』部類におそらく属するだろう。

『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』のレベルが一体どの程度のものなのかは知らないが、その力を借りてなおかつ、ヴィゼアの防御を上回ることができなければ……

「あなたには私は倒せません。どうあがいたところで、ね」

「さぁて、そうかな」

　口もとに、ランツは太い笑みを浮かべる。

「かかって来なさい。私はあなたをさっさと倒して、残りも片づけなければいけないんですからね」

「それじゃあ……お言葉に甘あまえてっ！」

　ランツが疾はしる。

　ヴィゼアの顔の右半面から、伸びる無数の白い鞭むち。

「ちいっ！」

『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』が一いつ閃せんし、そのほとんどをなぎ払う。

　そしてランツは魔族に迫せまる！

「ほぉう！」

　ヴィゼアは高々ととび上がり、ひたり、と天てん井じようにはりついた。さながら巨大な蜘蛛のように。

「どうやら少し、甘く見ていたようだ……思ったよりも面おも白しろくしてくれそうですね」

「面白いことにはならねえと思うがな……あんたにとっちゃあ……」

「そうかな？」

　ぶわり、とヴィゼアが、のしかかるようにランツめがけてとび降りる。顔面から、白い鞭を無数に解き放ちながら。

「どわっ！」

　たまらず後こう退たいするランツ。

　ヴィゼアの肉の触しよく手しゆは大地を深々と貫つらぬき、つづいて本体が着地する。

「ちくしょう！　イタチごっこだぜ、これじゃあ！」

「……そうでもないですよ」

　言ったそのとたん──

　ランツの足下の地面が裂さける！

「なぁにっ!?」

　地中を這はい進んだ魔族の触手である。

　真下から出現した無数の触手に、ランツはあわてて大きく跳とぶ。

　しかしそのうち一本が、彼のふくらはぎを貫いた。

「あぐぅっ！」

　あわててそれを剣で切りおとす彼。しかし切りおとされてなお、触手はランツの肉の中にもぐり込もうとあがいている。

「このやろうっ！　くたばっちまえっ！」

　半ばパニックに陥おちいりながら、彼は『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』をふるう。

　それが触れたその瞬間、彼の足につき刺ささっていた触手は、いやな音を立てて蒸じよう発はつする。

　彼の意志力が、上がってきているのだ。

　これならあるいは──ヴィゼアも──

「どうしました？　苦労していますね」

　ヴィゼアが言ったそのとたん、ランツの横手の壁かべをつき破り、無数の触手が伸のびてくる。

　それをかたっ端ぱしから、剣でぶち切り落すランツ。

　……しかしどーでもいいことだけど、このヴィゼアの攻撃パターン、はたで見ていると気色悪いことおびただしい。しばらくパスタが食べられなくなる。

「くっ!?」

　唐とう突とつに、ランツの動きが停止した。剣を持つ右手が、じわり、じわりと魔族の方を指す。

　見ればいつの間にやら、彼の手にした『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』に、一本の細い紐ひもがからみついている。

　ヴィゼアの顔の右から伸びた、白い触手が。

「あまり遊んでもいられないのでね。とりあえずその、目ざわりな剣を始末させてもらいますよ」

　言うなり、洞どう窟くつの中に、ちいさなきしみ音がひびいた。

　この『神フラ聖グ樹ーン』自体がきしんで音を立てているのである。

　ヴィゼアは一瞬、いぶかしげな表情を浮かべてあたりに目をやったが、すぐさま視線をランツに戻す。

「……なかなかに……丈じよう夫ぶな剣ですね……並みの魔法剣なら、この触手一本で楽にへし折れるんですがね……」

　折れるわけがない。

　シルフィールが説明したように、あの剣は、この『神フラ聖グ樹ーン』と同調しているのである。

　あれを折るには、この木をへし折るだけのパワーが必要なのだ。いくら魔族と言ったところで、ヴィゼアにそこまでの力があるわけはない。

「しかし……折れないとなれば奪うばうまで」

　ぐんっ！　と白い触手がしなる。

　ランツはちいさなうめき声を上げ、数歩たたらを踏ふみながらも、なんとか引き倒されるのだけは防いだ。

　しかし、その足がすこしずつ、ヴィゼアの方に近づいていく。

　たった一本の触手が、剣を、そしてふんばったランツを引きずっているのだ。

「くっ……そぉぉっ！」

　瞬間、ランツは剣を握にぎった手を離はなす。反動で魔族は後ろにつんのめる。

「なっ……」

　同時に前に突つっ込こんで、一度は取られた剣を、ゆるんだ触手から抜きとると、そのまま魔族の内うち懐ぶところにとび込んだ。




　ドッ！




『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』がヴィゼアの腹をまともに貫つらぬく。

「くたばれぇっ！」

　ランツの叫びと、続いてヴィゼアの絶叫が、洞窟の中にこだました。




「ぐ……うおおおっ……」

　ゆっくりと、ヴィゼアの右手がふり上げられる。

　今の攻撃に耐たえた!!

「……くそっ！　抜けろっ！　抜けやがれっ！」

　ランツは必死で、魔族の腹を貫いた剣を抜こうとあがいている。

　ふり上げられたヴィゼアの右手がぴくん、と小さく動いたその瞬間──

「ちくしょうっ！　くたばっちまえってんだ！」

　ランツの二度目の叫びがひびく。

「がっ！」

　身をのけぞらせるヴィゼア。

　ランツはあわててとび退しさる。剣を魔族の腹に残したそのままで。

「ぐ……ふぅーっ……はぁーっ……」

　それは荒あらい息をつきながら、にいっ、と凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべる。

「効きいた……いまのはこたえましたな……」

　よろり、とランツの方に歩みを進める。

　気け圧おされてか、じわり、と彼は後こう退たいする。

　魔族は両の手をひろげ、腹に刺ささったままの剣を、ランツの目の前につきつける。

「忘れものですよ……ほら、取りにきたらどうです？」

　すこしずつ、ヴィゼアに圧されるかたちで彼はさがっていく。

「……さあ……どうしました……？」

　ゆっくりと、間合いを詰つめていくヴィゼア。

『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』なしでは、とてもではないがランツに勝ち目などはない。それを承知で、魔族は彼を誘さそっているのだ。

　ランツに残された方法は唯ゆい一いつ、ヴィゼアに突き刺さったままの剣に触ふれ、魔族に『気』を叩たたき込こむことのみ、と踏ふんだヴィゼアは、ランツの突っ込んできたその時に勝負をかけているのだ。

『気』をたたき込む前に、ヴィゼアの攻撃をくらえば彼の負け。彼の『気』に、もしもヴィゼアがもちこたえても結果は同じ。

　どう考えても、えらく分の悪い戦いである。

　どんっ、とランツの背が壁に当たった。

　ヒカリゴケにおおわれた、『神フラ聖グ樹ーン』の、巨大な根だか幹だかの内側である。当たったひょうしに、光る胞子が宙に舞う。

「さあ！　来なさい！」

　ヴィゼアが、喜き悦えつにも似た叫びを上げたその瞬間──

「くたばれ！　化け物っ！」

　ランツが吠ほえた。

　同時に──

　魔族の腹が、大きくはじけて飛び散った。




「──お……？──」

　わが身に起こったできごとさえも、理解できぬまま地面に崩くずれ落ちるヴィゼア。

　キズ口から血のかわりに、粉チーズのような色をした黄色い粉をまき散らしながら、やがてぴくりとも動かなくなる。

　ざあっ。

　小さな羽虫の群れが飛び交うような音と同時に、その肉体は完全に散り崩れる。

　あとに『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』だけを残して。

　ランツは『気』を『神フラ聖グ樹ーン』に叩たたき込こみ、それに同調した剣が、一瞬の油断を見せたヴィゼアをあえなく打ち砕くだいたのだ。

　あたしはちらり、と視線を移す。

「……どうしたの？　エリス。ぼーぜんとしちゃって」

　我ながら、人のわるい質問である。

「……あ……え？……い、いや……魔族って、死ぬとあんな風になるんだな、と思って……」

　思ったとおり、彼女は面くらった調子で答えた。




「はっ！」

　ガウリイの『光の剣』が一閃し、ブラス・デーモンの一匹を両断する。

　すでに戦いには、あらかた決着がついていた。

『レゾ』が『神フラ聖グ樹ーン』に開けた穴あなを出たところ──サイラーグのまっただ中である。

　木のまわりは、かなり大きな広場になっている。

　すこし離れて大小さまざまな家が立ち並び、そこにはこちらをうかがう、かなりの数の見物人の姿が見える。

　眺ながめるだけなのだから、気楽なもんである。

　こちとらとことんたいへんだとゆーのに。

「……ゆるさんぞ……お前たち……」

　ゆらり、と、宙に浮かんだままのラハニムが、ゼルガディスヘと照準を合わせる。

「気をつけろ！　ゼルガディス！」

　ガウリイの声と同時に、ラハニムの姿がかき消える。

「！」

　本能的に身をかわすゼルガディス。颶ぐ風ふうが彼の頬ほおをなぜる。

「……ほう……」

　彼は面おも白しろそうに、ぺろり、と舌なめずりをする。

　岩でできているはずの彼の頬が浅く切れ、赤い血が流れ出していた。

「オレたちもそいつにゃ苦労させられたんだ！　注意しろ！」

　ガウリイのことばに、彼はあきれたような顔をする。

「苦労……って、あんたとリナが、この程度の相手にか？」

「この程度……って、とてもじゃないが狙ねらって斬きれるスピードじゃないだろうが！」

「そうだが……おれならあっさり倒せるぜ」

　豪ごう語ごし、宙に浮かんだラハニムの方に、まっこうから剣をつきつける。

「来いよ。サカナ野郎。おれが料理してやるぜ」

「……やれるものなら……やってみるがいい……」

　ぴくり、と魚人の尾が動き、その姿がふたたびかき消える。

　同時に動くゼルガディス。剣をま上に構えると、体重を前にかけながら、腰を落として身を低くする。

　──あ。そーいやそのテがあったっけ。

　どんっ！

　低い衝撃音と同時に、ゼルガディスの体がうしろに大きくつんのめる。

　そのさらに後ろの地面に落ちるラハニム。

　きれいに二枚におろされて。

　確かに魚人のスピードは、並なみ尋じん常じようのものではなかったが、いかんせん、対応力がそれについていっていなかった。

　それゆえに、相手の姿が消えたその瞬間に身をかわせば、なんとかその攻撃はかわせたわけだが……

　そのスピードと対応力のアンバランスゆえに、ラハニムは、軌き道どう上に構えられたゼルガディスの刃やいばをかわすことができなかったのだ。

　……早い話が自じ滅めつである。

　考えてみれば、とことんまぬけな話である。

「な」

　言うゼルガディス。ガウリイの目は点になっている。

「──よお、傷はもういいのか？」

　いつから気づいていたのか、ゼルガディスはあたしたちに向かって手を振ふってみせる。

「はあい」

　あたしも元気に手をふり返す。

「リナ！」

　ガウリイが、やっとこちらの存在に気づく。

「きずはもうだいじょうぶなのか？」

「うん。完かん璧ぺきよ！」

　あたしはこくり、とうなずいてみせる。

「いつから見物していた？」

　苦笑しながら言うゼルガディス。

「あなたと魚ラハ人ニムの対決の、頭のところからよ」

　ランツが洞どう窟くつの中で魔族との死し闘とうに決着をつけたあのあと。

　まもなくあたしは完治し、続いてランツのけがも直して出てきたのである。

　あたしとランツ、シルフィールと、そしてエリスは二人の方に歩いていく。

「またヴルムグンが出てきたんだがな……倒しといたぜ。となれば残るはあの、ヴィゼアとかいう魔族と……」

「あ、あいつはランツが倒してくれた」

「ランツが!?」

　同時に驚きの声を上げる二人。

　ランツはびっ、と親指を立て、二人にウインクをひとつ送る。

「さて……残るは……」

　ゼルガディスは、累るい々るいたる、狂バー戦サー士カーだのトロルだのの死体の向こう、飄ひよう々ひようと佇たたずむ赤い影かげに視線を送る。

「あいつ……か……」

　呻うめくかのようにつぶやくガウリイ。

　あたしはショート・ソードをこっそり引き抜き、静かに彼女の背中に押しつける。

「いえ……茶番劇はそろそろおしまいにしましょう。……ねえ、エリス＝ヴルムグン……」




「なにぃっ!?」

「どういうことだ!?　リナ!?」

　一同、二人に注目する。

「──いつ、わかった？」

　あくまでシラを切り通すかと思いきや、彼女はいともあっさりと、あたしの言葉を肯こう定ていする。

　よどみのない動きで、腰のナイフに手を伸ばし──

「動かない方がいいわよ」

　忠告を平然と無視し、ナイフをさやごと外して、いとも無む造ぞう作さにほうり投げる。

　これでは、こちらの方が拍ひよう子し抜ぬけである。

「ゼルガディス、『レゾ』の方を見てて。もしもおかしな様子を見せたらすぐに合図してちょうだい。

　さて──と。

　はじめにあなたを怪あやしいと思ったのは、洞窟の中であなたとランツに襲おそわれた時よ」

「ほう、どうしてまた？」

　彼女は完全に開き直ったか、両手をポケットに突つっ込こんだまま、ゆっくりとこちらをふりむいた。

「あの時、あたしの手からすっぽ抜けた剣のぶつかる音を聞いて、ゼルガディスが助けにかけつけてくれた。けど、なぜヴルムグンは、あたしを助けに来た彼に足止めをしなかったのか？　二人に『眠スリーりピング』の術じゆつをかけ、額にルビーを埋うめ込こんだ以上、かならずそこにいるはずなのに。そうすれば、あたしはとどめを刺さされていたはずよ。

　なにも正面きって戦うことはない。攻こう撃げき呪じゆ文もんのひとつも遠くから飛ばしてやるだけで、確実に彼の動きを抑えることはできたはず。

　ならば答えはひとつ。ヴルムグンは、二人にルビーを取り付けるときにはそこにいたが、ゼルが来たときにはいなかった。

　別の通路からどこかへ行ったか、でなければ二人のうちどちらかがそうだ、ということになる。で、ランツのことは以前から知ってるし……」

「ここは、ね」

　言って彼女は左手で眉間──彼女にコントロール・ルビーが埋まっていた場所を指さして、

「ポイントが違うのよ。ここにルビーが埋まっても、全く何の影えい響きようもない。ランツくんみたいに、もう少し上に埋め込まないと。ゼルガディスに対するカムフラージュのつもりで自分にも埋めて、コントロールされたふりをしたつもりだったんだけどね……

　送信用のルビーは体の中にうめこんであるから、これを取る時、たとえバンダナを外はずされても見つかるおそれはなかったし……

　──しかしそいつ、あたしがすぐ隣で小さく『眠スリーりピング』の呪文を唱となえていても全く気づかないんだから……まぬけと言うか何と言うか……」

「なにぃっ！」

　食ってかかるランツを全く無視し、彼女はあたしに問いかける。

「で、あたしへの疑いを確信したのは？」

「『レゾ』が、『神フラ聖グ樹ーン』を魔法でぶち抜いた時。もしもヴルムグンが洞どう窟くつの中であたしたちを見つけ、ふたたび外に出たのならば、もう一度あたしたちのもとに『レゾ』たちを案内できたはず。それにあの狙ねらいはあまりにも正確すぎた。あの曲がりくねった、音の反はん響きようする洞窟で、あそこまで正確なことはできないはずよ。

　誰か、こちら側に、『レゾ』と意識を同調させられる者でもいない以上はね」

　あたしはあいている方の手で、なおも静かに佇たたずむ赤あか法ほう師しを指さした。

「──あなたがやはり額にルビーを埋め込んで操っているんでしょう？　あの、赤法師レゾのコピーを」




　エリスはどういうつもりなのか、ただ黙だまって笑えみを浮かべているだけである。

　あたしはさらに言いつのる。

「考えてみれば、ほかにもおかしなことはあったわ。蜘く蛛も男があなたを狙った時、やたらと『ヴルムグン』があなたをかばったし……

　おそらくあなたは、仲間にさえも、自分の正体を知らせてはいなかったんでしょうね」

「まあ、エリシエル＝ヴルムグンの名では、人が集まらないからね」

　ふてぶてしい笑みを浮かべながら、

「そこであのでくのぼうにルビーを埋め込み、レゾ様の名をなのって手て駒ごまを集めた」

　言ってちらり、と『レゾ』の方に、憎悪にも似たまなざしを向ける。

「レゾ様のお目が不自由だったことは知っているだろう？　あれは、その目を治ち療りようする魔法の実験台として作られた、レゾ様のコピー・ホムンクルス。魔キヤ力パ容シ量テイは確かに大きいけれど、あたしが動かしてでもやらない限り何もできない、意志を持たない能なしよ。

　けれど、いくら仲間を集めたところで、あんたたちに身軽にちょこまかと逃げられたんではたまったもんじゃない。そこであたしも、ただの賞金稼かせぎのふりをして、たまたま最初に見つけたゼルガディスのあとを尾つけまわした。

　……森の中で、いきなり当て身をくらわされて、あんたたちといっしょになってしまったのは、大きな誤ご算さんだったけど……

　あの時、そのガウリイとかいう男に捕つかまらなければ、あの『でくのぼう』の術で吹っ飛ばしていたところなんだけど」

「そこまでして名を売りたいか。赤法師レゾを越えた魔道士、の名を手に入れて」

『レゾ』の方を向いたままで言うゼルガディス。

「……確かにそれもある。しかし何よりあたしは……」

　ふっ、と彼女は一瞬、遠い目をする。

「あたしは、あのかた……本物のレゾ様を愛していた……」

　──あ──

　彼女の言葉に、一瞬動どう揺ようするあたし。

　その瞬間──

　彼女の手が、ポケットのあたりで小さく動いた。

　ポケットの中からとり出したものを、あたしに向かって指ではじいたのだ。

　コントロール・ルビー！

　がぢっ！

　それは小さな音とともに、あたしの額のど真ん中に命中した。




「……なっ……」

　声を上げたのは、こちらではなかった。

　ルビーを指し弾だんで放はなったエリスの方である。

　つぶてはあえなく弾はじきかえされ、あたしの足下に落ちている。

「残念だったわね」

　あたしは左手で、自分の額を指さしながら、にいっ、と意地悪く笑ってみせる。

「このバンダナは特別製なのよ」

　ブラック・ドラゴンの髭ひげをなめして織おりあげたその裏側には、小さな『宝ジユ石エルのズ・護アミユ符レツト』がひとつはりついている。その宝石が絶えずあたしの額を圧あつ迫ぱくしており、呪じゆ文もんを唱となえるときには、そこを精神の集中点としているのだが。

　はっきし言って、三流戦士のなまくら剣なら、このバンダナで受け止められるくらいの強度はあるのだ。

　……そんなバカなことしないけど……

「どうやらここまでね。おとなしく降参して、あたしたちの手配を解いてもらいましょうか」

「ふっ！」

　意外にすばやい身のこなしで、エリスはいともあっさりと、あたしたちの囲みを突とつ破ぱする。

　──こらっ、ガウリイ！　ランツ！　何ぼーっとしてたのよっ！

「勝負はまだだ！　来い！　でくのぼう！」

　魔道士エリシエル＝ヴルムグンの声に応こたえ、佇たたずむ赤い闇やみがふうわり、と動いた。

　悪あがきを。もしもこれで戦いになれば、あたしは迷わずヴルムグンのみを狙ねらう。

　手配の解除には手間取るだろうが、戦いにはそれで決け着りがつく。

　レゾのコピーは音もなく、彼女のななめ後ろに位置をとる。

　しゃらん、と手にした錫しやく杖じようが鳴る。

　二人と、あたしたち五人は対たい峙じする。

「……甘あまく見るな……」

　呻うめくように言うエリス。

「ここはサイラーグの町の中。町の人間を盾たてにすれば、うかつに手出しはできまい！」

　いきなり外げ道どうなことを言い出す彼女。まるで三流悪役のセリフである。

「それにこの『でくのぼう』も、粗そ悪あくなコピーにすぎないとは言え、その魔キヤ力パ容シ量テイは絶大。あたしがうまくコントロールしてやりさえすれば、お前たちとも互ご角かく以上に戦えるはず！」

「──いや、むしろあなたは邪じや魔まです」

　声は意外なところから来た。

「──え？──」

　呆ほうけた表情でふり向くエリス。




　キュドッ！




　その体を、『レゾ』の放ったエネルギー光が灼やき貫つらぬいた。



















「……あ……？」

　彼女は、信じられぬものを見るようなまなざしで、自分の腹に開いた大おお穴あなと、『レゾ』の顔とを交互に見くらべる。

「不思議ですか？　ホムンクルスの私に『自我』があるのが。……無理はないでしょうけどね。

　あなたも立ち会ったあの実験の時──私に『自我』が目覚めたんですよ」

　……あう……

　エリスがうめいた。膝ひざが小さくふるえている。

「私の魔キヤ力パ容シ量テイと確たる自我があれば、あなたのご自じ慢まんのおもちゃなど、何の役にも立ちはしません。

　──おかしいとは思わなかったのですか？　ヴィゼアがいともあっさりと味方に加わったことを。

　彼らが従うのは、何らかの契けい約やくを交わした者か、さもなくば自分より強い魔力を持つ者に対してのみ。確かにあれはレゾと契約を交わしていたようですが……

　かりにも魔族ともあろうものが、外見と流れる血が同じだというだけで、私とレゾとを見間違えたりするものかどうか……

　あれはこの私の持つ力に従ったのですよ。

　まあ、こんなもの、外そうと思えばいつだって外せたんですがね……」

『レゾ』は自分の額にはりついたコントロール・ルビーを、錫杖を持たぬ方の手の人さし指と親指でいとも無造作につまみ取ると、さしたる力を加えたとも見えぬのに、その白い二本の指で、ぱきん、とあっさりそれを砕いた。

「あなたから送られてくる情報は、なにかと役に立ちましたし、勝手にあれやこれやとやってくださるし……便利なのでそのままコントロールされてあげていましたが……おっと……」

　力尽きたか、いきなりかくん、と膝を折ったエリスの頭を、『レゾ』は片手でわしづかみにする。

　みしり、と小さな音があたしのいる所まで届とどく。

　エリスの口から、弱々しい、小さな悲鳴が漏もれた。

「危あぶないですよ……もう少しで倒れるところだった……あなたにはもう少し、私のぐちにつきあってもらわないとね。

　──わかりますか？　私が一体何をしようとしていたか。

　そう、復ふく讐しゆうですよ。

　レゾは見えない自分の両目を治療する魔法の実験台として、自分のコピー・ホムンクルス、つまり私を造り出した。

　ところが──実験の結果、私の目はあっさりと開き、レゾの目は、全く同じことをやっても、一向に見えるようにはならなかった……」

　それは、レゾの閉じられた瞳にかけられた封ふう印いんが、あまりにも強大なものだったからなのだが、それは当時のレゾにも、そして今、あたしたちの目の前にいる『レゾ』にもうかがい知れぬことである。

　……しかしそう言えば、『レゾ』は今もなお両の目を閉じたままだが……？

　彼の言葉だと、目は見えるはずなのに。

「レゾは表には出さないまでも、内心怒いかり狂くるい、はげしく私を憎ぞう悪おしたことでしょう。

　自分の血肉を使って造り出したコピーはいともあっさりと視覚をとりもどし、自分は依い然ぜんとして見えぬまま……

　腹が立たないわけはないでしょう。

　その結果彼は、もう用はなくなったはずの私に、『魔道の実験』と称しようして、さまざまな人体実験をくり返した。

　やつあたり、というわけですね。

　そして──あなたが立ち会った実験のその時、私の中に自我が目覚めた。

　……本当にこれが私の自我なのかどうか、いささか自信はありませんけれどね……

　しかしそうなれば、レゾに対する憎悪がわきおこってくるのはあたりまえですよね。

　あれは私に、あんなことをしたのですから……」

　何だか知らないが、このコピーくん、本物のレゾにはかなりひどい目にあわされてきたらしい。

　しかし、レゾは死んでしまったわけだし、ヴルムグン──エリスに対する復讐ならば、わざわざここまでことを大きくしなくてもよさそうなものだが……

「私はいつしか、この手でレゾを殺すことを夢ゆめ見みるようになりました。あれを倒すだけの自信もあった。

　──しかし私が、それを実行に移す前に、レゾはふらり、と姿を消し、そして──」

『レゾ』は悲しいため息をひとつついた。

「やがて──あれが死んだ、という話がとびこんできました。

　わかりますか？　エリシエル。その時の私の落らく胆たんが。

　レゾは、私がこの手で倒さねばならなかったのですよ。

　しかし、私がとほうにくれていた時、あなたは私の部屋に入ってきて言いましたよね。

　この私を利用して、レゾのかたきを討うってやる、と。

　言ってレゾの名を呼びながら、私の胸の中で泣くあなたの背中を眺ながめながら、私の頭のなかには、ひとつの計画が思い浮かんだんですよ。

　──もちろん、あの実験に手を貸かしたあなたも、いずれは殺すつもりでいましたが、とりあえず……

　──エリシエル？　聞いていますか？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、彼はほうり出すように、エリスの頭を掴つかんでいたその手を離はなす。

　ことん、と小さな音を立て、彼女の体が地面に倒れる。

　それきりぴくりとも動かない。

「……もう死んでました」

　彼はひょいっ、とひとつ、あたしたちに肩をすくめてみせた。




「……なら……もういいだろう」

　苦い表情で言うガウリイ。

「とっととオレたちの手配を解いてくれ」

「何な故ぜです？」

　意外そのもの、といった表情をする『レゾ』。

「私の、レゾに対する復ふく讐しゆうはまだ終わってはいないのですよ」

　……やっぱし……

「復讐もなにも、本物のレゾはもう死んだんだぞ」

　言葉をかえすガウリイに、『レゾ』はちいさくほほえみかける。

「ええ。知ってます。まさか死人と戦うわけにもいかないでしょうしね……

　けれど、レゾを越える方法はひとつだけあります」

「戦って勝つこと……オリジナルの方を倒したあたしたちに……」

「全くその通りです」

　あたしの言葉に、『レゾ』は満足そうにうなずいた。

　……とことん迷めい惑わくな話である。

『レゾ』が、あたしたちとエリスとを一気に葬ほうむる機会は一度、前にあった。

『瘴しよう気きの森』で、はじめて直接相まみえた時である。

　ヴルムグンからのコントロールをいつでもはねのけられたのなら、あたしが風の結けつ界かいに『浮レビテー遊シヨン』をかけるその前に、術じゆつをしかけていたならば、一同もろとも吹き飛ばせたはずなのだが。

　それをしなかったのは、おそらく彼が、百パーセントの実力を出した状態のあたしたちと戦うことを望んでいたからだろう。

　あたしは術の組み立てを誤あやまり、その上ランツとエリスとを抱かかえ込こみ、十分な力を出し切れてはいなかった。

　そんな状態のあたしたちに勝ったところで、本物のレゾを越えたことにはならない。

　たぶん彼は、そんなふうに考えたのだろう。

「ばかばかしい……」

　吐はき捨てるように言うゼルガディス。

「付き合ってられるか」

「でしょうね。お気持ちはわかります。だからこそ、今手配を解いてさしあげるわけにはいかないのです。

　しかし私を倒せば、賞金を支払う者がいなくなるわけですから、手配は解かれますよ」

　かつん、と彼は錫しやく杖じようで地面を打つ。

　しゃらん、と涼すずやかな音が響いた。

「さあ──はじめましょうか」




　最初に動いたのはゼルガディスだった。

　ブロード・ソードをふりかざし、まっ正面からかかっていく。

　ゆらり……

『レゾ』が動いた。

　真っ向から振ふりおろされるブロード・ソードの一撃に、『レゾ』の体が右向きに一回転する。

　朱あかいマントが宙に躍おどる。

　がぢっ。

　鈍にぶい音がして、二人は離れて間合いを取った。

　左の回し蹴げりで、ふり降ろされる剣の腹を叩たたき、その勢いに任せて体を回転させ、つづく右の蹴りでゼルガディスのこめかみを狙ったのだ。

　これはなんとかかわしたようだが……

「──冗じよう談だんだろ……」

　ゼルの表情が引きつっている。

　じわり、と慎しん重ちように間合いを詰つめ、ごく一瞬、『レゾ』が見せたスキをついて切りかかる。

　高く澄すんだ音がひびいた。

『レゾ』はゼルガディスの一撃を錫杖の先で受けとめると、持った手を支点に、杖つえの反対側をはね上げる。

　その先端が、とんっ、とゼルガディスの腹を突く。

「うおっ!?」

　さしたる力を込めたとも見えぬ一撃は、ゼルの体を大きくはね飛ばしていた。

　彼が一瞬見せたスキは、ゼルガディスヘの誘さそいの手だったようである。

　……おいおい……強いぞ、こいつ、マジで。

「本気でかかってきてください」

　困ったような口調で言う『レゾ』。

「──なら私と、お手合わせ願えますかな？」

　ガウリイは『光の剣』をおさめると、おそらく彼らに倒された狂バー戦サー士カーのものだろう、手近に落ちていたバスタード・ソードを片手で構える。

「お断りします」

　しかし、『レゾ』はあっさりと首を横に振ふる。

「ガウリイ、彼は『光の剣』を持つあなたと戦いたがっているのよ」

　いともあっさり断わられ、撫ぶ然ぜんたる顔のガウリイにあたしは解説をしてやる。

「その通りです」

「……ちぇっ……」

　つまらなさそうにつぶやくと、彼はひろったばかりの剣をふたたび投げ捨てる。

「……ち……ちょっと待て」

　言って身を起こすゼルガディス。

「まだおれの番は終わっちゃいないぜ。このままじゃ格好がつかんしな」

「どうぞ。どなたからでも。何なら、三人一度にかかって来てもかまいませんが」

「ほざけっ！」

　叫んでかけ出すゼルガディス。その剣の、あるいは呪じゆ文もんの攻こう撃げきを、ことごとく体術と錫杖のひと振ふりで退しりぞける『レゾ』。

　こいつ……シャレ抜きで強いぞ。

『レゾ』の方からはまだ、一度も攻撃に出ていないのだ。

　これはどうやら、たとえみんなでかかったとしても、手かげんなんぞして倒せる相手ではなさそうである。

　──とは言え、あたしが手かげん抜きで術をしかければ、この町はふたたび、こんどは比ひ喩ゆ抜ぬきで死の都市と化す。

　と──

「リナさん」

　いつのまにか、あたしの近くに来ていたシルフィールが、小さな声であたしに言う。

「ゼルガディスさんに聞いたんですけれど……あなた、あの『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』をすら越える術を使える、とか……」

　──重ギガ・破スレ斬イブ──

　こら、ゼルガディス、ふつー他人にしゃべるか？　そんなこと……

　最強の呪文、と言われている『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』は、この世界のすべての混こん沌とんを統すべる魔族の王、『赤ル眼ビのー魔ア王イ』シャブラニグドゥの力を借りて行なう術である。むろんのこと、この超天才魔道士たるこのあたしも、この術は使えるのだが。

『重ギガ・破スレ斬イブ』──それは、形式自体は『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』とそれほど変わるものではないが、これは魔王の中の魔王、すべての時と星々の闇やみをあまねく支配する『金ロー色ド・のオブ・魔ナイト王メア』の力を借りて行なう術である。

　超強力な術なのだが、当然リスクはつきもので、呪文の制御に失敗すれば、あたしはおそらく、生命力のすべてを呪力に吸い上げられて死ぬことになるだろう。

「あの術は、絶対に使わないでください」

「あ……あのねえ……

　ひとを見境なしの攻撃呪文バカみたいに言わないでくれる……

　あたしだって、こんな町のまっただ中で、あんなぶっそーな術を使うつもりはもともとないわよ。それくらいの分別……」

「いえ──そうじゃないんです」

　強い調子で止めるシルフィール。

「できれば──一いつ生しよう涯がい、使わないでほしいんです」

　いきなりな頼たのみごとにあたしは眼をむく。

「ま……また何で……」

「あの呪文……制御に失敗したら、一体どういうことになるか……ご存知ですか？」

　知っているか……と聞かれたって、今まであの呪文が使えた人間は、あたし以外にただの一人もいないのだから、当然失敗した人間なんぞがいるわけはない。これは知っている方が不思議である。

「たぶん……あたしの命はない」

「──どころの騒さわぎじゃありません。あの神しん託たくが本当ならば──たぶん──この世界そのものが滅ほろびます」




　シルフィールの言葉に、しばしぼーぜんと佇たたずむあたし。

　……世界が……滅びる。

「巫み女この能力のひとつに、『神託』というのがあるのをご存知でしょう」

　あたしは首を縦に振る。

　神や、それに準ずる高位の存在と意識を通わせ、本来なら絶対に知り得ないはずのことを知ってしまう能力である。

　──と、こう言うと、この上なく便利な能力のように聞こえるが、いかんせんこれは、当人には全くコントロールができないのだ。

　いつ、どこで、どんな神託が下るのか、当の巫女にもさっぱり見当すらつかない。

　また、困っている事件に直接関係する神託が下される、と限ったわけでもないのである。

　極きよく端たんなたとえ話をするならば、一国の存そん亡ぼうを巡めぐる陰謀の解決に頭を悩ましている時、突とつ如じよトイレの中で、十年後のダイコンの値段が『神託』されてしまうことだってあるわけなのだ。

　……ほんとに極端な例えだけど。われながら。

　しかし、場合によってはミミズほどの役にすら立たない神託とはいえ、それが間違うことは決してない。世界が滅びる、というのなら、本当に滅びるのだろう。

「あれは、『虚きよ無む』の端たん末まつをこの世界に引き込む術です。それゆえに、いかなる力も寄せつけず、ほとんどの存在を『無』に帰してしまう力がありますが、もしもあれが暴走するようなことになれば、『虚無』は術者──つまりあなたを核かくとしてこの世界に具現し……『虚無』が『具現』するというのもおかしな表現ですが……ともあれ、すべてを飲のみ込こみます」

　……すべてを飲み込みます、って……いともあっさり言ってくれるけど……あんた……それ、メチャメチャおおごとだよ。

　あたしはあまりのことに、しばし沈黙する。

　しかしともあれ今はとりあえず、それでひたすら悩んでいられる事態ではない。どちらにしろ、あんなものをこんなところで使うつもりはもとよりないし。

「わかったわ。絶対使わない」

　十八番の安やす請うけ合いをすると、あたしは視線をふたたびゼルと『レゾ』との戦いにもどす。

　見れば、肩で息をするゼルガディスが、息ひとつ乱さぬままの『レゾ』とにらみ合いをやっているところだった。

　──別に、ゼルガディスが弱くなったわけではない。『レゾ』が強すぎるのだ。

「くそっ！」

　ゼルガディスはやおら剣をほうり出し、呪文をとなえはじめる。

　ちょっと！　この呪文！

「そう……そう来なくては嘘うそです」

　嬉うれしそうにつぶやく『レゾ』。

　何考えとるんだ、どいつもこいつも！

『蓮ヴレ獄イヴ火・炎ハウ陣ル』──あたり一帯の大地を溶よう岩がん流りゆうのふき溜だまりと化す術である。方向性のある術なので、うしろにいるあたしたちはまきぞえをくらうことはないが、『レゾ』の後ろにひろがるサイラーグの町なみは無事ではすまない。

　まさか、いきなり町が壊かい滅めつ、などということはないにしろ、大火災くらいにはなるはずである。

「正気なの!?　ゼル！」

　あたしの叫びに、ふと我に返る彼。

「そんなもん、こんなところで使ったら、町がどうなるかわかってるの!?」

「……ふぅむ……」

　だがしかし、困ったような声を上げたのは『レゾ』の方だった。

「困りましたね……本気でかかってきてもらえない、というのは。これでは、よしんばあなたたちを倒したとしても意味がない……」

　なかなかに言ってくれるが、決してただの大口ではない。

　こいつは確かに、あるいはあたしを上回るほどの魔力容量と、ガウリイに比肩しうるほどの戦闘力を持っているかもしれない。

「そうだ──なら、こうしましょう」

『レゾ』は、名案を思いついた子供のような表情で言うと、とんっ、と錫しやく杖じようで地面を打つ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　人には発音することはおろか、聞き取ることすらかなわぬ異様な呪じゆが、『レゾ』の唇くちびるをすべり出る。

　次の瞬間。

　固く乾かわいた音とともに、薄うすく輝く魔力の障しよう壁へきが、あたしたち五人と『レゾ』とを包み込む。

「な……何をする気だ。こいつ！」

　慌あわててわめくランツ。

「なあに……あなたたちの足かせを外してさしあげるだけですよ……シルフィールさんとそこのあなたは、この戦いの見み届とどけ人にんとして……」

　──ま……まさかこいつっ！

「……[image: ][image: ][image: ]……」

　あの呪じゆ詛その声が、ふたたび風の中に流れる。

「やめてっ！　おねがいっ！」

　あたしが叫んだその時には──

『レゾ』の呪じゆ法ほうは完成していた。

「[image: ]！」

　彼が高々と、手にした錫杖をふり上げたその瞬間──

『障壁』の外が、まばゆい光におおわれた。

　ランツが手にした『祝福の剣』が、ぴしり、と小さな音を立てる。

「なっ！」

「何!?　何があったの!?」

「なんだっ！　こりゃあっ！」

　口々に叫ぶ一同。

　その中で、あたしと『レゾ』は真っ向からにらみあっていた。

　二人だけが知っていた。

　この瞬間、ふたたびサイラーグが『死の都市』と化したことを……




　最初に悲鳴を上げたのは、他ほかならぬシルフィールだった。

　光がおさまり、外のようすが見えはじめる。

　──しかし、『レゾ』の開放したエネルギーの余波は、いまだこの障壁の外で音もなく荒あれ狂くるっていた。

　──いや、この魔力障壁が、外部からの音を完全に遮しや断だんしているのだ。

　ひとかかえはある岩が、紙ふうせんのように吹き散らされ、同じような岩とぶち当たっては砕くだけ散る。土砂と砂煙で遠くまでは見えないが、魔力エネルギーの余波だけでこの威い力りよくである。おそらくは、『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』をすら上回るエネルギー量だろう。ならば、サイラーグの町は……

　最初の光で、あとかたもなく消し飛んだだろう。

「……ばかな……」

　乾いた声でつぶやくゼルガディス。

　くたり、と気を失い、その場に崩くずれ落ちるシルフィール。

　それをあわてて抱きとめるランツ。

　土煙のおさまりつつある障壁の外には、あたしがほぼ予想していた通りの光景がひろがっていた。

　すなわち──一面の荒こう野や。

　ほんのしばらく前まで、ここに町があり、人々が笑い、喜び、生活を送ってきた──そのわずかな痕こん跡せきすらも、そこには何一つ残ってはいなかった。

　ただひとつ──

　あの圧倒的なエネルギーの奔ほん流りゆうにもなんとか耐たえ、しかし厚い皮と枝葉を残らずこそぎ落とされた『神フラ聖グ樹ーン』だけが、まるでできたての巨大なクイのように、ただ一本だけとり残されている。

「少々派は手でにやりすぎましたか……今のはさすがに私も少し疲つかれましたが……ともあれこれであなたたちも、こころおきなく戦えるでしょう」

　すずしい顔で『レゾ』は言う。

「……あなた……わかっているの？　自分が今、一体何をしたのか……」

　かすれた声で言うあたしに、彼は優しい笑えみを向ける。

「わかっていますとも……けれどね、それは私にとっては、それこそどうでもいいことなのですよ。

　それよりも重要なことは、私の心の奥底にいまだ、重圧となって存在している赤法師レゾの亡ぼう霊れいを消し去ること。──全力で戦ったあなたたちを倒して、ね」

「ならば！」

　びしっ！　とレゾに指をつきつけ、

「倒してあげるわ！　お望みどおり全力で！」

　言うとあたしは胸の前、両手の指を組みあわせ、闇やみの呪じゆ文もんをとなえはじめる。

「『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』か！」

　歓かん喜きの声を上げる『レゾ』。その唇から、またもや耳なれぬ呪文がすべり出る。

　おそらく、あたしが呪文をとなえおわる前にしかけて、さきにこちらを吹き飛ばそう、というのだろうが……

　そうは問屋がおろさないっ！


　黄たそ昏がれよりも昏くらきもの

　血の流れより紅あかきもの

　時の流れに埋うずもれし。

　偉い大だいな汝なんじの名において

　我ここに　闇やみに誓ちかわん

　我等が前に立ち塞ふさがりし

　すべての愚おろかなるものに

　我と汝が力もて

　等しく滅ほろびを与あたえんことを！



『混カオ沌スの・言ワー語ズ』で綴つづられた言葉の列は、世にある因と果を律りつし、術者の組んだ印いんと精神力を媒ばい介かいに、『力ある言葉』によって、その力を開放する。

　あたしの呪文が完成した！

「竜ドラ破グ・ス斬レイブ！」

「[image: ][image: ]！」

　ふたりは全く同時に呪力を開放する。

　まずいっ！　あいうちパターンだっ！

　思った瞬間──

『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』によって、自ら大爆発を起こすはずの『レゾ』のまわりに、真っ赤な霧きりのようなものが発生する。

　それは、しばし『レゾ』のまわりでわだかまり、やがてゆっくりと薄れてゆき──

　それだけだった。

　静かな声で彼は言う。

「相うちというのも無意味ですからね……とりあえず防がせてもらいましたよ。

　──あなたの『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』……」




　あたしは動けなかった。

　──冗じよう談だんではない。

　この呪文、かなりのレベルの魔族ですらもうち倒すことが可能である。むろん人間ならば、たとえどれほどの大魔道士であろうと、これをしかけられて防ぐことは不可能。

　それを──いともあっさりと──

「それほど驚くことはないでしょう」

　平然と『レゾ』は言う。

「『赤ル眼ビのー魔ア王イ』シャブラニグドゥの力を借りての攻撃呪文なら、同じ『赤ル眼ビのー魔ア王イ』の力を借りた防御魔法で防げるはず……むずかしい理り屈くつではありませんよ」

　まるで、誰でもできる夜食の作り方を解説しているかのような口調で彼は言う。

　……たしかに、理屈の上だけでならそうなのだが……

『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』は、人間という生き物が持てる最大の魔キヤ力パ容シ量テイを使った術である。いくら同じ『赤ル眼ビのー魔ア王イ』の力を借りた防御の術とは言え、それを防ぐには、人間の持てる以上の力が必要である。

「……さて……」

『レゾ』はゆるり、と錫杖を構え──
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　呪文とともに、それを大きく右にふり上げる。

　ぢぎぃん！

　光がはじけた。

　いつのまに近づいたのか、回り込んでいたガウリイが、『光の剣』を一いつ閃せんさせ、それを『レゾ』がなんとか受けとめたのだ。

　呪力を込めた錫杖で。

「次はあなたですか！」

　言ったレゾのその顔がひきつる。

　銀光がきらめき、切り裂さかれた赤いマントが宙に舞まう。

　とんっ。と、マントを脱ぬぎ捨てた『レゾ』は、すこし離はなれた、『神フラ聖グ樹ーン』寄りの方向に着地する。

「悪いがおれもまぜてもらうぜ」

　にやり、と笑うゼルガディス。

　いきなり後ろから斬りかかるか？　ふつー……

　それじゃあまるで悪役だよ。

　……とは言え、『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』あたりをいともあっさりとうち破るよーな奴やつを相手に、ばか正直にまともに戦い、はたして勝てるものなのかどうか、そこいらへんははなはだ疑問ではあるが。

「ゼルガディス！」

　非難の声を上げるガウリイ。

「ガウリイさんよ……あんた思いちがいをしてるぜ」

『レゾ』に視線を向けたままでゼルは言う。

「正々堂々一対一、なんて甘あまいことを言ってられるような相手じゃないぞ。こいつは」

「しかし……」

「二人でかかってきてください」

『レゾ』は静かにほほえんだ。

「こちらとしても、その方がおもしろいですしね……

　どうです？　ついでにあなたもいっしょに戦いませんか？」

『レゾ』の誘さそいに、あたしはあっさり首を横に振ふる。

　誰も言わないので自分で言うが、このあたしも、剣はかなり使える方で、新しん米まい兵士の一ダースくらいなら、軽くあしらう自信はある。

　しかし──である。

　ガウリイとゼルガディス、この二人は、それよりさらにレベルが違いすぎるのだ。

　白はく兵へい戦せん主体の戦いで、この二人の中にあたしが混じると、たんなる足手まといにしかならない。

　かと言って、横から呪じゆ文もんの援えん護ご射撃、などというものは、ひとつまちがえば二人をまきこむことにもなるし……

「……やめとく。あたしもっぱら頭脳プレーで行きたいの」

「ならばご自由に……それでは──」

　彼はあらためて、二人と対たい峙じする。

　むろんあたしは、ただ黙って戦いの様子を眺めているつもりはない。

　頭の中で、さまざまな対たい策さくを考えているのである。

　……なんも思いつかないけど……

『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』を防がれた以上、手持ちの呪文で、あれを倒せそうなものと言えば──

『重ギガ・破スレ斬イブ』

　あの呪文の存在は、さしもの『レゾ』も知るわけはないだろうし、よしんばふたたび、さきほどと同じ防御呪文を使われても、この呪文ならばそれをうち破ることは十分できるはずである。しかし……

　クギ刺さされちゃったもんなァ……さっき、シルフィールに……

　まあ、今なら、彼女も気を失ってることだし、使ったところでわかりゃあしない。

　……などとゆー問題じゃないか……

　考えるうちにも、三人の戦いははじまっていた。

　ガウリイの剣をなんとか受け、ゼルガディスの呪文をはじき、『レゾ』は大きく飛び退しさる。
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『レゾ』が吠ほえた。

　ぎんっ！

　それに共鳴するかのように、空間が、きしんだ悲鳴を上げる。

　はじめて、『レゾ』は攻撃に転じた。

　瞬時にして、彼のまわりに、十数個の、にぎりこぶしほどの大きさをした光の球が出現する。

　あたしの背中を冷たいものが走り抜ける。

　──これは──まさかこれが『暴ブラ爆スト・呪ボム』!?

　あたしの知る限り、史上はじまって以来、この呪文が使えた魔道士はただの一人──『竜ドラ破グ・ス斬レイブ』を生み出した、古えの賢者レイ＝マグナス……

　あたしも一時、この呪文の研究に没頭した時期もあったのだが、結局すべては徒と労ろうに終わった。

　小さな火の玉をいくつも撃うち出したり、火フア炎イアー・球ボールを途中で分裂させる術はなんとかできたのだが、その威い力りよくは、ごくささやかなものだった。

　伝承によればこの呪文、あの光球のひとつひとつが、通常の火フア炎イアー・球ボールに数倍する破壊力を持っているのである。

「まずいっ！　逃げてっ！」

　あたしが叫ぶと同時に、『レゾ』は光球を解き放つ。

　二人はあわてて飛びさがる。しかし──間に合わないっ！

　光がはじけ、いくつもの閃光がほとばしる。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが二人を包んだ！

「────！」

　あたしは、声にならない悲鳴を上げた。

　いまのは……二人とも、まともに食らっている。

　膝ひざがふるえているのが自分でもわかった。

　……ガウリイ……ゼルガディス……

　──やがて、炎ほのおと煙は徐々におさまり、そこには──

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす、二人の無事な姿があった。

「……ふむ……」

　面白くもなさそうな表情で、『レゾ』はあたしの方に視線を向ける。

　──いや、あたしの後ろの方に。

「……私にあなたを倒す力はない……けど、これくらいなら……」

　つぶやく声にふりむくあたし。

「シルフィール！」

　ショックによる失神状態から抜け出した彼女が、寸前で二人を防御呪文でガードしてくれたのだ。かなり大きな術だったのだろう。彼女の肩が大きく上下している。

「ガウリイさま！　ゼルガディスさん！　サイラーグの町と、そして……父のかたきを！　防御の術が切れないうちに！」

『──おうっ！』

　ようやく事態を理解した二人が、一気に『レゾ』におどりかかる。

　ゼルガディスが剣の間合いの直前でくり出す呪文を、赤法師は魔力をこめた左の手のひらで受け流し、次の瞬間、ふり下ろされるガウリイの『光の剣』を錫しやく杖じようで受ける。

　つづけてゼルのブロード・ソードが一いつ閃せんする。

『レゾ』の体が弧こを描く。

　ガウリイの剣を受け流しながらの、あざやかなまでの回し蹴げりが、ゼルガディスの剣を握にぎった右手にきまり、ブロード・ソードがすっぽ抜ける。

　そのすきをついてふたたび剣をふりおろすガウリイのひと太刀を、またもや錫杖がうけとめた。

　剣を失ったゼルガディスは、そのまま勢い余って『レゾ』に突っ込んでいく。

　二人の体が重なった瞬間──

「ぐっ！」

　小さな呻うめき声が漏もれる。

　閃光がほとばしり、ゼルガディスがはじき飛ばされる。

　しかし──

「……ふ……」

　身を起こしながら、笑みを浮かべたのはゼルガディスの方だった。

　どこに隠かくしていたのか、その右手には、一本の短剣が握られていた。

　刃にまっ赤な血をはりつかせて。

　脇わき腹ばらをまともにえぐられた『レゾ』が、憎ぞう悪おのまなざしを彼に向けたその瞬間──

　ガウリイの右足が、赤法師のあごを、まともに蹴り上げていた。




　もんどりうって、まともに仰あお向むけに倒れた『レゾ』にガウリイはとび乗った。

　赤法師の両手の上に、左右の足で仁に王おう立だちになり、『光の剣』をふりかぶる。

　これで『レゾ』も両手は使えない。無理にガウリイをはねのけようとすれば、その瞬間、『光の剣』が彼をうち倒す。

　どうやらなんとか、これで決着はついたようである。

　……あたしの出番、なかったけど。

「やれ！　ガウリイ！」

　ゼルガディスが叫ぶ。しかし彼はうごかない。

「……オレたちにかけた手配を解き、もう狙ねらわない、と誓ってくれないか……」

　そのままの姿勢でガウリイは言う。

「おい！　ガウリイさんよ！」

　非難の声を上げるゼルガディス。

「強かったよ、あんたは……本当に……今みたいな多勢に無ぶ勢ぜいな戦い方は、オレはあまり好きじゃあないんでな……できれば、殺したくない」

「甘あまいな……」

　苦々しく吐はき捨てるゼル。

「……私は……」

　おさえつけられたままで『レゾ』は言う。

　その表情は、あたしからはガウリイの体が邪じや魔までよく見えない。

『……あなたが思っているより強い──』

　その声に、エコーがかかって聞こえた──思った瞬間。

　声を上げて飛び退しさったのは、ガウリイの方だった。

　大きく後ろに跳とび、ぶざまに着地──いや、倒れこむ。

　数度地面を転がった、彼のまわりの大地が赤く染まっていく。

　見れば、両方の肩から腿ももにかけてを、縦向き二本に深々と切り裂さかれている。

　──いったい……？

『そう──これが──』

　ゆるり、と赤い闇やみが身を起こす。

「なぁっ!?」

　ゼルガディスの口を、小さな叫びが突いて出る。

『赤法師レゾが私におこなったしうちなのです──』

　ギャラリーに徹てつしていたランツは露ろ骨こつに声を上げ、シルフィールも息を飲のむ。

　あたしは見た。

『レゾ』の素顔──その正体を。




　それまで閉ざされたままだった、彼の両のまぶたが開いていた。

　……まぶた？──いや──

　開いた内側には、小さな白いものがびっしりと生え、赤黒い闇を覗のぞかせるその奥からは、朱く長いムチが伸びている。

　おそらくこれが、ガウリイを切り裂いたものの正体だろう。

　それが舌だと理解できるまで、一瞬の時を要した。

　閉ざされていたのは目ではない。

　本来目のあるべきその場所に、白く小さな牙きばをびっしりと生やした小さな口が二つ、笑みの形に開かれている。

　そのかわり──

　……に、なるかどうかは知らないが……

　目ま深ぶかにかぶっていたフードははね上げられ、『レゾ』の額から、縦むきに開いた巨大な青い瞳がひとつ、じっとこちらを見つめていた。
















「……、そう、赤法師レゾ、魔道士ヴルムグン……二人のやったことがこれ……」

「私を、魔族の体と合成することだったのですよ……」

「そして私は、その実験により、『自我』を持った……皮肉なことにね……」

『レゾ』の三つの口が交互にことばをつむぎ出す。

「この『自我』が、魔族との合成によって目覚めた私の自我なのか」

「あるいはこれが魔族の自我なのか」

「……それは私にもわかりません……」

　盲目の赤法師レゾ──

　彼はいともあっさりと光を手に入れた自分のコピーに怒いかり、その時はまだ『自我』のなかった彼を、魔族と合成したのである。

　腹いせに。おそらくは、面白半分で……

『レゾ』があれほどまでに巨大な術を操った、その真の理由をあたしは知った。

　合成された魔族の魔キヤ力パ容シ量テイがあればこそ、すべては可能な技わざだったのだ。

　そう言えば、シルフィールが言っていた。『レゾが来てから、神フラ聖グ樹ーンの成長が急にあがった』と。

　考えてみれば、こんなものを成長させようと思ったら、並たいていのことではない。

　本来闇に住む魔族の性質と、巨大な憎ぞう悪お──

　そこから生まれた瘴しよう気きならば、そのようなことも可能だろう。

　しかし、ならば──

　じわり、と後こう退たいし、シルフィールの隣に並ぶ。

「……シルフィール……」

　ぽつり、と彼女の耳もとでつぶやくあたし。

「討うたせてあげるわ……あなたの町と、お父さんのかたきとを……」




「さて──それじゃあいよいよ、真しん打うち登場、といきましょうか」

　あたしはずいっ、と歩ほを進める。

「ランツ、ガウリイをおねがい。命にかかわるようなケガじゃないから、それほど心配はいらないはずよ」

　言いながら、ランツから借りた『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』を構える。

　白銀色の刀身には、同調している『神フラ聖グ樹ーン』の受けたダメージの影えい響きようをまともにこうむったのだろう。無数の細かいひびが走っている。

　ちらり、とあたしは、左手に見える『神フラ聖グ樹ーン』に目をやった。

　──待っててね、ガウリイ。すぐに決着つけるから……

「こルどは魔力戦ですか」

『レゾ』は静かにほほえんだ。

「このおぞましい肉体を背負わされた代だい償しように、魔族の魔キヤ力パ容シ量テイと人の魔テ道ク技ニツ術クとを手に入れた私に……

　ご忠告しておきますが、あまり分のよい戦いではありませんよ……」

「さあて……それは戦ってみなくちゃわからないでしょう？　それじゃ行ってみよか、ゼルガディス」

「ああ」

　言って彼は、手にした短剣を投げ捨てる。

『レゾ』が魔族と合成された存在である以上、短剣なんぞ、ほとんどモノの役には立たない。

「リナ！」

　ガウリイは、せきこみながら『光の剣』をさし出す。

「こいつは……いらねえか……？」

「それはゼルガディスに」

　あたしはちゃきっ、と『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』をかまえてみせる。

「あたしはこれを使うわ」

「──わかった──」

　ガウリイは、にっ、と笑うと、『光の剣』をゼルガディスに投げ渡す。

「もう準備はよろしいですか？」

『レゾ』の言葉に、あたしとゼルは静かにうなずいた。
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『レゾ』の三つの口が、同時に別々の呪じゆ文もんをとなえる。

　あの、人間には発音できない呪文の正体がこれだった。

　魔族の魔力容量に裏付けられた、複合混成呪文──

　あたしたちは跳とんだ。

　同時に、大地を蒼いプラズマが疾はしる。

　とび上がっていなければ、いまごろあれのえじきである。

　着地の瞬間、あたしの呪文が完成する。

「冥ゴズ壊・ヴ・屍ロー！」

　大地に映る黒い影が『レゾ』をめざして地を駆かける。

　これに捕とらえられれば、精神世界面からのダメージをまともに受ける。

　これは、いくら『レゾ』にとっても手痛いはずである。

「むだなことを！」

　彼は錫しやく杖じようをふり上げる。ふたたびそれで『影』をたたき潰つぶそうというのだ。

　しかしそう簡単にはいかないっ！

　パチン！

　あたしは指を鳴らすと、左手を大きく振り回す。

『影』がその軌き道どうを変えた。

　あたしのコントロールに従って。

　本来ならば一直線に進むしか芸のないはずの術も、呪文の意味を正しく理解し、手を加えてやれば、こういうことも十分可能なのである。

「なにっ!?」

　あわてて『レゾ』はとびさがる。そのあとを、『影』は執しつ拗ように追っていく。
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　彼は呪文を唱となえると、錫杖の先で地面に弧こを描えがく。

　ぴちぃっ！

　円に触ふれたとたん、『影』はきれいに消しよう滅めつする。

　そのすきに、ゼルガディスは『レゾ』のふところにとび込んでいた。

『光の剣』が一いつ閃せんし、『レゾ』はあぶなげもなく身を引いた。

　その瞬間──

　光の刃が、『レゾ』に向かって打ち出される！

　そしてゼルガディスは疾はしる。

　手にした剣には、ふたたび光の刃が生まれていた。

　赤法師が最初の一撃を杖つえで振り払った一瞬のスキに、剣で斬きりかかろうというのだ。

「ちっ！」

　飛び来る魔力の刃を、しかし『レゾ』は片手ではじき飛ばし、錫杖を、ゼルに向かってふり下ろす！

　がごっ！

　まともに一撃を食らい、モロに吹っ飛ぶゼルガディス。

　その後ろに、あたしは回りこんでいた。

　呪文はほとんど完成していた。

　それに気づいた『レゾ』も、あわてて対たい抗こう呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　こちらが早い！

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブラ陣ス！」

　稲いな妻ずまが『レゾ』のまわり──破は邪じやを司つかさどる五ご芒ぼう星せいの頂点位置に着弾し、そこから伸びた雷らい光こうが、一気に彼に襲おそいかかる。

　呪文とともに、彼は錫杖をふり上げた。瞬間──

　びぎぃぃん！

　その杖が、音を立てて砕くだけ散る。

　おそらくはそれ自体、何らかの魔力を秘ひめた杖だったのだろうが、あたしの攻撃魔法と『レゾ』の防御魔法との、魔力の過か負ふ荷かに耐たえられなかったのだろう。

『雷』が『レゾ』を直撃した！

『ぐぉああああああっ！』

　三つの口が同時に吠える。

　雷撃の陣じんがはじけ散った。

　術抜きの、単なる精神力の力押しで、あたしの術をうち破ったのだ。

「やるな！」

　立ち直ったゼルの一撃をかわし、大きく後ろ──『神フラ聖グ樹ーン』の方へと跳とんだ彼は呪文を唱える。

　なにしろこちらは、相手の唱となえる呪文の正体がさっぱりわからないのだから、ただ逃げるより他に手はない。

　さっきと同じに、地面を嘗なめる術でくるか、それとも今度は対空中の技でくるか──

　よけそこなえば、それでおしまいである。

　──ええいっ！

　あたしは腹をくくると、地面の上にとどまることにした。

『レゾ』の性格がわからない以上、裏読みは無意味。ならばカンに頼たよるのみ、である。

「[image: ]！」

　赤法師の呪文が完成し、彼は大きく両手をひろげる。

　その体がまばゆい白光を放つ。

　叫ぶ暇もあらばこそ。

　あたしとゼルは、その白光に飲み込まれていた。




　光が消えた時──

　あたしはその場にひざをついた。

　見れば、ゼルガディスの方も似たような状態である。

　心配そうな視線を送るガウリイとランツに、あたしは片手を上げてみせる。

　シルフィールの姿はない。あたしたちが戦っているうちに、移動したのだろう。

　……さて、と、ならばあとはこちらの仕上げ次第なのだが……

　ふらり、とあたしは立ち上がる。

「……大丈夫？　ゼル」

『レゾ』に向かって、あたしは『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』を構えなおす。

　その後ろに『神フラ聖グ樹ーン』が見える。

「まあ……なんとかな……しかしこいつぁ……」

　疲れた様子で彼は言う。今の術のせいである。

　今のはどうやら、『烈エルメ閃キア・槍ランス』を極大化したようなもののようである。精神に直接ダメージを与え、相手の精神を一時的に衰弱させる術──

　むろん、極大化、というのは、威力ではなく範囲のことである。本来ならば光の槍の形で打ち出されるものを、光の波動として放出したのである。

　むろんその分、多少威力は弱まっており、一撃で神経衰すい弱じやくを引き起こしてぶっ倒れる、などということはないのだが、あたしたちの魔力は今のでかなり殺そがれている。

　いくらがんばったところで、あとは大おお技わざ一発出せるかどうか……

　ゼルガディスの方も、さして変わらぬ状況だろう。

　そのなによりの証拠が、彼が手にした『光の剣』。

　人の意志力を光の刃のかたちに具現するこの武器の、刀身の部分がさきほどに比べ、だいぶ短くなっている。

「とにかく行きましょ！」

　言ってあたしは走りだす。

　しかたなく、つられて走るゼルガディス。

　へたな小技をくり出したところで、『レゾ』にあっさりとあしらわれるのはわかりきっている。

『光の剣』や『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』でなら、あれをうち倒すことは可能だが、『レゾ』の体術は、あたしやゼルガディスのそれを上まわっている。

　赤法師とのすれ違いざま、左右から二人は同時に剣をふるった。

『レゾ』はあっさりとそれを受け流し、ゼルガディスに回し蹴りを放つ。

　間かん一いつ髪ぱつで彼はなんとかこれをよけ、あたしたちは、丸裸になった『神フラ聖グ樹ーン』の根もとで合流する。

「……どうするつもりだ……あんたのことだ、何も考えてないことはないだろう」

　小さな声でつぶやく彼。

「……あたしの合図で、やつにありったけの火フア炎イアー・球ボールをたたき込んで、横に逃げて」

「……わかった……」

　なにも聞かずに彼はうなずく。

「なら……行くわよ！」

　ふたたびあたしは走り出す。

　もしもこれで決まらなければ……

「そろそろおしまいにしましょうか！」

『レゾ』はこちらに両手をふりかざす。

「ゼル」

　あたしの合図と同時に──

　数発の光球が、『レゾ』に向かってたてつづけに飛んでいく。

「はあっ！」

　赤法師の左手のひと振りで、そのことごとくが空中で大爆発をひきおこす。

　魔力を直接放射し、『火フア炎イアー・球ボール』を撃げき墜ついしたのだろう。

　視界をおおう閃せん光こうと煙。

『レゾ』は、これが目くらましだということを見抜いた。

「甘い！」

　右手でためた呪文を、直前まであたしのいた方に向かって放射し、大きく後ろに跳とび退すさる。

　──手ごたえのなさに気づいたか、それとも気配を察したか──

　彼はうしろをふり向いた。

　しかしもう遅おそい！

　その目の前に、あたしの姿があった。

　あたしは『風』を『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』にまとわりつかせたそのままで、剣をにぎった手を離す。

　それは一ひと条すじの槍やりと化し、『レゾ』の胸むな板いたを貫つらぬいた！

「ぐぉがっ！」

　剣は柄つかの部分までもぐりこみ、その勢いで彼の体を後ろの『神フラ聖グ樹ーン』に串くし刺ざしにする。

　火フア炎イアー・球ボールが炸さく裂れつしたその瞬間、あたしは『翔レイ・封ウイ界ング』を使って赤法師の頭上をとびこえ、後ろにまわり込んだのだ。

　フィニッシュ！

「まだだ！」

　叫ぶゼルガディス。

「……こんなものでっ！」

『レゾ』は自らを貫いた剣に手をかける。

　手から離れた『祝ブレ福ス・のブレ剣ード』で貫かれたところで、彼の魔族としてのバイタリティは、さしたる痛つう痒ようも感じない。

　だが──

「シルフィール！」

　あたしは叫んだ。

『神フラ聖グ樹ーン』の裏側で、ずっと待っていた彼女の出番である。

　ずくん。

『神フラ聖グ樹ーン』が大きく脈動し、『レゾ』の絶ぜつ叫きようが、荒こう野やと化したサイラーグにこだました。




　あたしの合図と同時に、シルフィールは『神フラ聖グ樹ーン』に術をかけた。

『治リカ癒バリイ』の術を。

　いつかも述べたが、これはかけられたものの生命力を活性化し、治ち癒ゆ速度を高める術である。

『神フラ聖グ樹ーン』の細胞の、ひとつひとつが活性化し、こそぎ落とされた皮を、枝を、葉を再生しようと活動をはじめる。

　しかしそれには、大量の活力が必要だった。

　その源となるもの──『瘴しよう気き』は、ごく身近にあった。

　すなわち──『レゾ』──




『神フラ聖グ樹ーン』は、急速な回復をとげつつあった。

　幹の皮はみるみるうちに再生し、あちこちから緑の芽がふき出してくる。それはまたたく間に葉となり、枝となって伸びていく。

『レゾ』のうめきは、徐々に小さくなっていった。

　魔族の生命力の源である瘴気を吸いとられているのである。

　いうなれば、樹に『食われて』いるのだ。

　そうなれば、あとに残るは人としての生命力のみ。

　それも、胸板を剣で貫かれていれば……

　ごふっ。

　彼はまっ赤な血を吐はき出した。

「……な……なぜ……」

　小さな声で彼はうめく。

「……なぜ……私は……負けるのです……？……なぜ……レゾを……越えられなかったのです……？」

「……わからない？」

　あたしの問いに、彼はしばし瞑めい黙もくし──

「……私は……あれの背中だけを、いつも見つづけていた……だからこそ……あれを越えることはできなかった……」

「──そういうことね──」

　ざわり……

　青々と繁しげる『神フラ聖グ樹ーン』の葉が風に鳴った。

『レゾ』は、ふたたびごふり、と血を吐く。

「……墓にはどう名前を刻きざむ……？」

「そんなものは……いりません……」

　問うゼルガディスに、彼は静かな笑みを送った。

「……この樹が……私の墓ぼ標ひようです……」

　言って、彼は大きく息を吐く。

　緑のこずえが、風にゆらめいていた。




















　エピローグ






「やっぱし、ここらあたりは警備もものものしいわねー」

　言ってあたしは羊の肉にかぶりつく。

　聖王国（一体なにが『聖』なのかはよくわからんが）セイルーンの首都、セイルーン・シティにほど近い、とある町の宿屋である。

「だいぶごたついてるんでしょーね。セイルーンも……」

「しかしまあ、順調に行けば明日には、セイルーン・シティに入れるだろうし……」

　と、ガウリイ。トリ肉を口に運ぶことも忘れない。

「どうも、いろいろとありがとうございました」

　いきなり改まった口調で言うシルフィール。

「途中、いろいろとご迷めい惑わくもおかけしましたが……こんな遠くまでありがとうございました、ガウリイ様……ついでにリナさん」

　……おい。

「いやぁ、こちらもいろいろと世話をかけましたしね」

　言ってへらへらと笑うガウリイ。

　それはまあ、確かである。

　サイラーグでの一件がかたづいた、あのあと──

　いちばん精神的にダメージを受けているはずのシルフィールは、弱音も吐かずによく動いてくれた。

　近くの大きな町に行き、なにやらとややこしい手続きを済ませ、あたしたちの手配を解いてくれたのだ。

　住む町を失った彼女は、親類の者を頼たよって、白セイ魔ルー術ン・都シ市テイに向かって旅立つことにしたのだが……

　なにしろ最近このあたり、なにかとごたごたしていて物ぶつ騒そうな様子、そこで彼女は、あたしたちにセイルーン・シティまでのボディ・ガードを依い頼らいしてきたのだが……

　ほんとは受けたくなかったんだよ、あたし。この依頼は。

　以前、一度だけ出会った、セイルーンの第一王位継承者様（まちがっても王子、などとは呼ばないよーに）あのひとが、あたしは大の苦にが手てだった。

　とは言え、そんな理由で彼女の依頼を断わるというわけにもいかず、ここまでやって来たのだが……

　ランツは途中で、『やっぱりあんたたちといると、命がいくつあったって足りゃしねぇ』などと言いながら、気ままなひとり旅に発ち、ゼルガディスの方もまた、『人間の体に戻る方法を探す』、と、どこかへふたたび姿を消した。

　白セ魔イ術ル都ー市ンになら、その方法があるかもしれない。

　そう言ってあたしは彼を誘さそったのだが、ゼルは静かに首を横に振った。

　セイルーンはまっ先に当たって、結局だめだったらしい。

　……二人とも、元気でやっているだろーか？

　サイラーグでのあの一件に、ふと想いをはせるたび、まぶたの裏に必ず浮かぶ光景があった。

　野原の中で、静かに風に揺ゆれる『神フラ聖グ樹ーン』。

　その根元には、赤法師レゾによって生を受け、狂くるった運命を背負わされた、一人の名もない男が眠りについている。

　一本の剣を、墓標のかわりに──













　あとがき
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　まいどーっ！

　とゆーことで、作者から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置おかれてあとがきを任まかされたＬでっす！

　え？　押し入れの中のコンクリ塊かいは何だ？

　さあ。あたしは知りませんよ？

　作者ならよぉぉぉぉく知ってるんじゃないかと思うけど、もういないし。

　まあそんなことよりもっ！

　この新装版で入ってくれた人も昔から読んでくれてた人も、『このスレイヤーズって話、語られないことが多すぎないか？』と疑問をお持ちだと思います。

　代表例は『郷く里にの姉ねえちゃん』！

　というわけで今回のあとがきでは、以前作者に尋じん問もん……もとい。おしゃれなカフェテラスで談笑した時に聞いた話から、そのあたりのことを解説しようかと。

　……といってもまあ、ひとことでぶっちゃけると、あのあたりはみんな伏線じゃなくて風フ味レー付バけーらしいですけど。

　なんでも作者がデザイン系の専門学校に行っていた時代、イラストの時間に先生が、同級生の描かいたパーティーのイラストを、『全員がきっちり画面におさまっているから、画面の外にもっと人がいるように思えない』と批ひ評ひようしたのを聞いて、それがなんだか記き憶おくに残っていたのがそもそもだとか。

　つまり、お話の中に出てくるすべてを、きっちり全部説明すると、世界がそこで枠わくにおさまってしまう。

　テレビやマンガ、他の娯ご楽らくも数ある中、文字のみ、という小説において、最強の武器となるのは他でもない、読者自身の想像力。

　だから、郷く里にの姉ねえちゃん、ガウリイのばーちゃん、昔サイラーグでガウリイが関わった事件、といったものは、読者の想像力を刺激するためのものであって、作者が答えを用意するつもりはないとか。

　……なーんてえらそうな寝言を言ってましたが、あたしの見たところ、作中で解決するのがめんどくさいだけじゃないかと。

　はっきりされていないことの中にも、小説内では語られていない裏設定があるもの、本当に何も考えてないもの、なんていろいろあるっぽいし。

　実際、郷く里にの姉ねえちゃんのことについてなんかは、短編集に収録された巨大あとがきでぶっちゃけちゃってます。

　逆に、フレーバーじゃなく、お話が主人公の一人称という形だから発表できなかったこともあるみたいだけど。

　たとえばこのあとの巻で出てくる暗アサ殺ツ者シンズーマ。

　なんでこいつがこうなったのか、実は作者の頭の中ではお話ができあがっていたらしいけど、リナの一人称の中で、唐とう突とつに相手がそのへんのことを語り出すのは嘘うそだと思ったので結局書かなかったとか。

　ま、あたしに言わせれば、ズーマが過か去こを語かたる状況を作れなかった以上は結局作者のせいなんだけど。

　そーいえば今年、二○○八年にこのスレイヤーズがまたＴＶアニメ化するわけですが、どうやらこのズーマが出るらしく。

　それを知った作者が、本編では語られなかったズーマ回りの設定をスタッフさんに渡したんで、ひょっとしたらＴＶ版ではそのへんのエピソードが出てくることになるかもしれないとか。

　そういう語られなかったエピソードもある一方で、やっぱり何も考えてない部分も多々あるらしく。

　たとえば、過去にサイラーグでガウリイが関わった事件。

　作者はこの話、実はカケラも考えてないそーです。

　ですからこのへんのエピソードが公開される、というのは期待するだけムダっぽいですが、作者のいーかげんな性格を考えると、絶対ありえないとも言い切れないのがなんともかんとも。

　そもそもあの作者は、きっちり図ず面めんを引いて計画的に書いていったというよりも、先々どーしようかと考えながら書いていくタイプ。

　よく小説家さんの中には、話が頭の中に降りてくる、と表現する人もいるみたいですが、このぐーたら作者は、自分がてきとーにばら撒まいたカケラを拾ひろい集めて、どーしたらうまく組み合わせることができるかと考えるタイプみたいで。お話書きというよりもむしろそれはパズラーなんじゃないかと思ったり。

　だから、作者にとってはお話は『降りてくる』ものではなく『組み上がる』ものなんだとか。

　別シリーズでは、ともかく強力な敵を出して、「ひゃっほぅ！　強い！　強いぞこいつ！　それはいいけどどう倒たおそう！」と悩んだこともあるとかないとか。

　……ひょっとして馬ば鹿かなんじゃないかなぁ……あの作者……

　……そう考えると、こんな書き方をしているのに、このスレイヤーズが読者のみなさんにおーえんしてもらえるような話に仕上がったのは、ほとんど奇跡に近いんじゃないだろーか……

　奇跡、もしくはあたしが仕切るあとがきのおかげっ！

　まあ作者がこうなんで、何かのエピソードを思いついたんで書いちゃった、などとゆーこともあるかもしれません。

　まあ、この三巻あたりまでは、作者がわりと行き当たりばったりで書いていたスレイヤーズですが、次の四巻あたりから、主人公たちが大きな話の流れにかかわってゆきます。

　そんなこんなのスレイヤーズ、次回四巻は聖バト王ル・オ都ブ・動セイ乱ルーン！

　リナたちがセイルーンの王都、セイルーン・シティに行くお話！

　現代で言えば東京見物!?

　Ｔ○Ｌに行って「でもここ東京都じゃないよねー」とか基本的なツッコミをしたりレイ○ボーブリッジ見に行きたいとダダこねてみたり歩いてる途中に芸能人を見つけて写メ撮ったり。

　そんなイベントがあってもいいのに一切ないっ！

　がっかりだぁぁぁぁっ！

　と、おーむねそんなノリのお話です！

　そんなこんなのスレイヤーズ！

　では、次巻でまたお会いしましょー！





あとがき：おしまい
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